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この報告書 は、 日本 自転車振興会か ら競輪収入

の一 部 であ る機械工業振 興資金の補助 を受けて昭

和57年 度に実施 した 「情報環境の進展 が及 ぼす

社会構造への影響 と望 ま しい情報 メデ ィアに関す

る研究」の成果 をと りまとめた ものであ ります。



は じ め に

この調査 研究 報告 書 は 、 当協 会 が シ ス テム ズ ・ア ナ リス ト ・ソサ エ テ ィに調査

委 託 した 「情報 環 境 の 進 展 が 及 ぼ す社 会 構造 へ の影 響 と望 ま しい 情報 メデ ィア に

関 す る研 究」 の成 果 を取 りま とめ た もの であ る。

情報 化社 会 の到 来 が叫 ば れ て お り、 近 年 の エ レク トロニ ク ス技 術 の進 歩 は、 我

々の生 活 を大 き く変 え て い くで あ ろ う ことが 予 想 され る。 そ の 変 化 は 単 に 国 民

生 活 だけ で な く、 企業 ・組織 内 、そ して 企業 一組 織 間 、 地 方 一 中央、 日本 一諸 外

国 とい う拡 が りを持 つ 、 大 きな変 化 と な るで あろ う。

そ れ で は この よ うな変 化 に対 しての 対応 は 十 分 と言 え る で あ ろ うか。 た しか に

企業 に お い て、 エ レク トロニ ク ス技 術 関 連の新 製 品 開 発 は 盛 ん に 行 わ れ て い るが、

社会 構造 に与 え る 影 響 に つい ての 研究 は まだ まだ 不 十分 と言 わ ざる を得 な い。

この よ うな観 点 か ら、 昭 和57年 度 か ら同 ソサ エ テ ィ内 に上 野 滋氏 を委 員長 と

す る 「情報 メデ ィア研 究委 員 会 」 を設 置 し、 この 課題 に取 り組 む こ とと した。 本

年度 は特 に 、 日本 対 海 外 諸 外 国 、 中央 対 地 方 とい う関 係 の 中 で の情 報 ニ ー ズの 調

査 と分析 、 情報 化 社会 の 進 展状 況 と情 報 メデ ィアの 役 割 に つ い て 調査 ・研 究 を進

め て きた。 こ こに、御 協 力 を頂 い た委 員 及 び関係 各 位 に厚 く感謝 す る と と もに、

あわ せ て本 研 究 成 果が 、何 らか の 意 味 に おい て新 た な 曲 面 で の情 報処 理 技術 の発

展 に役立 ち得 れ ば幸 に存 ず る 次第 で ある。

昭和58年3月
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第1章 研 究 の 目 的 と 進 め 方

1-1研 究 の 目的

忙 が し く生 活 に追 わ れ る毎 日、 しか し10年 前 の 自分 の生 活 をふ り返 り、10

年後 の生 活 に 思 い をはせ る時 、 「今 、 時 代 は 大 き く変 化 し よ うと して い る。 」

と考 え る人達 は多 い はず で あ る。 そ れ で は い ったい 何 が、 大 き く変 わ ろ うと し

て い るの だ ろ うか。

トフ ラー は 、 有名 な著書 「第三 の 波」 の 中 で、 これ か らは国 家 、企 業 、家 庭

な どの 社会 的 な多様化 、 分権 化 が 起 こ り、 大企 業 よ りも中小企 業 が経 済 活動 の

中心 と な った り、企業 よ り家庭 が 社 会 活動 の 中心 と な って い くで あ ろ う、 と述

べ て い る。 この 予想 の正 否 は、将 来 歴 史 が 証 明す る こ とと なろ うが 、 人 類 の 長

い営 み の歴 史 の 中で、 現在 が 大 きな 変 曲点 の 一 つ で 、我 々はそ の ま った だ中 に

生 きて い る とい うこ とに異 論 をは さ む人 は少 な いで あ ろ う。

なぜ異 論 を は さむ人 が少 ない か と言 え ば 、 そ れ は最 近 の エ レク トロニ クス 技

術 の進 歩 が あ ま りに も 目 ざま しい か らで あ る。 特 に我 々の生 活 を大 き く変 え よ

うと して い るの は 、通 信技 術 と コ ン ピ ュー タ技術 、 そ して この二 つ が 隔 合 した

新 しい技 術 の 進 歩 で あ る。通 信 技 術 と しては 、 光通 信 、 通信 衛 星 、 信 号 の デ ィ

ジ タル化 とい った技 術 の進 歩 が、 情 報 量 の 拡 大 、精 度 の 向上 、 多 チ ャン ネル 化 、

地 域 格 差 の 除 去 等 に大 きな成 果 を上 げ て い る。 また コ ン ピ ュー タ技術 は 、 超L

SI、 マ イ ク ロ ・プ ロセ ッサ ー等 の 技 術 革新 が 、情 報 処理 ス ピー ドの 向 上 、 機

器 の軽 量 小 型 化 、低 廉 化 を促 して い る。

これ らの技 術 の進 展 と隔合 が 、 今 我 々の 目の前 に次 々 と新 しい製 品 を送 りだ

して きて い る。 各 種 ロボ ソ ト、OA機 器 、 マ イ コン ・ゲー ム、 ビデ オ ・デ ィス

ク、 デ ィ ジ タル ・レコー ド、 。 そ して これ らの製 品 が さ らに進

歩 し複合 化 して い った時 、我 々の製 品 は 多 き く変 わ って い くで あ ろ う。

1960年 代 後 半 、 ア メ リカで は ベ トナ ム戦 争 が 長期 化 して い く中 で、 ピ ッピ

ー文化 が 生 まれ た。 戦 争 よ り平 和 、愛 、 を叫 び、物 質 文 明か らよ り自然 と親 し
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む生 活 、 そ して 自然食 品 、 ヨ ガ、 自然 に 囲 まれ た生 活 の 再 発 見 、地 域

社会 の 見 な お し、 とい った文化 を生 み だ した 。 これ らの 現 象 は、 社 会 的 な多様

化 、 分権 化 の前 ぶ れ と定 義 で き よ う。

ヒ ッピー の生 活 を続 け て い くた め に は 、 苛酷 な 自然 の中 で生 きて いか なけれ

ば な らず 、 文 明化 され た 現代 社 会 に ど っぷ りとひ た って きた 入 間達 に とって 、

か な りの 落 伍 者 が 出 た と言 わ れて い る。 しか しあ くまで ヒ ッ ピー の生 活 を続 け

て い く、 とい う人 達 も沢 山 い て ヒ ッピーの 目指 してい た文 化 が 、 ア メ リカ社 会

の 中 に しっか りと根 づ いて い った。

一 方 日本 に おけ る ヒ ソピ ーの文 化 は 、単 な る フ ァ ッシ ョンだけ の真 似 事 とな

って しま った。 日本 の 多 くの 若 者 は 、 か れ らの 文 化 の根 底 に あ る もの を理解 す

る こ とな く、 ただGパ ンを はい た り、 自然 食 品 を食べ た り、 ヒ ッピー音 楽 を 聞

い た り、髪 を長 くの ば した りした だ け で、 結局 一 時 的 ブー ムに悪 の りした一 部

の 企 業 が も うか った だけ で あ った 。

そ して現 在 、 す で に述 べ た よ うに 技 術 の 力 に よって 、特 に 情 報化 とい った 面

で都会 と山奥 とほ とん ど差のない生活が可能 とな りつつある。都会 の中で行わ

れ て い る仕 事 の 中で も、 これ らの技 術 的 な後 だ てが あ るな らば 山 奥 で行 った 方

が よ り効率 的 とい う ような種類 の仕 事 も多い で あ ろ う。

他 方 ア メ リカ で根 づ い て きた ヒ ッピー文 化 とこれ らの技 術 が 一 緒 に なれば 、

社 会 の 多様 化 、 分 権 化 は一 層 ス ピー ド ・ア ンプ され てい くの で は なか ろ うか。

しか も この場 合 は、 ヒ ッピー文 化 が基 盤 と なって 、 山奥 の生 活 で は どの よう な

情 報 が 必 要 か 、 ま たそ の た め に どの よ うな技 術 、 機 器 が必 要 なの か、 どの よ う

な仕 事 が 山 奥 の新 しい仕 事 と して向 い て い るか、 とい った点 に つ い て一 応 の 判

断 的 基 準 が培 わ れ て い るの で は なか ろ うか。

こ れ に対 して 日本 で は、 そ の文 イヒの 根 源 が理 解 され て い ない ため 、伺 の判 断

基 準 も ない ま ま情 報 化社 会 の 波 をま と もに 受 け 、 た だ ただ エ レク トロニ ク ス 関

連 の 企業 が 押 しつ け て くる製 品 を狭 い部 屋 に と ころせ ま しと並 べ 、 そ れ らの製

品 の 生 み だす 情 報 に振 り回 わ され る よ うな生 活 が生 ま れ るの で は な いだ ろ うか。

この よ うな危 機 感 が 発端 と な って、 今 回の 研 究 は 始 ま った と言 え よ う。 別 に

一4一



ア メ リカの ヒ ッ ピー文 化 を真 似 る必 要 は ま った くない。 た だ 我 々が情 報 に対 し

て どの よ うな ニ ー ズ を持 って い るか を、 いろ い ろ な角度 、 視 点 か ら議 論 し、整

理 ・分析 を行 っ て、 情 報 化 社会 に対 して の判 断基 準 を持 つ 必 要 が あ るの で はな

いか 。 しか も情報 化 の技 術 を生 みだ す 側か らでは な く、 受 け と る一 般 市 民 の 側

か ら こそ判 断 基 準 を 明確 に す る必要 が あ るの では な いだ ろ うか。

こ の よ うな理 由 で、 今 回 の 研 究の 目的は、来た るべ き情報 化 社 会 を先 見 性 あ る

感 性 と理性 とで技 術 的 に予 測 し、一 方 で一 般 市 民 と して どの よ うな情報 ニ ーズ

を持 って い るか を分析 し、 そ の 両 方 を併 わせ て一般 市 民 と して最 も望 ま しい情

報 化 社 会 とそ れ を支 え る情 報 メデ ィア に対 しての 提言 を行 う、 こ ととな った。
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1-2研 究 の進 め 方

研 究 の 目的 は上 で述 べ た通 りで あ るが 、研 究 を進 め る にあ た って は、 組 織 と

してのSAS(シ ス テ ムズ ・ア ナ リス ト ・ソサ エテ ィ)の 機 能 と役 割 りが 大 き

い。SASは 、 企 業 の殻 を と り除 い た横 割 り的 組織 で あ り、 しか も活動 の 中心

は 夜の 余 暇時 間 を充 て るた め に 、職 業 を異 にす る多彩 な メンバ ーが よ り自由 な

立 場に 立 って活 動 す る こ とが 可能 で あ る。 しか も札 幌 、 仙 台 、 東 京 、名 古 屋 、

大 阪、 広 島、 福 岡 な ど を中心 に全 国 につ なが る ネ ッ トワー クが あ り、そ の ネ ッ

トワー ク を使 った各 種 の 調査 が 可能 で あ る。 我 々は、 この よ うな特色 を最 大 限

に生 か して研 究 を進 め る こ と と した。

進 め 方 と しては 、 情 報 関 連技 術 進 歩 の 現状 と将来 につ いて の 調 査 と情 報 ニ ー

ズ の調 査 とい う二 つの視 点 か らの調 査 を行 った。 具体 的 には 、 情 報 メデ ィア研

究 委員 会 の下 に、 国 際 関 係専 門委 員 会 、 地 域 関係専 門委 員 会 、 情 報 メデ ィア専

門委 員 会 を設 置 し、 そ れ ぞ れ の 調査 は各 専 門委 員 会 に ま かせ る こ と とな っ た。

国際 関係専 門委 員 会 で は 、一 般 市民 と して 国外 に 対 して どの よ うな情 報 ニー

ズが あ るか を調 査 した。 具体 的 に は、 諸 外 国 の 中か らい くつ か の 国 々 を選 び だ

して調 査 す る こ と と し、SASが 別 の 目的 で 派遣 団 を送 った こ との あ るオ ー ス

トラ リア、 中国 、ECを 調査 対 象地 域 と した。 そ して ニ ー ズ調 査 の 結果 を 「第

3章 、 国 際化 社 会 と情 報 ニー ズ」 と して ま とめ る こ と と した 。

地 域 関 係専 門 委 員 会 では 、 国 内 の 自分 が住 ん でい る地 域 以 外 に対 して どの よ

うな情 報 ニ ー ズが あ るか を調査 す る こと と したが 、 全 国各 地 に あ るSASの メ

ンバ ー とデ ィス カ ッシ ョンす る こ とに よって ニ ーズ を探 ってい った。 そ の結 果

は 「第4章 、 地 方 の 時 代 と情 報 ニ ー ズ」 とい う形 で ま とめ て あ る。

情 報 メデ ィア専 門委 員会 で は 、 ニ ュー メデ ィア と呼 ば れ て い る情報 メデ ィア

ば か りで な く、 既 存 の メテ ィア に つ いて も調 査 を行 い 、今 後 の 動 向 を知 る ため

の基 礎 資料 と した。 この 結 果 は 、 「第2章 、情 報 化 社 会 と情 報 産 業 、情 報 メデ

ィア」 、 「第5章 、1990年 代 の 情報 メテ ィア」 に ま とめ て あ る。

そ して これ らの 調査 結 果 を も とに、 「第6章 、1990年 代 に向 け て」 を と り

ま とめ た。 本報 告書 が 、 一 般 市 民 の 声 と して 情報 産 業 、情 報 メデ ィア を職業 とす
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る人 々に届 くこ とが 出来 れ ば幸 い で あ る。
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第2章 情報化社会 と情 報産 業、情報 メデ ィア
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第2章 情 報化社会 と情報産業、情報 メデ ィア

2-1情 報化 社 会 へ の流 れ

(1)は じめ に

工 業 化 社会 の 次 に くる社 会 は情 報 化 社 会 で あ る と言 わ れ て久 しい。 古 くは

ダ ニ エル ・ベ ル に よ り 「脱 工業 社 会 」 が 唱 え られ 、近年 で は 、 ア ル ヴ ィン ・

トフ ラーの 「第3の 波」 に お い て、 い ろい ろ な事 例 が挙 げ られ て い る。 この

背景 に は、 さま ざま な技 術 進歩 、例 え ばIC、LSI、 コ ン ピ ュー タ、衛 星 、

光 フ ァイバ等 の飛 躍 的 な進 歩 が あ る。 確 か に、 ハ ー ドウ ェア イ メー ジか ら社

会 を見 る と、情 報 化 社 会 の 波 が各 方 面 で、押 し寄 せ て きて お り、時 代 が 大 き

く変 化 しつ つ あ る とい う印 象 は あ る。 しか しなが ら、それ で は社 会 の質 の面

もその 流 れ と と もに変 化 しつ つ あ るの で あろ うか。 また 、 現代 社会 に生 き る

人 々 も変 化 しつ つ あ るの か 、 あ るい は 、 変 わ らなけれ ば 社 会 の動 きか ら取 り

残 され るの で あ ろ うか。 本 章 で は、 将 来 の 情報 メテ ィァ を考 え る に あ た って

現 在 の 状 況、 お よび 今 後 の 社会 の方 向 性 、そ の 中 に おけ る メデ ィア全 般 の動

.向 等 を総論 的 に と らえ て み た い。

② 情 報 化 社会 の 指標

情 報 化社 会 の 進 展 が どの 程度 の もの で あ るか 、 まず経 済 指標 的 に紹 介 した

い。 図表2-1は 、OECDが1980年 に 出 した 、 「情報 活 動 と電 子 機 器 及 び

電 気 通 信技 術 の 経 済 分析 」 の レポ ー トか ら、 引 用 した もの で あ る。

この表 は、 先 進 各 国 の 情報 部 門が 各 国 経 済の 中 で どの程 度 の 部 分 を 占め て

し(るか をGDPに 対 す る比 率 で示 した もの で ある。 ア メ リカの場 合、1950

年 時 点 で は、 第 二 次 産 業 が最 も大 き く約4割 弱 を 占 め、 情報 部 門 が 約3割 で

あ った が、1970年 に は 、 その 比 率 が 完全 に逆転 し、 ア メ リカ経 済 の 中 で情

報 部 門 が最 も大 きな ウ ェー トを 占め 、 そ の後 も、 この傾 向 は益 々 、 強 くな っ

て い る。 一 方 、 日本 の場 合 に は、1960年 時 点 で は第一 次 産 業 部 門が 一 番 大

き く、 次 い で第二 次 産業 部 門、 そ して 情 報部 門 は約18%を 占 め るに 過 ぎな
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(図 表2-1)先 進 各国 の 情 報 部 門 のGDPに 対す る比 率

(経済活動の割合)
(%)

情 報 部 門 サービス部門 第二次産業部門 第一次産業部門

フ フ ンス
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25.9

30.9

29.9

31.3

33.8

36.5

30.6

40.4

34.2

38.4

31.5

38.3

35.1

24.7

9.9

32.4

13.9

10.7

4.7

5.4

3.2

12.0

3.3

225

5.8

(注)言 葉 の定義 は マ ーク ・ポ ラ トの研 究 枠組 の中 で用 い られ てい る もの とほ ぼ同 様。

(出 典)OECDレ ポ ー ト 「情報 活 動 と電子 機 器 及 び電 気通 信 技術 の経 済 分析 」

か った。 しか し、そ の15年 後 の1975年 に は、 状 況 は 一変 し第 一 次産 業 は

わ ずか14%ま で 低下 し、代 わ って情 報 部 門が 約3割 に ま で達 し、 現在 で は

第 二 次産 業 部 門 まで抜 い て、一 番 大 きな比 率 を 占め る ま で に な り社 会 の情 報

化 が 日本 に お いて も進 ん だ 証明 と な ってい る。 このほ か 、 イ ギ リス、 西 ドイ

ツ、 フ ラ ンス な どで も同様 に、 情 報 部 門の 占め る比 率 は急 速 に 高 ま って お り、

情 報 化 は、 先 進 諸 国 の 共通 の社 会 現 象 で あ る と言 え る。 ま た、GDPに 見 ら

れ るの と同 じよ うに、 労 働 者 の就 業 構造 を見 て も情 報 化 の 波が 急速 に進ん で

い る こ とが わ か る。 図 表2-2は 、 ア メ リカ と 日本 の 労 働 者 の就 業比 率 の変

化 を時 系 列 で 示 した グ ラ フで あ るが、 そ の様 子 が よ く表 わ れ て い る。 この グ

ラ フの 中 で、第1期 と第ll期 は、農 林 漁 業 と工 業 の比 率 が 逆転 した 時点 で区

分 し、第llmaと 第m期 は 、工 業 と情報 部 門 の 比率 が 逆 転 した時点 で区 分 して

い る。 この変 化 をみ る とア メ リカが一 世 紀 か か って第1期 か ら第 皿期 へ移 行

した の に対 し、 日本 は約30年 で同様 の変 化 を示 して お り、情報 化 の速 度 と

い う点 では 、 日本 は ア メ リカ以 上 で あ る と言 え よ う。 ア メ リカ社会 の 情報 化
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(図 表2-2)労 働 者 の4分 類(情 報 ・サ ー ビス ・農 林漁 業 ・工 業)

に よる就 業 構造 時 系 列 変 化 一 ア メ リカ との 比 較

口

0
%
4

30

20

10

國
＼ 農林漁業

情報

農林漁業

18601870)8801890190019101920193019401950196019701980年

(財)電 気 通 信 総 合 研 究 所(出典)

「80年 代 に お け る 情 報 産 業 の 構 造 分 析 」S57.3.

が 最 も進ん で い る と言 わ れて お り、 オ フ ィス オ ー トメー シ ョン、CATV、

衛 星 放 送 、 衛星 通信 、そ の 他 各種 ニ ュー メデ ィア等 、 情報 化社 会 推 進 の核 と

な るそ れ ぞ れ の 分 野が 日本 に 比べ3年 か ら10年 は先 行 して い る と見 られ 、

す で に一 部 で は 、 ペ ー パ ー レス オ フ ィス、 在 宅 勤 務 等 も実 現 してい る。 日本

も戦 後 、 ア メ リカに追 い つ け 、追 い 越 せ で 、 高度 経 済成 長 を経 過 した 今 日、

ア メ リカ並 み の情 報 化 社 会 が 到来 す るの は、 そ う遠 い こ とで は ない で あ ろ う。

次 に 、 これ らの情 報 化 社 会 の流 れ の 推進 者 で あ る情報 産 業 の動 向 に つ い て

触 れ る。

(3)情 報 産 業 の動 向

最 近 の 情 報 化 社 会 の 進 展 、技 術 革 新 の急 速 な進 歩 に と もな って 、情 報 産 業

の 重要 性 は ます ます 高 ま りつつ あ る。 情 報 産 業 と言 って も定 義 が 必ず しも明
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確 に な って お らず 、 そ の 目的 に応 じて使 い 分 けて い る のが 現 状 で あ る。 本 報

告 書 で は、 情報 メデ ィア を考 え る上 で の前 提 を示 す とい う意 味 で 、広 い意 味

で の情 報 産 業 とい うと らえ 方 を したい。 図 表2-3は 、第1次 情 報 部 門す な

わ ち情 報 を生産 ・加工 ・流 通 ・販 売 す る産 業 を示 した もの で あ り、 今 回の 我

々の 問題 意 識 の領 域 に 比較 的 所 い もの で あ る。

(図 表2;3)第1次 情報部門の範 囲 日本標準産業分類による

産 業 中 分 類 情報 を生産 ・加工 ・流通 ・販売する産業 主た る機械、素材 共通す る機械 ・素材

新聞業 ・新聞小売業 印刷 ・製本 ・紙加工機械

出 版 ・ 印 刷 著述家業 出版菜 ・書籍 ・雑誌卸、小売業 洋紙製造業 ・印刷 インキ製造業

印刷業 ・同関連産業

速記 ・錐耕 ・複写業 映画用機械 ・同付属品製造業 事務用紙製品製造業

映 画 ・ 誤 楽 芸術家業 映画製作 ・配給業 ・映画館 ・映 画
'サ ービス業

楽器 ・レコー ド製造業
学用紙製品製造業

興行団 ・劇場 ・興行場 映画 ・演劇用品賃貸業
ペン ・鉛筆'絵 画用品 ・その他の事務

通信機械器具製造業

通 信 ・放 送 通信業 ・放送業 電気音響機械器具製造業 務用品製造業
通信電線ケーブル製造業

アンテナ製造業.

情報サービス・調査広告業 情報サービス業 ・興信所 ・ニュース供給業・広告業 電子計算機 ・同付属装置製造業
半導体素子 ・集積回路製造業

事務用機械器具製造業

同 賃貸業

法律事業所 ・特許 事務所 ・公認会計士 ・税理

士事務所 ・土木建築サービス業 ・デザイン業 製図用機械器具製造業

経営 コンサル タン ト業 ・個人教授所 ・公証人 そろばん ・謄写板製造業

役場 ・司法書士事務所
時計製造業

その他の公共サービス 政治 ・経済 ・文化団体

その他 の対個人サ ービ
ス

写 真 業 写真機 ・同付属品製造業
写真感光材料製造業

理化学機械器具製造業

2十重機 ・測定器 ・分析機器 ・試験機 ・
・素材 の卸売 ・小売業

教 育 ・ 研 究 教 育 ・学術研究機関 測量器製造業
顕微鏡 ・望遠鏡製造業
白墨 ・黒板製造業

医 療 医 療 業 医療用機械器具、医療用品製造業
X線 装置製造業

情 報 産 業 の動 向 は 、 各 国 に お い て政 策 、 社会 的 背景 の相 違 もあ り様 々 で あ

る。 ア メ リカの場 合 は 、 情 報 産 業 の 分 野 にATT(AmericanTelephoneand

Telegraph)とIBMと い う巨大企 業 が存 在 し、歴 史 的 に も両者 の 関係 を軸

に 、 拡大 、 発 展 して きて い る。 近年 で は政 策 面 に お いて 、 独 占か競 争 か が最

大 の テ ー マ とな って お り、 自由 を重 ん ず るア メ リカに おい て は競 争 の 方 向 へ

と事 態 は 進 み.つつ あ り、1982年 に はATTの 分 割 も実 施 され た。 この 民 間
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企業 中心 の ア メ リカ に対 し、 国 ぐるみ で情 報 産 業 に取 り組 ん でい る のが フ ラ

ンス であ る。 フ ラ ンス では 、 情報 産 業 の 育成 の た め 、 デ ィス カ ール ・デス タ

ン前 大 統領 時代 に 「ノ ラ ・マ ンク ・レポー ト」 が 出 さ.れ、 コン ピュー タ と電

気 通信 との 結 合 〔テ レマ テ ィー ク 〕が 産業 分野 だ け に と どま らず 、 文化 や 権

力 機構 に 大 きな影 響 を及 ぼす こと を指摘 し、 あわ せ て 、 フ ラ ンス 政府 の取 る

べ き対策 を提 示 して い る。 この提 言 に沿 い フ ラ ンス では 国 と して情 報化 の 推

進 を実施 して い る。 この ほ かの 西 ドイ ツ、 日本 、 イ ギ リス の先 進 諸 国 は 、民

間 と政府 の 比 重 に 多少 の差 は あ るが 、 それ ぞ れ 情報 化 を推 進 しつつ あ る。

日本 で は、 通 産 省 が 産 業 構造 審 議 会情 報 産 業 部会 に おい て 検討 を行 い 、 昭

和55年12月 に 「80年 代 の情 報 化 、情 報 産 業政 策 ビ ジ ョン体 系図 」 を発

表 し、 強 力 に 推 し進 めて い る。(図 表2-4参 照)

(図 表2-4) 80年 代 の情 報 化 ・情 報 産 業政 策 ビ ジ ョン体 系図

情報化は明日のわが国を方向づける国民的目標

「情 報化 とは、 情報 を物 質、 エネル ギーにつ ぐ第3の 要 素 と して認 識 し、そ の生 成、加工、伝達 、蓄積、利 用

を意識的 に活 用 しよ うとす る活動 の総体 であ る。」

∫難ll騨i撫ii⊇ 「
一 情報化の影響 一 産業革命に匹摘する広が りと深さ 一 情報化に伴 う問題への配慮

ll搬i警竃　一 え一 司
一 今後のわが国産業構造 における基幹産業

情報化および情報産業の環境変化 と第二次情報革命 半導体技術等の進歩に支えられ情報化は新しい段階へ

　　轍{認 難㌶羅i曇;驚1離
霊

情報化 の新展 開 点 か ら面へ 一 第 二次情報革命

産業分野 の情報化 → 社 会 あるいは個人 の家庭生活 の情報化

{
人間の活動領域 に新 しい フロンテ ィア を開拓

誰 もが容 易に コン ピュー タを使え る時代
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また、 郵 政 省 に お い て も、 電 気 通 信政 策 懇談 会 等 を通 じて 、我 が国 の 情報

化 社 会 の将 来 像 が 検討 さ れ て い る。 さ らに、 電電 公 社 は 、 今 後 、20年 の 時

間 と30兆 円の 金 をつ ぎ こん で 、INS(InformationNetworkSystem,

高 度 情報 通 信 シス テ ム)の 構 築 を計 画 してお り、情 報 産 業 、 情報 化 政 策 は今

後 、 ます ます 重 要 性 を増 す で あ ろ う。

以 上 、本 節 で は社 会 、 産 業 の観 点 か ら情 報 をめ ぐる経緯 、 現状 につ い て述

べ て きたが 、 次 に メデ ィア の観 点 か らア プ ローチ して ゆ く。
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2-2情 報 メデ ィア の動 向

(1)情 報 メデ ィアの 変 遷

情 報 メデ ィア の変 遷 を通 信 手段 の立場 か ら整理 す る と、大 き く分 け て 次 の

5段 階 に 区切 る こ とが で き よ う。

第1段 階 → 言 語 の 獲 得 … … 人類 は言語 の獲得 に よって ま ず コ ミュニ ケー シ

ョンが 可能 とな った 。

第2段 階 → 文 字 の 創 造 … … 次 に、 文字 を創 造す る こ とに よ って、 時 間 を克

服 し始 め た 。

第3段 階 → 印刷 術 の 発 明… … これ に よ って、 コ ミュ ニ ケー シ ョンの量 的 拡

大 も可能 とな った 。

第4段 階 → テ レ ビ ・ラ ジオ …… 近代 に入 り、 一 気 に空 間 の 隔 た りを克 服

電 信 ・電 話 の 発 明 した 。

第5段 階→ 電 気 通 信 とコ ン ビ… …情報 の蓄 積、 処 理 が可 能 とな った 。

ユー タの 融 合

また 、 電気 通 信 の ネ ッ トワー クの上 を、 信 号(電 報)→ 音 声(電 話)→ 文

字(フ ァク シ ミ リ)→ 静 止 画(キ ャプテ ン シス テ ム等)→ 動 画(VRS等)と

い うよ うに、 次第 に高 度 な情 報 が流 れ る よ うに な って きて い る。 さ らに観 点

をかえ れ ば 、① 人 間 に よる通 信 か ら機 械 に よる通 信へ 、② 聴 覚 か ら視 覚 へ 、

③ 情 報 伝 送 か ら情 報処 理 へ 、④ アナ ログか らデ ィジ タル へ 、⑤ よ り高速 、 よ

,り 広帯 域 へ 、 等 の変 化 の特 徴 もあ る。以 上 の よ うな情 報 メ デ ィアの変 遷 を社

会 との 関係 で 整理 した ものが 図 表2-5で あ る 。

次 に メデ ィア に つ い て述 べ るが 、そ の参 考 と して メデ ィア マ ップ的 な もの

と して 図表2-6を 示 してお く。 これ は 、 コ ミュニケー シ ョンの 結合 関係 や

伝 送手 段 め 観 点 か らメデ ィア を整理 した もの で、 ニ ュー メ デ ィアの 位 置 づけ

や 、そ の意 味 を考 え る際 に 多少 と も参 考 に な る もの と考 え る 。
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(図 表2-5)通 信 と 社 会

農 産 情

原 始 社 会
業
革 農 耕 社 会

業
革

工 業 社 会 報
革

情 報 化 社 会

A A A
叩 叩 ロ 「〕

＼/＼/＼/
血縁社会 ・共同社会 地縁社会 ・共同社会 利益社会 利益社会 ・福祉社会
小人 口社 会 ・狭 域社 中人 口社 会 ・中地域 大人 口社 会 ・広 域 社 大 人 口社 会 ・超 広 域

社 会 会 社会 会、 高 密度 社 会 ・社 社会
社 会的分業の発生 高密度社会 ・社会的

会
分業の拡大

未開社会 中立文化社会(学 問 高度文化社会(学 問 超高度文化社会(学
の

文 化 芸術の発生) 芸術の発展) 問 ・芸術 の らん熟)

変
科学技術の進歩 科学技術の高度成長

狩猟 ・採取社会 前資本主義社会 資本主義社会 資本主義社会
化

経 済
自給自足経済 第一次産業中心

自給自足経済(一 部
第二次産業中心
商品生産(物 中心)

第三次産業中心
商品生産(情報中心)

商品の発生)

パ ー ソ ナ ル ・コ ミ 中 ミ デ ィ ア ム ・コ ミ増 マ ス ・コ ミ中 心 諸結合の調和
心(onetoone的 結 加(onetomany的 (onetomaSS的 結 直接通信と間接通信

送 り手 合) 結合) 合) の調和的結合

と 直接 通信 中心(facea 直接通信(中 心)+ 直接通信+間 接通信 役割交換の復活
受け手 toface的 結 合) 間接通信(補 完) (中 心) 受 け手、 送 り手 の機

通 の関係 役割交換可能 役割交換の一部制限 役割交換の制限 能分化の調和
受け手送り手の機能 受 け手、 送 り手 の機

. 分化(専 門的文化) 械化

信 情報量の超過少, 情報量の過少 大量情報の存在 超大量情報の存在
自給自足情報 自給自足情報 情報の一部商品化 情報の高度化(加 工
情報の質的貧困 情報の質の相対的向 相対的高品質の情報 性 ・正確 性)

情 報 上 の増加 情報の多様化
の 情 報 の カス タム化

, 情報の効率化
情報の商品化

変 人的通信(人 間が本 道 具通 信(手 旗 ・ノ 機械通信(近 代的印 高度機械通信(デ ー
来的に保持 している ロ シ ・馬 な ど)の 活 刷 術 ・交通 手 段 ・電 タ通 信 ・CATV・ 衛

通信手段く五感〉に 用 気通信)の 活用 星通信など)の 活用

化 通 信
よる)中 心 伝送過程の道具化

時間的 ・空間的距離
伝送過程の機械化
時間的 ・空間的距離

処理 ・蓄積過程の機
械化

手 段 の一部克服 の完全克服

伝送サービスの商品
時間的 ・空間的距離
克服の拡大

化 伝送過程の高密度化
処 理 ・蓄積 サ ー ビス
の商品化

第一次通信革命(言 第二次通信革命(文 第三次通信革命(印 第五次通信革命(コ
葉) 字) 刷術の定着) ン ピ ュ ー タ に よ る 大

備 考 印刷術の発明 第四次通信革命(電 量迅速な情報処理)
波 メ デ ィア ・コ ン ビ
ユ一 夕の発 明)
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(図 表2-6)通 信 分 類 と 社 会

区

分

社 会 通 信 手 段

送 り手 受け手
伝 送 手 段 処理手段 蓄積手段

人 的手 段 電気通信手段 運搬 手 段 その他の手 段 一 一

結

合

関

係

量

的

one 心理作用 一 一 一

頭 脳 記 憶
onetoone 面談 ・身振 電報 ・電話 郵 便 腕木 ・手旗

onetomany 講 演 同報通信 DM・ 社内報 半鐘

人

的

手

段
onetomass 街頭演説 ラジ オ ・テ レ ビ 新聞 ・出版 映 画 ・交通信号

manytoone 挙手 ・拍手 電話 リクエス ト 郵便投票 一

道
具
的
手
段

ソ ロバン

辞 書

manytomany 集団討論 会議用テレビ電話 一 一

一 テ レ ビ討論会 一 一

メ モ

記 録

masstoone 一 一 一 選 挙

masstom醐y 一 一 一 一

機
械
的
手
段

計 算 機 レ コ ー ド

香

ハ ン チ ・

カ ー ド

masstomass } 一 一 一

距
離
的

直 接 々 触 人的手段の全て 一 　
(マ イク ・メガホン)

間 接 々 触 一 人 的 手 段+物 的 手 段

質

的

共
同
社
会

血 縁 家族会議 電報 ・電話 郵 便 一 高
度

欝
的

藁

電 子

計 算 機

磁気 ドラム

ビデ オ ・

テ ー プ

地 縁 寄 り合い 有線放送 市政便 り・回覧板 地方選挙

趣 味 俳句 会 ・旅行会 一 同人雑誌 一

利 益 社 会 株主総会 ラ ジオ ・テ レ ビ DM. 映 画

(2)情 報 メデ ィアの 現状

最 近 で は、 技 術 革新 と社会 ニー ズ の変 化 等 に よ り、 既存 の メデ ィア に対 し

て 、 ニ ュー メ デ ィア と呼 ば れ る各 種 の新 しい情 報 媒体 が生 まれ つ つ あ る 。 ま

ず 、 在来 メデ ィア とニ ュ ー メデ ィア の様 子 を見 て み よ う。図 表2-7、8は

そ れ らを種 類 分 け して並 べ た もの で あ る。

これ らの 表 を見 て もわ か る通 りニ ュー メデ ィア は、 さ ま ざ まな分 野 、 種 類

で芽 ばえ てお り、既 存 の メデ ィア と代 替 関係 に あ る もの、 全 く新 規 な もの等 、

バ ラエ テ ィに 富ん で い る 。 これ らの ニ ュー メデ ィア群 は、 今後 、 社 会 に根 を

お ろ して ゆ く もの と一 時期 の テ レ ビ電 話 の如 く、計 画段 階 まで で終 わ って し

ま う もの と、 い ろい ろ な進 展 が 考 え られ るが 、1983年 を ニ ュー メデ ィア元

年 と呼 ぶ 向 き もあ り時 代 の流 れ の 中 で それ ぞ れ の動 向 に注 目 して ゆ きた い 。
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(図 表2-7) 在 来 メ デ ィ ア と

ニ ュ ー メ デ ィ ア

種 類 在来メディア ニ ュ ー メ デ ィ ア

手書きメディア 手紙 電子郵便

印刷メディア ちら し、 ビラ 電送新聞
新聞 電波新聞
雑誌
図書

パ ーソナル 電信 フ ァク シミリ

有線系メディア 電話 手書き文書伝送システム(テ
テレ7ク ス レメイルな ど)

テレビ電話
テ レビ会議 システム

ボイス メイル(注1)

電子メイル(注2)

事務用 ワー ドプロセッサ

有線系メディア オ フィスコンピ ュー タ
,

デ ータ端末(POS、 カー ド

端末など)

総合文書通信システム(注3)

情報提供 キ †プテンシステ ム

有線系メディア 画像応答システム

放送系メディア ラジオ放送 テレビ音声多重放送.

ぱ 濃波)
テレビ文字多血放送
静止画放送

テレビ放送 フ ァクシ ミリ放送
コー ド・デー タ放送

PCM音 声放送

高精細度テレビ放送
衛星放送
CATV(放 送関連有線メディ

ア)(日i4)

パ ッケー ジ系 レコー ド オーデ ィオデ ィスク

メデ ィア オーデ ィオ テープ ビデオデ ィスク

ビデオテ ープ

映 画フ イル ム

記録メディア 写真
ハー ドコピー

その他 テ レビゲーム
F

注1:ボ1ス メイ ル とは、 音声 をセンターで蓄積 し、適時 に相手先に
音声の形で届 けるシステ ムをい う。

注2:電 子 メイル とは、 キーボー ドなどか ら入力 され たメワセー ジを
センターで蓄積 し、 適時 に相手先 のCRT端 末 に表示 する シス

テム をい う。

注3:統 合文書通信 システム とは、 ワー ドプ ロセ ッサ、 オフィス コン
ピュー タ、 ファクシ ミリ機 能を もつ通信端末 をい う。

注4:CATVは 有線 系メデ ィア であるが、 放送関連 とい う意味で、
ζ ζに分類 した。

「日本の科学 と技術'83;a－ メデ ィア」

(図 表2-8) ニ ュ ー メ デ ィ ア と

既 存 メ デ ィ ア

伝送
サ ー ピ パ ッケー ジ系 有 線 系 無 線 系

個 人 ・グル ープ間

通 信 サ ー ビ ス

郵便.電報、

魎

電話、加入電信、

フ ァク シミリ

テ レビ会議

移 動通 信

多重放送サービス

幽

1テ レテキス 川
1

1・デオテ・クスH

検 索 ・注 文 型

情 報 サ ー ビス

1

一 ≡'≡ 一``

ファク シミ 」

コー ドデー タ放送

マス情報 サー ビス

新阻 雑誌 図書、

映画、レコード、

VTR、 匝

`CATV・
」_一_」 ラジオ、 テレ ビ

画
1電 子新聞1高 精度テレビ

1ビデオディス引

多 目 的 高 度

情 報 サ ー ビス

データ通信

双方向テレビ

垣基面
[亘 蓮]慰

(3)ニ ュー メデ ィア の特 徴

ニ ュー メデ ィア の と らえ 方 と

して は、 その メデ ィア特 性 、 機

能特 性 等 、 各種 考 え られ るが 、

こ こで は、電 気 通 信 総合 研 究 所

が82年3月 に提 出 した 「情 報

・通信 ニ ー ズの行 動 科学 的 分析

と長期 予測 」 の レポー トか ら、

一 つ紹 介 す る こ と とす る 。 こ こ

で は、 主 と して"受 け手"の 立

場 か らメデ ィアの 機 能 特性 を

「情 報 の 説 明 力」 「情 報 の情 緒

性」 「情 報 の 印象 深 さ」 等、

14項 目 に分類 し、31の メデ

ィアを対 象 と して各項 日別 の 点
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1

(図 表2-9)メ デ ィ ア ・ マ ト リ ッ ク ス

⊂ 二 ⊃ 二・一・メデ・ア

⊂=⊃ 晒 メデ・ア

表現形態メデ{ア

の分類区分 の
音 声

ハ ー ド コ ピ ー ソ フ ト コ ピ ー

非 言 語 系1言 語 系 文 字 静 止画 動画(音 声 を含む)

伝

通

型

双
方
向

ミニ

ニ

ケ

1

シ

●

ン

非通
電信
気乗

11 (郵 便)

1n (手 交姑 類) 鯛
nn 1

電
気

通
信

系

ll
G亘)(郵

(電子郵㊥

フ。〃 ミ・戊(テ レンクス)(テ げ'ク ス(舗 文笹処理)) 四
`

隠i蕊x肇‖鋤 映像情報交換ンステム
ln

1
nn 絵様電話) (会 議 用 テ レ ビ シ ス テ ム)

片
方
向

ヨこ

ニ

ケ
1

ζ
ン

非
電
気
通
信
系

●

ll 1

1n

ΦM鉱 ぴ広告印刷物)

駕
@③

nn

電
気
逓
倍
系

lI

ln ←,か バ・ケ吻

σ⊃(魏)
遷 亘⊃(ビデオ・パ・ケーの

儘 蒜 テレビ.CA.v))(放 送 フ.ク シ ミ リ

テレテ キス ト

)

nn

情
報
処

壁
外
観

検
索
)
型

非通
電信
気乗

lI

ln

nn

電

気

通

信

系

ll

(
(

パー ソナル ・コン ピー タ ー)

含む文書処理

オ フ ィス ・コ ン ピ ュー タ)

1(日 本柳 一ドブ吐 ・サ)

⑭Dテ レテ・クス(

ln
ピ 巖 ㊨。、)

「
映{㈱ ンステム

(情 報 検 索 処 理 形 電 話)馳 画綿 縮 励`Σ
nn lll

数 評 価 を行 った 。 さ らに14の 項 目を、① 加 工 性 、② 説 明 力 、③ 保 存 性 、④

迅 速 性 、⑤ な が ら性 、 の5因 子 に再 集 約 し、 メデ ィアの機 能 空 間vafoけ る位

置 づけ を行 ってい る 。図 表2-9に 、 メデ ィア ・マ トリ ックス を、 図表2-

10に 、 メデ ィアの 類 似 関 係 を示 す 。

この メデ ィア ・マ ト リソクス をみ る と、 ニ ュー メデ ィア は 、 伝達 型 に も、

情報処理型 に もあるが、 特に近年の電気通信の技術進歩に よって誕生 して き

た こ とが よ くわ か る 。

メデ ィアの 類 似 関 係 の 図表 は、5因 子 をそ れ ぞ れ 軸 に した5次 元"空 間"

上 に メデ ィア を プ ロ ッ トで きな いた め、 そ れ を平 面 上 に描 い た もの であ る 。

二 重 の 四角 で 囲 ん だ もの が、 そ れ ぞ れ の因 子 を代 表 す る メデ ィア で あ る 。 レ

ー ダー ・チ ャー トと と もに示 して あ り、 そ の機 能 特 性 がわ か る よ うにな って

い る。直線 で 結 ばれ た メデ ィアは 、相 互 に類 似 してい る こ とを示 して い る。
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「加工性」

(図 表2-10) メデ ィアの類似 関係

書 籍 「加工性1

ラジオ

「ながら樹 「説明力」

ながら性」

物

⇒

刷

ケ
ジ

馴

顔

法
認
籍
膓

訓
讐

毒 働
7.新 聞 2.郵 便

「説明力」

「保存性」

「保存性」13.テ レビ

11ラ ジオ 30.放 送 ファクシミリ
5.テ レ ック ス

17,フ ァク シ ミ リ

26.エ レク トロ ・メ ッセ
ージ ・システム

12.映 画

31.興 行

29.テ レテキス ト

21.テ レ ビ

会 話

1ながら性1

1.会 話

4.電 話

14.テ レ ビ電話
18.移 動 体電話

「加工性」

ファクシミリ

24デ_タ 「なが ら性』

テレテックス

16会 議 用TV'シ ステム

19会 議 電話

15,映 像}青椴交喚型TV
22.映f象f青幸併雛 型TV

;濃

「説明力」

静山画情報

「なが
ら性」

「説 明 力」

「保存性」

1説明 力」

「保存性」

斜線 の 円周 上 が 全 メデ ィア の平 均 を示 す 。 これ よ り外 な らば、 そ の機 能 が大

きい 、 内 な らば 小 さい こ とを示 して い る。

この ほか 、 この レポー トで は、 ニ ュー メデ ィア が現 状 情 報 行 動 に与 え る影

響 の分析 も行 って お り、 メ デ ィア間 の 代 替 関係 、 補完 関係 に つ い て整 理 して

お り、 興味 深 い点 が 多 々あ るが 、 こ こ まで に とどめ て お く。
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2-5今 後 の情 報 化 社 会'

(1)』情 報 化 社会 の今 後 の と らえ 方

これ まで、 情 報 化 社 会 、情 報 産業 、'情報 メデ ィア につ い て、 過去 の変 遷 と

現 在 の状 況 につ い て述 べ て きた が、 そ れ では 、今 後 は ど うな るの で あろ うか 。

それ を考 え る に は、 社 会 を構 成 す る人 間、 産 業 を動 か して ゆ く人 間、 情 報 メ

デ ィア を利 用す る人 間 、 す なわ ち、 入 間が 今 後 ど うな って ゆ くの か とい う点

に焦 点 を あて て行 くこ と しか な い と思 われ る 。 しか しな が ら、 人 間 と言 って

も、 日本 人 と外 国 人 では か な り相違 が あ ろ う し、 大 人 と子 供 、 男性 と女 性 、

都会 と田舎 等、 さ ま ざま な要 素 がか らみ あ って、 極 めて難 しい 問題 とな って

しま う。 したが っ て、 本 節 で は 、総 論 の結 論 と して、 また、 この 後ρ 各 車 の

議 論 へ の つ な ぎ と して、 「日本 的情 報 化社 会 像」 とい うこ とに狙 い を定 め て 、

(図 表2-11) 現状情報行動と発展情報行動の対応関係

1家 庭 」 の 情 報 行 動 1家 挺 ・職 場 以 外1の 情 報 行 動 1職 場 」 の 情 報 行 動

現 状 情 報 行 動 発 展 情 報 行 動 現 状 情 報 行 動 発展 情 報 行 動 現 状 情 報 行 動 発 展 情 報 行 動

家族と麟す 面接あるいはノデiア を介Lて 家
族と話寸

家 族 ・親 せ さ ・1同僚 ・友 人 笛 と

が す

φ接あるいはメディアを介して家
厳 ・閲せき・向原・友人等とぷーT 顧客や訪問呂と面談する 直接あるいはメディアを介して顧

客や訪間者と面鹸守る

費せ力・友人と話す 酒店あるいrtメディアを介1て 親
せき・友人と括す

法 事 ・PTA・ 集 会 ・会 合 等 に

出 る

直接あるいはメディアを介Lて 法
事 ・PTA・ 集会 ・会合専任出る 金鳥 ・打ち合せ復する 1舟筏あるいnメ デ`ア を介して会

議・打ち合せをする

自宅学習をする 直接あるいはメディアを介してr1
宅学習する 学校教n丘 受ける

面接あるいnメ ディアを介して学
校教σを受ける 次数をする 直接あるいはメディアを介して炭

殻をする

電躇でぱす
AudioVi.ualな 形 で雀 払 で 話

す
学校外教nを 受ける `'|揺あるいHメ ディアを介して学

校外教育を受ける 栢膝をする 1'r接あるいHメ ディアを介して縛
絞をする

手紙を統む・禽く
ハードコピーや静晶出の形で予紙

を読む・爵(
スポーツ見物 ・鉱質をする `rl招 あ るいrtメ デ'ア を 介 し て ス

ポ ー ツ 見物 ・繕 賀 をす る
手紙¶文爵を統む

ハードコピーや静1}・両の形で手紙
や真打情報を読む

レ コ ー ド ・テ ー プ を 聞 く
AudioV‥ 凹1な 彫 で レ コ ー ド
・テ ー プ を聞 《 電 λJlで占llす

AudioVi8uolな 形 で宙 吊 で 晶

す
手紙や文書を検印{する

ハードコピーや静1ト画の形て手紙
や文面情報を検索する

ラジオを聞く ラジオを聞( レ コ ー ド ・テ ー プ を 聞 く
AudioVisualな 形 で レ コ ー ド

テ ー プ を.聞く
手紙や文町を幣月ト 保管する

ハードコピーや静止画の形で手紙
や文占情報を啓開 ・保管する

テレビを見る ソフトコピーの形てテレビを見る ラジオを聞く ラ ジ オ を聞(

「「一.一 ・一『w

手紙や文虚を作成 ・田喚'ナる
八一ドコピ～や静《ト画の形で手紙
や文書情報を作成 ・編集する

新聞を疏む
'、一 ト「コ ピー や 静`} .由の 形 で 新 聞

情 報 を統 む

」

テレビを見る ソフトコピーの形でテレビを見る 手紙や文書を複7戻する
ハードコピーや静IL画の形で手紙
や文面占柑を複写する

雑誌・書籍を読む
ハ ー ト'コピー や ソ フ トコ ピー の 形

で 雑 誌 ・ 禽籟 情 報 を疏 む
新聞を娩む

ハードコピーや静`1.誇の形で新聞

情柑を齪む
.手紙や文刊を配布 ・発送する ハードコ〆一や静〔}.画の形で手紙

や文爵情報を配布 ・発送する

雑説・禽節を餓む
ハ ー ト'コピ ーや ソ フ トコ ピ ー の 形

で 緒 ∪ ・鳶和 酋田 を績 む'
電話で品す AudioVi聾`1な 形 で電 話 で 結

す

,

9

新聞含読む
ハードコピーや静rL白の形で新聞
情報を齪む

悼丘 ・β節を読む
ハ ー ト'コピー や ソ フ トコ ピ ー の 形

で雑 証 ・貞 籟 情 報 を鏡 む
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今 後 の情 報 化 社 会 、 情 報 メデ ィア を考 え る一 つ の 足 が か りを作 りたい と思 う。

図表2-11は 、 人 間 の情 報 行動 と して、 家 庭 、職 場 、家 庭 ・職 場 以 外 の3

つの 場 面 で現 状 情 報 行 動 と発展 情 報行 動 の対 比 を示 して お り、 これ は 、 今 後

の情 報 化社 会 の イ メ ー ジを作 るのに 多 少 な り と も役 立 つ と思 われ る 。

図 表2-12は 、 消 費者 意 識 の変 化 と新 しい生 活 情報 ニ ーズ の 関係 を示 し

た もの で あ るが 、 図表2-11に お け る家 庭 の情 報 行動 の今後 の 方向 性 を考

え るに は参 考 に な ろ う。

(図 表2-12)消 費 者意 識 の変 化 と新 しい 生活 情 報 ニー ズ

社会 ・経済的諸条件の変化 生 活 条 件 の 変 化 新 し い生 活 テ ー マ

;:騒騒誓慾 繋.
問題 の深刻化

3.消 費者運動と住民運動の拡

大 と定着

4,継 続的な物価上昇

(世 界的なインフレーショ
ン傾向)

5.人 口構成の変化

(高 齢化 と戦後生れ人 口の
増大)

6.国 際交流の進展 と地球社会

化状況
7,テ レ・コミュニケーシ ∋ン

技術の一そ うの進展
8.女 性の労働人口増大 と社会

進出
9.地 域社会の役割増大 と地域

文化の強調

新 しい 情 報 ニ ー ズ

① 所得の伸びの鈍化

② 高貯蓄率の持続

③ 一応の物的充足¢達成

④ 自由時間の増大

⑤ 中流意識の増大

生 活 の 質 的 向 上 ,

新しいタイプの生活情報

一 A.生 活基盤の確立

①安心と安全の追求

一

/
(カ タログ、 タウン情 報誌

etc.)

(不 安とリスクの解消)

②"省"志 向
生 生 乃

⇒
B.新 しい豊かさの演出

③ 自己志向 と個性表現 ⇒

浩 浩

ノ 情

ウ 報

7

④新 しいふれ合い とコミュ
ノ 、

ニケーション

⑤生活演出と新 しい生活場

ウ

一
面の創造

一 検 索 型

新メデ ィア
新 しい生活文 化の形成

(2)日 本 的情 報 化 社 会

戦 後 、 日本 は高 度 経 済 成 長 を経 て 、 先進 国 の一 国 とな り国 際 社会 にお い て

も、 応 分 の責 任 を果 たす こ とが諸 外 国 か ら要 請 され て きて い る。昔 で あれ ば

海外 に 目 を向 け て 、追 いつ き追 い越 せ で 、遮 二 無二 、働 きバチ に徹 して や っ

てい れ ば よか った 。 しか しなが ら、 交通 、 通 信 、 貿 易 等 が発 達 した今 日、 世

界 は非 常 に近 い もの とな って お り、 また 日本 と して 、 自分 の利 益 の み を追 求

す る こ とは許 され な くな りつ つ あ る 。 こ う した 中 で、 産業 面 では 日本 的 経営

な る もの が、 外国 か ら高 い評 価 を受 け 、 最 先端 技術 分 野 で も世 界 を リー ドす
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る よ うな もの が 出 て きた 。 ア ル ヴ ィン ・ トフ ラーの 「第3の 波」 の 中に お い

て も 日本 の紹 介 が 所 々出 てい る 。 この よ うな状 況 か ら、情 報 化 社 会 の と らえ

方 、 位 置 づ け を行 う際 に、 日本 独 自の、 また 日本 らしい情 報 化 社 会 とは?と

い う問 い か け が あ って も良 いの で は な いだ ろ うか 。 この 問 いか け を我 々が 自

か ら 自分 に 問 うた場合 、 外 国 人 に 対 して、 日本 の情 報 化社 会 は か くの如 き特

徴 が あ る と言え る もの が あ るで あろ うか 。我 々は こ う した 問題 意 識 の も とに、

今 後 の 情 報 化社 会 を考 え、 自か らの手 で創 り出 してい く必要 が あ るの で は な

い だ ろ うか 。 この 問 い に対 す る解 答 は、 時代 の流 れ 、経 過 に任せ るこ と と し

て 、 こ こで は、 考 え る一 つ の材 料 を提 供 して み た い 。

現 在 の 日本 を考 え た場 合 、様 々な切 り口が あ る と思 うが 、 入 間 を世 代 で と

らえ た 時、 大 き く分け て、① 明治 生 まれ 、② 大 正 生 まれ 、③ 昭 和戦 前生 まれ 、

④ 戦 後生 まれ 、 と4つ に分 け られ る 。細 か く分け る と、 昭 和1ケ タ世 代 や 団

塊 の世 代 、 東 京 オ リン ピ ック を知 らない世 代 等 々、 い ろい ろあ るが 、 と りあ

え ず 、4つ を区 分 して 考 え る 。そ うす る と、 どの 時 代 もそ うで あ ったの か も

しれ な いが 、 明 治生 まれ と戦 後 生 まれ で は、 同 じ 日本人 で あ って も、 また 同

じ 日本語 を使 う民族 で あ って も、"コ ミュニ ケ ー シ ョン"が ほ とん ど成 立 し

な い状 況 に まで至 って い る と思 わ れ る。そ の 理 由 は、時 代 背 景が 異 な るの は

もち ろん で あ るが、 根 本 的 に考 え 方 の相 違 が あ り、会 話 を して もス レ違 い が

生 じてい る こ とに原 因 が あ る の では ないか 。

こ の よ うな状 況 は、 世代 間 だけ で な く、 学 校 、 近所 付 き合 い、 家 庭 な ど あ

らゆ る場 面 で生 じて い る こ とで あ る 。ただ 、 企 業 の 中で は 細か い点 では 多 少

の ズ レ、 ギ ャ ッ プが あ って も、 大 勢 と しては 、 コ ミュニ ケー シ ョンが成 立 し

てお り、 日本的 経 営 と して、 外 国 か らもそ の一 体感 、 団 結 力等 が 評 価 され て

い る よ うに 考え られ る。

情 報 化社 会 とは 、 物 や金 で な く、 「情 報 」 を媒介 と して よ リ コ ミュ ニ ケー

シ ョンが 活性 化 す る社会 と と らえ て み よ う。 そ うす る と、 人間 関 係 が極 め て 、

重 要 な要 素 となる 社会 で あ る と も考 え られ よ う。

図表2-13は 、 人間 関 係 を図 に示 した もの で あ るが、 人 間 と して 生 まれ
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た以 上 、 多 少 の差 は あれ、 こ(図 表2-13)自 分 を核 と した人 間 関係

う した 人間 関 係 か ら逃 れ る こ

親とは不 可能 で あ る
。 ど うせ 、

先生(師)上 司

=元 ⊇ 墓竺、 ＼/
陽気にできるよう努力をした 端 ⑤ 兄・姉

ズ:二;麗㌫ 二:;/＼_
を活 用す るこ とが 情報 化 社会

子

に生 き る我 々に と って、 ふ さ

(上 記以外の人間関係)地 域、親戚、友人等
わ しい 生 き方 では ない で あろ

ラか ・

今 後 の 情報 化 社 会 の 方 向性 は、 文 明か ら文 化 へ、 ハー ドウ ェアか らソ フ ト

ウェ アへ 、物 か ら情 報へ 、 とそ れぞ れ 価 値 観 が 変わ って い くと も考 え る こ と

が で き、 従来 の 「知 恵、 頭 の 良さ」 よ りも 「叡 智 」(生 活 に根 ざ した もの 、

た とえ ば 生 活の 知 恵 的 な もの)が 必 要 とされ るの で は ない か 。 ま た、 日本 的

情 報 化 社会 とは、 端 的 に言 え ば 「情 の社 会 」 とな る と も考 え られ るの で は な

いか 。す なわ ち、 コ ミュニ ケー シ ョン を活 性 化 させ よ うとす れ ば す るほ ど、

入 間 関 係 に潤 滑 油 的 な ものが 必 要 とな り、そ の 場合 、 日本 で は、 知 識 、技 能

よ り も人 間 味(あ たた か さ、 陽 気 さ 、 品性 、 親 しみ やす さ等 々)が 優 先 す る

社会 が 伝 統 的 で あ り、 どん なに 文 明、 技 術 が発 達 して も、 社会 の根 底 に 流 れ

る もの は、 こ う した人 情 の機 微 で あ り、 今 は 忘れ られ つつ あ るが 、 ま た、 元

へ 戻 る(決 して逆 戻 りで な く、 進 歩 の 結 果 、結 果 と して元 に還 る とい う もの)

の で あ ろ う。それ を 日本 的情 報化 社 会=「 情 の社 会 」 と規 定 して ゆ きたい と

考 え る 。
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国 際化 社 会 と情 報 ニ ー ズ
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第5章 国 際 化 社 会 と 情 報 ニ ー ズ ・

日本 が 情 報 化 社 会 を迎 え る とい うこ とは、・世 界が 情 報化 社会 を迎 え た こ と とい

え る。 日本 が 日本 的情 報 化 社会 を 目指 した と して も、 それ は世 界各 国 との 関 係 の

中に あ ってぺ は じめ て成 立す る もの で あ る。 世 界の 国 々 と情 報 を伝 え あ う関係 を

作 るに は、 お 互 い に知 りた い こ と、伝 え たい こ ど を知 るのが 先 決 問題 で ある。

しか らば 、 世 界 の 各国 は 日本 との 関 係 の 中 に あ って どの よ うな こ と を知 りた が

って い るの だ ろ うか。 我 々は、 オ ース トラ リア、 中国 、ECの 例 を と りあげ て 、

そ の情 報 ニ ー ズに つ い ての 調査 を行 った。・
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ろ 一1オ ース トラ リア と の情報 ニ ー ズ

(1)現 在 の 日豪 関係 の 問題 点

最 近の 宇 宙 通 信 、 デ ー タ通信 、 有線 テ レ ビな どの新 しい情 報 メデ ィアの 発

達 は 、 産業 の み な らず、 家庭 か ら国 際 関係 に 至 る まで 、社 会 の 隅 々 ま で重 大

な影 響 を及 ぼ してい る。

日本 の 対 外 関係 は 、今 まで、 経 済 関係 に 余 りに も強 く片寄 って お り、 と く

に 日豪 関 係 に お いて は この 傾 向 が著 しか った。 しか し、 国際環 境 を与 件 と し

て経 済 活 動 に専 念 で きた時 代 は 過去 の もの と な り、 今 や、 積極 的 な人 的、 文

化 的 交 流 を展 開 しなけ れば な らない情 勢 とな った。

今 日の 日米 貿 易摩 擦 の激 化 の 一 因 は、 相 互 に、 相 手 の国 民 の 嗜好 、 市場 の

動 向、 取 引 きの 方法 等 につ い て の 認識 が不 足 して い る と ころに ある と思 わ れ

る。

日豪 関 係 に お い て も、1972年 の鉄 鉱 石 の カ ッ トバ ック問題 、1973

年の 牛 肉紛 争 、1977年 の 砂 糖 紛 争 な ど、1970年 代の 貿 易 問 題 は、 相

互 の 契 約 概 念 の 違 い、 す なわ ち、 豪 州側 は契 約 に対 して厳 格 で あ り、 日本 側

は ル ー ズで あ る、 とい った、 契 約 の 社 会 的背 景 に対 す る認 識 の 食 い 違 いに 基

づ い てお り、 また、 今 日では 、 豪 州 に 進 出 した 日本 企 業 に おい て 、 日本語 の

話 せ るオ ー ス トラ リア人 が雇 用 され ない こ とな ど、 相 互理 解 が 進 め ば摩 擦 が

回避 で きる と思 われ る問題 が 多 く発 生 して い る。

この よ うに、 日豪 関係 を始 め と して、 押 し寄 せ る国 際 化 の波 の 中 で、無 意

味 な摩 擦 を 回避 す るた めに は、 か っての 貿 易 中心 の時 代 に は小 数 の トップの

相互 理 解 で十 分 で あ ったか も しれ な いが 、 今 日の よ うに、 海 外 直接 投 資に よ

る現地 での 生 産 、 マ ネ ジ メ ン トが 広 く行 なわ れ る時代 には、 市 民 レベ ルに お

け る人 的、 文 化 的 交流 に よる相互 理 解 を促 進 す る こ とが 必 要 で あ る。

(2)日 豪 間の 情 報 メデ ィア と問題 点

① 日豪 間 の コ ミュニ ケ ー シ ・ンギ ヤ ツプ

現 在 の 日豪 関係 は、 経 済 的 関 係 が 強 く、 文化 的 交 流が 遅 れ て い る とい う
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ことは 常 に 指摘 され る事 実 であ るが 、SASが 行 った 調 査 に よる と、 両 国

民 が お互 い に 自分 の 何 を知 って欲 しい か とい う点 に'関 して 、 オ ー ス トラ リ

ア人 は 、 「個 人 的 な意 思伝 達 の 気軽 さ 」、 「 ビジネ ス分 野 で の 仕 事の や り

方 の違 い 」、 「仕 事 と レク リエー シ ョンの両 立 」、 「文 化 的 背 景 の相 違 」

な ど、 日本 人 は 、 「日本 株 式 会 社 に代表 され る、 エ コ ノ ミ ックア ニ マル と

い う片寄 った理 解 で は な く、 日本 人 ら しさ、 生 身 の 日本 、 日本 人 の一 般 市

民 と して の生 活 」な ど、 文 化 的側 面 の理 解 の 必 要性 を あげ る声 が 高 ま って

きた こ とが うか が わ れ る。

しか し、 こ こで興 味深 い点 は、 オー ス トラ リア人 、 日本 人 と もに、 相 手

の 文化 や 国民 性 を知 り、 理 解 しよ うとい う関 心 は 一致 してい なが らも、 そ

こへ の ア プ ロー チ の 仕方 が 全 く異 な り、 オ ース トラ リア入 は、"個 人"を

通 して 理解 し よ うとす るの に 対 して、 日本 人 はt'イ メー ジ"や 、漠 然 と し

た"全 体 と した 国 民 性"か ら理解 し よ うと して い るこ とで あ る。 この よ う

に、表 面 的 には 同 じ よ うに見 うけ られ る現象 で あ って も、 そ の プ ロセ スは 、

国民性 の違 い に よ って全 く異 な る場 合 が あ るの で あ る。

さ らに、 今 後 、 人 的 、文 化 的 交 流 を促 進 させ るた めの 方 策 を問 うた と こ

ろ、 日豪双 方 と も、 テ レ ビ放 送 な どの マス ・メデ ィア を利 用 した 交 流が 即

効 的 な手段 で あ る こ と を指 摘 して お り、 他 に、 技術 交 流 、 共 同 研 究 、航 空

運 賃 の低 減、 留学 生 の 受け 入れ 、姉 妹 校 を作 る こ とな ど も指 摘 され た。

この よ うに、 文 化 交 流 の手 段 と して、 テ レ ビ放 送 な どの マス ・メデ ィアの

の利 用 が提 案 され て お り、 現 実 に も、 両 国 民が 相 手 を理 解 す る手 段 と して、

マ ス ・メデ ィアの 果 して い る役 割 は大 きい と思 わ れ る。

② 日本 人 の情 報 メデ ィア

日本 人が オ ー ス トラ リア を知 る メデ ィアの1つ と して、 テ レ ビ放 送 は、

ニ ュー ス 、現 地 リポー ト的 な もの が 多 く、 貿易 問 題、 オ ー ス トラ リアの 自

然 の 広 大 さ、 生 産 性 の 高 い農 業 の 実態 、 豊富 な天 然 資源 、 グ レー トバ リア

リー フな どの観 光 地 につ い ては よ く取 り上げ られ るが、 オ ー ス トラ リア の

政 治 体 制 、 労使 関係 、 オ ー ス トラ リア人 の価 値 観 に関す る もの は 少 な く、
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「オ ー ス トラ リア は 自然 と資源 に恵 まれ た豊 か な国 」とい う画 一 的 イ メー

ジが 自然 と形 成 さ れ て い るの で は ない か と思 わ れ る。

書 籍 に つ いて は 、 オ ー ス トラ リアの 概 要 、経 済事 情 、 歴 史 、 日豪 の 価値

観 の 比 較 な ど、 バ ラエ テ ィーに 富 ん でお り、片寄 りの な いオ ー ル ラ ウン ド

な情 報 を提 供 して い るが、 読 む の に 時 間が かか るた め、 一 般 国 民 の オ ース

トラ リア に対す る イ メー ジを形 成 す るには 至 って い な い よ うで あ る。 新 聞

に づ いて は 、大 部 分 が経 済 問題 を扱 った記 事 で あ る。

映 画 、 文 学 に 関 しては 、豪 州 とコ ン タク トの あ る人 で もあ ま りな じみ が

な く、 映 画 で は 「マ ッ ドマ ジク ス 」、 「わ が 青春 の 輝 き 」、 日豪 合 作 の

「南 十字 星 」、 文 学 では 、 オ ー ス トラ リアの歴 史 が 国 民 性 に与 え た影 響 を

測 り知 る こ との で きる、 サ ヴ ィア ・ハ ーバ ー トの 「か わ い そ うな私 の 国 」、

バ トリ㌧ ク ・ホ ワ イ トの 「ヴ ィスー オー ス トラ リァ探 険 家 の物 語 一 」な ど

が、 ご く最 近注 目を浴 び る よ うに な らた。

人 的 交 流 につ い て は こ近 年 、 豪 州へ の 渡航 者 数 は 急激 に伸 び て い るが 、

豪 州か らの 渡航 者 は 余 り伸 びて お らず 、(図3-1)、 また、観光 客 の交 流

で み て も、 貿 易 関係 め 比 重の 大 きさ と比 べ て 不活 発 で ある。(図3-2)こ

こで注 目され る こ とは 、 豪 州 とイ ギ リスの 経 済 関係 が 薄 れ て きてい るの に

もか か わ らず{'観 光 客 の 数 で み る 限 り、 豪 州 とイギ リスの関 係は親 密であ り、

人 々の文 化 的 関 係 が経 済 関 係 な ど急 激 には 変 化 しな い こ とが うかが わ れ る。

また、1980年 か ら発 足 した ワー キ ング ・ホ リデー の 制 度 も、 青 少年

を 中心 と した相互 理 解 を促 進 させ る もの で あ る。(図3-3)

人 的 交 流 は、 他 の 方 法 と比べ て、 コミ ュニ ケー シ ニンの 密 度 が 高 く、 相

互 理 解 を促 進 させ る上 で きわ めて 有効 な方法 で あ るが、 金 と時 間が か か る

¢}が問題 点 で あ る。 日本 か ら豪 州 を訪 問す る の に も豪 日交 流 基金 の 世話 に

姦 ってい る状態 で あ り、 今 後、 日本 側 の交 流 基金 の 設 立 が 望 まれ る と ころ

で あ る。
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(1)渡 航 者数

31,526人 ⊂i垂〉繊

イ31,。54人(㊥

28,158人

22,579人

23,985人

30,703人

唾 至)遮 ⇒

⑭
⑭

`

29,276人

L出 所灘 省人護局資料

遍)53,699人
、

② 滞在者数
出所:オ ース トラリア統 計 局 資料

在 日オース トラリア人1,183人(1981年6月 現在)

出所:外 務 省 資料

在 オ ース トラリア日本5,793人(1981年10月 現在)

(図3-1)

(a)日 本 の 輸 入相 手先

1964

1971

ア メ リ カ

29.4
そ の 他

il
、[

豪
額

ア メ リカ

25.3
そ の 他

ノ
/

'

'

'
'

1978
豪

50

ア メ リ カ

175
そ の 他

1964

1971

豪3.3
(b)日 本 へ の観 光客

1978

ア メ リカ

54.2
そ の 他

'
//

3.9/

豪 ア㌶ カ そ の 他
'

/

1//

134
!

!
/

/

ア メ リ カ

287
そ の 他
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(c)オ ース トラ リア の輸入 相 手先

19646 .8

ア メ リカ

22.9

イ ギ リス

27.8
そ の 他

1971

1978

1964

1971

1978

、
、 、 、
＼ ＼ 、

＼ ＼ 、
＼ ＼

日本

15.8

ア メ リ カ

22.1

イ ギ リス

21.9
そ の 他

1＼ ＼/
日本

19.3

ア メ リカ

224

イギリス

113
そ の 他

(d)オ ー ス トラ リア へ の観 光 客 ,

「 日本1.5
ワ

アメ リカ

12.7

イギ リス

13.0
そ の 他

il,本、＼ ＼ 、
＼ ＼

ア メ リ カ

21.4

イギリス

11.4
そ の 他

/ノ

!////
ノ!

アメリカ イギリス

11,812.6
そ の 他

亡
日本2.3

資料:「 国 際統 計 要 覧 」総理 府

(図3-2)
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[==コ 日本人に対するオース トラリア側発給件数

〔=コ オース トラリア人に対する日本側発給件数

:魎

1,403件

人////x
980年 /
12月

～

982年

5月

累 計

363件

(図3-3)ワ ー キ ン グ ・ ホ リ デ ー 査 証 発 給 件 数

③ オ ー ス トラ リア人 の 情 報 メデ ィア

オー ス トラ リア人 が 日本 を理 解 す る メデ ィア と して は 、 グ リフ ィス大 学

豪 州 ア ジ ア関係 研 究 セ ンター が、 経 済 ・マ ス コ ミ界の トップ リー ダ ーに 対

して行 った調整 よると・対 日誠 の源 泉と して重要 な ものは・経済人は

個 人 的 接 触 が75%と 圧 倒 的 に 多 く、 次 い で新 聞 と して お り、TV、 ラ ジ

オ は一 過 性 の もの と して劣 る と評価 して い る。

また 、 マス コ ミ入 は 、新 聞 を トソプに、 次 い で個 人 的 接 触 、TVを 最 低

に ラ ンク して い るが 、 世論 に対 す る影 響 力 とい う点で はTVを トップ に ラ

ンク して い る。

さ らに、 彼 らの 日本 に対 す るイ メー ジは、 個 人 的 接 触 や 新 聞か ら得 られ

た もの で あ る に もか か わ らず 、集 団志 向型 、 効率 的、 形 式 的 で 礼儀 正 しい

社会 、.と い う よ うに 、 ス テ レオ タイ プ化 さ れ た もの であ る。

日本 か ら豪 州 へ の 直 接投 資は 、1980年 に 、 海外 投 資総 累 計 の5.5%

を 占め、 ア メ リカ、 イ ン ドネ シア な どに次 ぐ第5位 と な ってtoり 、 資源 確

保 を 目的 と した 一 般 炭 な どの資 源 開発 部 門 が 中 心 で あ る が、 市 場 確 保 と開
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拓 を 目的 と した ア ル ミな どの 加 工型 産 業 や 自動 車 な どの 製 造 業へ の進 出 も

増 加 してお り、 市場 調 査 や労 務 管理 等 を通 じて現地 の 人 々 と交 わ る機 会 も

増 加 す るで あろ う。

これ らの 活 動 を容 易 にす るた め に も、 市 民 レベル に お け る交 流 の 拡大 が

必要 であ り、 テ レ ビな どマ ス ・メデ ィア に よる画 一 化 、 ス テ レオ タ イ プ化

され た イ メー ジの 定 着 とい う弊 害 を克服 す るた め に も、 ニ ュー メデ ィア の

発 展が期 待 され る と こ ろで あ る。

(3)国 際社 会 に お け るニ ュー メデ ィア の役 割

① ニ ュー メ デ ィア の影 響

従 来の マ ス ・メデ ィア には 、 同 質 的、 画 一 的性 格 が 強 か ったが 、 今後 の

発展 が期 待 され る ニ ュー メデ ィアは 、 多様 化 した マ イ ナー な人 々を対 象 と

す る と同 時 に、 政 治 的 な国境 を超 え た コス モポ リタ ンな性格 を持 つ と こ ろ

が特 徴 的 で あ る。

国 際化 社 会 に おけ る ニ ュー メデ ィアの役 割 は 、 デ ー タベ ー スサ ー ビス を

軸 と した 情 報 の 相互 交 流 に よる国 際協 力の推 進 、 過 密地 域 と過 疎地 域 の情

報格 差 の 克 服 、 と くに、LDC諸 国 の情 報へ の ア ク セ シ ビ リテ ィー を高 め

る こ とに よる国 際 協 力の 推進 な どで あ る。

と りわけ 、 日豪 関 係 を中心 とす る環 太平 洋地 域 に おい ては 、地 域 の 地 理

的 広 大 さ、 さ ま ざま な発 展 段 階 に あ る国 々に よって構 成 され て い るとい う

社 会 的 多様 性 とい う性 質 に よ り、 通 信衛 星 に よって 距離 の 障 壁 を克 服 す る

こ と とと もに 、種 々の メデ ィア を駆 使 した 多様 な コ ミュニ ケ ー シ ョンの 進

展 を図 る こ とが 重 要 で あ る。

二=・一 メデ ィアの1つ で あ る双 方 向 テ レ ビに よる コ ミ ュニ ケ ー シ ョ ンが

普 及 す ると、 ビ ジネス上 の会 議の た め に わ ざわ ざ相手 国 まで 出張 す る必 要

が な くな り、 ビ ジネス ライク な人 的 交 流は 抑 制 され る が、 貴 重 な時 間 と労

力の 節 約 と なる。 反 対 に、 そ の 分 だけ 、 国境 を越 え て、 家庭 と家庭 、 姉 妹

都 市、SASな どの 社 会 的 グル ー プ同 志 が 直接 コ ミ ュニケ ー シ ョンで き る
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よ うに な り、 そ の結 果 、 相互 の 相手 国 に対 す る興 味が か きた て られ 、 観 光

と して の人 的 交 流 は活 性 化 す る と考 え られ る。

また、 テ レ ビ利 用の コ ミ ュニケ ー シ ョンに は、 言葉 の 壁 や、 統 計 デ ー タ

な どの複 雑 な情 報 のや り取 りに 適 さ な い とい う性質が あ る ため、 フ ァク シ

ミ リが この 分 野 を補完 し、 例 え ば 、 日豪 の 各 グル ー プが 今 後 の 日豪 関係 に

つい て の 問題 を討 議 してい る間 に 、双 方 の 詳 細 な経済 統 計 が 必要 とな った

よ うな時 に、 す ぐデ ー タ を送 って討 議 を 円滑 に 進 ませ る と い う よ うな フ ァ

ク シ ミ リの利 用 が考 え られ る。

電話ダイヤルアクセス
利用者端末

鎖 難
専用線

(加入者アクセス)

利用者端末

ホス トコンピューター

(デ ータベース)

ジ蓑原
国 是1

WUI

占

ホス トコン ピュータ

嬬 ㌻ ネット(デLタ や ス)
デ4・ ト 国

ホス トコンピュータ

(デ ータベース)

ホス トコンピュータ ホス トコンピュータ

(デ ータベース)(デ ータベース)

(図3-4)

以上 の よ うな、 通 信 衛 星 と双 方 向 テ レ ビ、 フ ァク シ ミ リを用 い た 同 時 的

コ ミュニ ケ ー シ ョンは 、 と くに 日豪 間 に時 差 が ほ とん ど ない た め 、 相 手 の

生 活 リズ ム を余 り気 に か け る こ とな く利 用 で き、情 報の 交 流 に 有 用 で あ る

と思 われ る。

ビデ オ テー プ レ コー ダー を使 った教 育 テ レ ビ番組 に よる 国際 理 解 の 増 進
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策 も研究 されて剖 ・ 晴 間で行 なわれた研裾炉 よると・ クイー ンズ ラン

ド州 ブ リスベ ー ン市の 初 等教 育段 階 の 生徒 た ち に、NHKが 作 成 した教 育

番 組 「テ レ ビの 旅 」、 「新 日本 地 図 」シ リー ズの うち、 古 い 日本 と新 しい

日本 が 交 錯 してい る場 面 を描 い た 「酪農 の基 地 一 別 海 」、 「変 わ りゆ く養

殖 漁業 一 高 知 」、 「宇 治 茶 の里 」、 「飛鳥 の里 」、 「白壁 の 町一 倉 敷 」の

計5本 の ビデ オ を視 聴 させ た後 、 事 後 テ ス トを実 施 す る と、彼 らの 日本 に

対 す る理 解 の 度 合 が著 し く良 くな った とい う報 告 が な され て お り、 ビデ オ

利 用 の ミニ コ ミュニ ケ ー シ ョンに よる相互 理 解 の 一 端 が示 され て い る。 た

だ し、 著 作 権 そ の他 表 現 上の 理 由 な どで研 究 目的 以 外 には 利 用 で き ない と

の ことで あ り、 法制 面 での解 決 が 図 られ な けれ ば な らない 問題 で あ る。

② 創 造 力 あ る マル チ社 会 を 目 ざ して

以 上 の よ うに 、 ニ ュー メデ ィアの 発 展 は 、 日豪間 の 市民 レベ ル での 交 流

を一 層 促 進 させ るの に有 用 で あ るが 、 ニ ュー メデ ィア を 円滑 に導 入、利 用

す る上 で 克 服 す べ き問題 が あ る。

オ ー ス トラ リアは、 多民族 社 会 、 多 元 文 化 社会 で あ り、 ニ ュー メデ ィア

に適 応 しや す い 側 面 を持 って い る。

1970年 代 後半 か ら、移 民 の うち3分Q1以 上 が ア ジア、 中近 東 か ら

の非 ヨー ロ ッパ系 の移 民 で 占め られ る よ うに な り、 ア ン グ ロオ ー ス トラ リ

ア ンは か ってほ どの圧 倒 的 な シ ェア を 占め る こ とは で きな くな った。 そ の

た め、 シ ドニ ー と メ ンボル ンでは 、 テ レ ビの5チ ャンネ ルの うち1チ ャン

ネ ル は、 「マ ルチ ・カルチ ュラル ・テ レ ビジ ョン 」で 世 界各 国 の番 組 を原

語 で放 映 して お り、 少数 民族 向 け にはSBS(特 別 放 送 サ ー ビス)が 多言

語 放 送 を実 施 して い る。

教 育 分 野 で も、 教 科書 は 学校 ご とに独 自の テ キ ス トが採 用 され て お り、

ス ポー ツに して も州 に よ って 人 気 の あ る種 目が異 な って い る とい う状 況 で

あ る。

統計 に よ ってみ て も、 テ レ ビ、 ラ ジオ、 映 画 な どの 視聴 覚 に訴 え る情 報

メデ ィア は 日本 以 上 に 普及 してい る。(図3-5)
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この よ うな多元 的 社 会 で あ りなが ら、今 ま での 豪 州 の発 展 は、 農 業 を除

い ては 、 天 然 資源 の 輸 出に大 き く依 存 して い た が ゆえ に、 豪 州社 会 は 産 業

社会 と して の バ イ タ リテ ィー を欠い て お り、 ニ ュー メデ ィア を積極 的 に活

用す るため に も、 加工 型 産 業 育 成が 要 求 され るで あ ろ う。

一 方、 日本 の 社 会 は、 産 業 社 会 と しての ダ イナ ミズ ムに あふ れ て は い る

が 、 ま だ単 一 民 族 同質 性 社 会 か ら脱 脚 して お らず、 ま た、SASで 招 請 し

たオース トラ け 人が、その体験轟 、 「労働時間 も長い し、鉄道の効率

性 に もか か わ らず 、 実 質 的 に は通 勤 時 間 も長 い。 そ れ故 に、 社会 的 な時 間

は 自 ら少 な くな る。 人 口密 に もか か わ らず 、 個人 の 仕 事以 外 の 分野 で、 社

会 的交 流 や 知 的 な相 互 作 用(刺 激)に 使 わ れ る時 間 が 制 限 され るた め に、

見 合 い結 婚 とい うよ うな社 会 的 慣 習が 今 だ に 勢 い を得 て い るの は 、実 に パ

ラ ドック ス で あ る。 」と、 日本 社会 の特 質 を適確 に指 摘 した よ うに 、 社会

的活 動 に使 用 で きる時 間 も不 足 して い る。

しか しなが ら、 社 会 の 片 隅 では 、 市 民 レベ ル まで及 ん だ 情報 化 社 会 に 向

け ての 胎 動 が 始 ま って い る。

生活 関連 の 情 報量 は 経 済 情 報 と同様 に急 速 に増 加 して お り(図3-6)、

人 々の余 暇 利 用 をみ て も、 若 年 層 ほ ど余 暇 を活 用 して お り、 そ の 内容 も、

快 楽 追求 の 他 に、 人 的交 流 、 知 識 や教 養 の 向 一ヒ、仕 事 の 能 率の 向上 とい っ

た 目的 指 向型 が 多 く(図3-7)、 来 たるべ き高 度情 報 化 社 会 に 向け て の 適

応 力の 高 い 人 々が形 成 さ れ て きてい る こ とが うか が われ る。

日本 の 社 会 に ニ ュー メデ ィア を迅 速 に普 及 、 定着 させ るた めに は、 情 報

産 業の 発 展 ・社 会の 情 報 化 → 生 産性 の 向上 → 労働 時間 の短 縮 → 多 様 な情 報

需 要 の 発生 → 情 報産 業 の 発 展 ・社会 の情 報化、 とい う循環 的発 展 経 路 に 社

会 を乗せ る こ とが 必 要 で あ り、 政策 的 に も重 要 視 すべ きで あ る。

以 上 で 述 べ て きた よ うな さ ま ざま な障 害 を 日豪 両 国 が乗 り越 え、 ニ ュー

メデ ィア を核 と した 日豪 関 係 の新 展 開が 達 成 され る な らば、 そ れ は 国 際化

時 代 にお け る 日本の 新 しい 精 神 的 開 国 の第 一 歩 とな るで あ ろ う。

しか る後 に は 、"劇 場 国 家 日本"か ら"シ ナ リオ ライ ター 日本"へ と転
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身 し、 情 報 先 進 国 と して、 世 界 の リー ダ ー とな る こ と も夢 で は な い。
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5-2中 国 と の情 報 ニ ーズ

(1)は じめ に

本稿 の 目的 は 、SAS友 好訪 中団 の 訪 中経 験 を通 じて、 中国 に おけ る情 報

ニ ー ズの 緊要 性 に つい て そ の程 度 と範 囲 に つい て考 察 して み る こ とで あ る。

とは いえ 、 中国 滞在 中に 情 報 ニ ーズ に関 す る特 別 の 調査 を実 施 したわ け では

な い。1982年10月 の 第3次 友 好 訪 中 団の 主 目的は まず 第1に 日中の 交

流 を深 め る ことで あ り、 第2に 日本 か ら中 国へ の 技 術移 転 に関 して政 府 関係

機 関、 個 別 企 業 か ら直 に ヒア リング を行 うこと で あ り、 そ して 第3に 何 とい

って も貧欲 に 中国 の社 会 生 活 をあ るが ま ま に見 る こ とで あ った。 したが って 、

本稿 に おけ る考 察 も情 報 ニー ズ につ いて の真 正 面 か らの 取 り組 み とい う よ り

は、 素 人が 見 た 直観 と見 聞 に よる 「中国情 報 ニ ーズ 論 」と な らざ るを え ない。

と ころ で、 情 報 ニ ーズ を と らえ よ うとす る場 合 に困難 と な る こ とは、 情 報

ニ ー ズは そ の ま ま では 直 接 に把 握 で きな い こ と で あ る。 情 報 ニー ズ を正 確 に

と らえ るた め に は、 そ の た め、 適 確 な代理 指 標 か 分 析枠 組 み が 準備 され ね ば

な らない。 幸 い、(財)電 気通 信 総 合研 究所 が1980年 に情 報行 動 に 関す

る デ ル フ ァイ調査 を実 施 して お り、 そ の 中 でほ ぼ 次 の よ うな枠 組 み を提 示 し

て い る!'〉まず 情 報 ニ ーズ は 充 足 され てら る もの とそ うで な い もの に 肘 られ

情報 ニ ーズ
・充 足 され て

い る ニーズ

・未 充 足 の ニ

ーズ

社 会

環 境

, →
情 報

行 動

/
＼

直 接 型

メデ ィア接 触 型

(マ ス メデ ィア お よび
パ ー ソナ ル メデ ィア)

よ う。 情 報 ニ ー ズは 情 報 行動 を規 定 し、逆 に情 報 ニー ズは 社 会環 境 に 規 定 さ

れ て い る。 そ こで、 情 報 ニー ズ を把 握 す るには 、 社 会環 境 と情 報 行 動 の 双 方

を探 らね ば な らない。 本稿 も基 本 的 に この枠 組 み を採 用 す る。 もちろん 、 社

会 環 境 の 中に 、例 えば カ ラーTVや コ ン ピ ュー タが 国外 か ら もた らされ る こ

とに よ って か 、 あ るい は 広告 等 に よ って 情報 ニ ー ズが メデ ィア に よって 引 き

起 こされ る とい う面 も存 在 す るが 、 そ の基 礎 には す で にそ の よ うな情 報 二一
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ズの顕在イヒを可能 にす るよう斑 会競 力こ存在 していたと考え 爾

情 報 行 動 に は 直接 型 と メデ ィア接触 型 が あ る。 前者は スポ ー ツ見 学 、 家庭

・コ ミ ュニテ ィで の会 話、 学 校 ・学校 外 教 育 な どを指 し、 後者 は電 話 、 レ コ

ー ド、 広 告 等 の パ ー ソナ ル メデ ィアに よる情 報行 動 とTV、 ラ ジオ、 新 聞 、

雑 誌等 の マス メデ ィアに よる情 報 行 動 の 双 方 を指 して い る。 しか し、 直接 型

の情 報 行 動 は 広義 の場 合 に含 まれ る もの で あ って、 通 常の 情報 行動 と して は

メデ ィア を通 ず るそれ だ けの 方 が 適 切 と思 わ れ る。 以下 では メデ ィア を通 ず

る情 報 行 動 に つ い て論 じる こと にす る。 念 の た め につ け加 えれ ば、 この 限 定

は 直接 型 情 報 行動 が 中国 に お い て重 要 性 が 低 い とい うこと を意 味 しな い。 む

しろ逆 に、 企 業、 官庁 を通 じる組 織 内 では 縦 と横 の 会話 ・教 育 ・情 報 交 換 が

きわ め て重 要 で あ り、 例 え ば技 術 移 転 な どの 場合 にそ の よ うに して生 み 出 さ

れ る組 織 内の 情 報 蓄積 が 今 後の 成 否 を左 右 す るキ ー コ ンセ プ トと な るか も し

(3)れ ない の で あ る
。

以 下 の叙 述 は 次 の よ うな展 開 とな る。 まず 次 第 で メデ ィアか ら見 た 中国 の

情 報 ニ ー ズの 特 徴 を考 察 し、続 い て、 そ の 背 景 に あ る社会 環境 的要 因 につ い

て考 え て み る。 最 後 に 中国 の 情報 ニ ー ズの 将 来 な らび に 日本 との 関連 につ い

て も論 じる こと にす る。

(2)メ デ ィアか ら見 た情 報 ニー ズ

① パ ー ソナ ル メデ ィアか ら見 た情 報 ニー ズ

前 述 の よ うにパ ー ソナル メデ ィア に は電 話 、 レ コー ド ・テ ー プ、 手紙 、

広 報 ・回 覧板 な どが あ る。

まず 電 話 に つ い て見 てみ よ う。SAS訪 中団 の経 験 に よる と北 京 で は 市

内通 話 は無 料 で あ る。 しか し公 衆 電 話 の設 置 数 は非 常に 少 な い。 上 海 で会

った 人 の 話 に よる と一般 の 市 民 は 値 入電 話 をまだ持 つ段 階 で は な い。 地 区

の 中に1台 あ れ ば呼 び 出 しを や って くれ る との こ とで あ る。 ニ ー ズ に比 べ

て設 置 台 数 が 少 なす ぎるため か 、 そ れ と も電 話 器 ・交換 機 の 設備 が遅 れ て

い るた め か とい うよ り も、 お そ ら くそ の両 方の 理由 の ため に 、 市 外通 話 ・
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国 際通 話 を問 わ ず 待 ち時 間は 長 い。 大 連 ・浜 陽 間 は 緊急 で30分 待 た され

た。 大 連 ・東 京 で1時 間、 ハル ビ ン ・東 京 で2時 間待 ち とい う状 態 で あ っ

た。 しか し、1982年10月 に北 京一 上 海一 福 州一 広 州 と巡 った見 聞 で

は、 電 話 の 供 給 は まず 公 共 的 用 途 に 向け られ る もの に優 先 権 を一与え るべ き

で あ ろ う。 市民 生 活 は ま だ テ ン ポがそ れ ほ ど速 くな く、 電 話 設 置 に対 す る

ニー ズが 緊急 を要 す る よ うには 思 われ ないか らで あ る。 逆 に、 企業 経 営 、

行 政機 関の 相互 間 の情 報 交 換 は 今後 い っそ う迅 速 か つ適 格 に な され る必 要

が あ り、 電 話 の設 置 はそ の1つ の手 段 と して重 要 で あ る。

レ コー ド ・テ ー プ は個 人 の 娯楽 用 と して都 市の 若 者 に 好 まれ て い る よ う

で あ る。 北 京 では ラ ジ カセで 香港 で流 行 中の ポ ップス を楽 しむ 若者 をけ っ

こ う見 か け た。

手 紙 につ い て は 個人 的 嗜好 が 強 く働 くた めは っ き りと した こ とは 分か ら

な い。 しか し、SASメ ンバ ー の 中に、 訪 中 を契 機 に 日本語 を学ぶ 何 人 か

の 人 との 文通 を継 続 して い る人 もい るた め、 手 紙 を通 じて 日本 な らびに 日

本 人 を知 り、 日本 の こ とに つ い て勉 強 した い とい う意欲 は け っ こ う強 い よ

うに思 わ れ る。 手 紙 は 日本 等 を知 るた めの1つ の 手段 とな ってい る。

広 報 ・回覧 板 等 は、 日本 で もそ うで あ るが、 ご く狭 い範 囲 の情 報 伝 達 に

は有 用 な もの で あ る。 広 い範 囲 にわ た る情 報伝 達 は新 聞、 ラ ジオ、TVな

どマス メデ ィアの 普 及 と と もに広 報 ・回覧板 等 の 役 割外 と な って い くで あ

ろ う。 なお、 北 京 の 壁 新 聞 コー ナ ーや看 板 な どで は 広告 が急 増 して い る。

これ は企 業 の 積 極 的 な経 営 姿勢 を示 す と同 時 に、 消 費者 の 商 品情 報 に対 す

る ニー ズの 高 ま りを反映 して い る もの と考 え られ る。

② マス メデ ィアか ら見 た情 報 ニ ーズ

マ ス メデ ィアに は ラ ジオ、TV、 映 画、 新 聞、 本、 雑 誌が 含 まれ る。

ラ ジオ、TVは 電 波 メデ ィア とい う点 で共 通 して い る。 ラ ジオ の価 格 が

平 均200元(2万7千 円)、 白黒TVの そ れ が5～600元(7～8万

円)、14イ ンチ カ ラーTVが1,050元(14万 円)で あ るが 、 消 費者

の需 要 はTVの 方 に 向か って い る。 確 か に、 労働 者 の 平 均 賃 金 が70～80
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元 と考 え る と、 日本 と比 べ て もこれ ら電 気 製 品が きわ め て 割高 で あ り、 一

般 家 庭 に 普 及 す るに は い まだ 高 根 の花 で あ る とい うこ とは 十 分想 像 され る。

現 在 のTV普 及 率 は3%前 後 と推 定 され る。 しか し、 お そ ら く主 と して娯

楽 用 と してTVに 対 す る需 要 は か な り強い。 した が って 、 も し中国 国 内の

TV生 産 能 力 とそ れ の 供 給 が十 分 高 ま り、 政 府 が それ ら電 波 メデ ィアの価

格 を引 き下 げ る よ うな こ とが あれ ば(コ ス ト的 には十 分 可 能 で あ る と中 国

で合弁 企 業 を営 む 日本 人経 営 者 か ら聞 い た)、 相 当大 きな有 効需 要 が喚 起

され る もの と思 われ る。 それ ほ ど現 在 の 中 国人 民 のTVに 寄 せ る視 線 は熱

いo

マ ス メデ ィア の機 能 に↓1)報道 、(2)論 評、(3)娯 楽 、(4)教 育 ・教 養 とい う4

つがあ るとすれば(4)消費者の電波 メデ,ア 醐 待す る機 能は主 として娯楽

で あ る とい う こ とはす ぐ上 で述 べ た。 そ の根 拠 は 、 現在 の 中国 人 民の 生 活

が 娯 楽性 に 乏 しい と考 え られ るか らで あ る。 現在 の 庶 民 の最 大 の娯 楽 は映

画の よ うで あ る。 映 画 が 最 大 の娯 楽 で あ る とす るな らば 、選 択 幅 も広 く、

家 庭 で も楽 しめ るTVに 期 待 され る機 能 は や は りさ しあ た っては娯 楽 とい

うこ と に なろ う。

新 聞 の 発 行 部 数 は、 北 京 で は人 民 日報 の700万 部 をは じめ と して合計

約1,500～1,600万 部 、 上海 では 文 江 報130万 部 をは じめ と して

23。 万 部 、 広 州 では 、5。 万 部 とい われ て い る!s)北 京 の 人 。が 約8。 。

万人 とすれば、1人 に2部 の割合 で発行 され てい ることに なる。 発行部数

で見 る限 り、か な りの普及度 といえ よ う。 新聞に期待 され る機能は報道 と

論評である。 報道の機能に含 まれ るが、広告 もか な りの紙面 をさいている

ようであ る。 新 聞公告に より企業経営が赤字 か ら黒字 に転換 したとい う事

例 もあ り、 商品情報に対す るニーズにはかな り強い ものが あると思われ る。

本 ・雑 誌 も新 聞 と同様の機能が あるが、本 ・雑誌の種類 に よっては これ

に加えて娯楽 機能が考え られ る。 しか し、訪 中の折 りに小 さな書店 に立 ち

寄 ってみたが、受験参考書 などが 中心 で本 ・雑 誌の種類 が豊富であるとは

とて もいえ ない状態 であった。娯楽機能や報道機能 を求めて本 ・雑誌 に対
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す るニ ーズ が 大 き くな る に は まだ まだ なの で あ ろ うか 、 そ れ と もニ ー ズ を

充 足す る メデ ィア が不 足 して い る ことの反映 な の で あろ うか。 この点 は 社

会環 境 的 要 因 を も考 慮 して判 断 す る必 要 が ある。

(3)情 報 ニー ズ の 社会 環 境 的要 因

先 に 引用 した電 気 通 信 総 合 研 究所 の報 告書 で は、 メデ ィア 型 の情 報 行 動 に

影 響 を与え る主 な社 会 的要 因 と して、(1)都 市化、(2)GNP増 、(3)ホ ワイ トカ

ラー増 、(4)モ ー タ リゼ ー シ ョンの 進展 、(5)高 教 育化 、(6)余 暇 の 増 加、(7)電 話

の 普 及.マ ス メデ,ア の 発 達 が 指摘 され てい る!7>(7)の要 因 に つ い て は第 、節

で 述 べ た理 由 か らこ こでは 除 外 す るが 、 他の い くつか の要 因 に つ い て も中国

の 情 報 ニ ーズ を考 え る場 合 には 不必 要 あ るいは不 適 合 な もの が 含 まれ る。 例

え ば、 ホ ワイ トカ ラー化 、 モ ー タ リゼ ー シ ョンの 進 展 、.余 暇 の増 加 な どの 要

因 が それ で あ る。 い うまで も な く、 日本 と中国 と では社 会 体 制 に して も発 展

段 階 に して も大 き く食 い 違 うか らで あ る。 こ こで考 慮 すべ き要 因 は、 した が

って、 都 市化 、GNP増 、 高教 育化 の3要 因 で あ る。

ま ずGNP増 、 つ ま り生 活 水準 の 向上 が大 き く働 い て い る。 生活 に 多少 な

りと も余裕 が 出 て くる こ とが 情 報 ニー ズ を刺激 し、TV等 の情 報 メデ ィア を

需 要 させ る と考 え られ る。 広 告等 に よる商 品情 報 に対す るニ ー ズが 増 大 して

い るの もこの こ との 反 映 で あ る。 しか し、 生活 水 準 の 向上 も、 本 ・雑 誌 等 に

よ り娯 楽 を求 め、 教 養 を高 め よ うとい う水 準 に は まだ 到達 してい な い よ うで

あ る。

都 市 には本 来 、 第2次 ・第3次 産 業 ・行 政機 能 が 集 中 さ れ が ちで あ る。 人

口密度 も高 い。 した が って 都 市 では パ ー ソナル メデ ィア、 マ ス メデ ィア を問

わず 、 情 報 ニ ー ズが 相 対 的 に 高 くな りが ちで あ る。 中国 の 産業 構 造 が 農 業 中

心 で あ る こ とは 中期 的 に揺 る ぎない に して も、 第2次 、 第3次 産 業 の 比 重 が

高 ま るに っれ て情 報 ニ ー ズ は 高 ま り、 特 に電話 、 本 ・雑 誌 等 の メデ ィアは 今

以 上 に需要 され て い くこ とで あ ろ う。 現在 の と ころ、 これ らの情 報 ニ ー ズは

ま だそ れ程 高 くないが 。

一47一



高 教 育化 も確 か に進 ん で い るが 、 中 国 でそ れ以 上 に重 要 な点 は、 文革 時代

が終 わ りこ こ10年 くらいの 間 に初 等 ・中等 教 育 が そ の本 来 的 機能 を回 復 し

た とい うこ とで あ る。 マス メデ ィアの 報道 機 能 を初 め とす る諸 機能 を欲 求 し、

それ を 吸収 して い く社 会 的 基 盤 が整 い つ つ あ る とい え る。 現 在 の ところ、 こ

の要 因 に よる情 報 ニー ズが 急 拡 大 しない の は、 経 済 的 制約 に よる面が 大 きい

よ うに思 わ れ る。

(4)む す び

以 上 見 て きた よ うに、 中国 の情 報 ニー ズ の置 か れ た 状 況は 、TV等 の マ ス

メデ ィアに つ い て は か な り強 くこれ を望 み、 他 方 電 話 とい うパ ー ソナル メデ

ィア では 個 人 よ り も組織 での 設 置 を優 先す るであろ うし、 また本 ・雑 誌 等 に つ

い て は それ を強 く欲 す るま で には至 って い な い と思 わ れ るの で あ る。 様 々 な

情報 ニ ー ズ を全 面 的 に満 足 させ るに は経 済 面 での 制 約 が 強 いた め と考 え られ

る。 あ る いは、 社 会 の発 展 段 階が 現 在 の と ころ農 業 か ら工 業 へ の 移行 期 に 当

た り、'日本 の よ うに重 心 が工 業 か ら第3次 産 業へ 移 った、 い わ ゆ る 「脱 工 業

社会 」とは 異 な る ため か も しれ ない。 も しそ うで あ る な らば、 現在 の 比 較 的

弱 い情 報 ニ ーズ は 、 工 業化 と第3次 産 業 化 が 同 時 に進 行 して い くに つれ て、

急速 に高 ま ってい く もの と考 え られ る。

現 在 の 中国 の 情 報 ニ ーズは 多分 に直 接 的 な情 報行 動 に依 存 してい る面 が 大

きい ようで あ る。 つ ま り、旅 行 者 や香 港 を始 め とす る国 外 の親 戚 、 友人 を頼

り、 そ こか ら情 報 を 吸収 して い る面が 大 きい。 そ れ だけ で は な く、情 報 メデ

ィアそ の もの も このル ー トで 入手 してい る ケ ース もか な りあ る。 平 た くい え

ば 、 国 外 か らの 親 戚 ・友 人 か ら ラジオ ・TV等 を も らうこ と も多 いの で あ る。

しか し、 中 国 国 内 の供 給 力が 向上 し、 国 民の 生 活水 準 が上 昇 す るにつ れ て、

情 報 メデ ィア が 発 達 ・普 及 し、 この よ うな ケ ース は 減少 してい ぐは ず で あ る。

現 在 は 情 報 ニ ー ズ が メデ ィア供 給 量 を上 回 って い る段 階 と もい え よ う。

さて 、 この よ うな状 態 に ある 中国 の情 報 ニ ー ズに 対 して 日本 は どの よ うな

対 応 を と るべ きで あろ うか。 こ こで は 一般 的 に しか 表 現 で きないが 、 そ れ は 、
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中国 が 現在 必 要 と して い る レベル ・種類 の情 報 メデ ィアの 供 給 に 助 力す る こ

とで あろ う。 この場 合 、 情 報 に関連 す る イ ンフ ラ部 門の 整 備 も重 要 な内容 を

なす に違 い ない。

(注)

(1)電 気 通 信 総 合研 究 所r情 報 ・通信 ニ ーズ の行 動 科学 的 分 析 と長期 予 測 』

1981年3月

(2)上 記 報 告 書 の 中 で も、 社 会環 境 の 中 に電話 や マス メデ ィアの 普 及 ・発 達

を あげ てい る。 しか し、 これ は 分析 枠 組 み と矛 盾 する面 もあ るの で本 稿 で

は採 用 しない。

(3)こ の 点 に つ い て詳 し くはSAS中 国 プ ロジ ェク トが 行 った 『技術 移 転 の

促進 に係 わ る中 国の 経 営 管理 の実 態 及 び今 後 の課 題 に 関 す る予備 的研 究 』

(昭 和56年 度 トヨ タ財 団研 究助 成 研 究 報告 書)の うち特 に第2章 を参 照

され たい。

(4)吉 田民人 ・加 藤 秀 俊 ・竹 内 郁郎 著 『社会 的 コ ミュニケ ー シ ョン 』培 風 蝕 、

1967年 の417～530ペ ー ジ参 照。

(5)読 売 新 聞 中国 取材 班 『中 国の 経 済 革 命 』読 売新 聞社 、1981年 、219

ペ ー ジ。

(6)同 上 、218ペ ー ジ。

(7)前 掲書 、14～18ペ ー ジ参 照。
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5-5ECと の情 報 ニ ーズ

世 界 経 済 が 灰 色 を呈 してい る昨今 、 政 治 問題 化 して しま った 自由貿 易体 制 は、

破 局 へ も うあ と一 歩 との危 機 感 がみ な ぎ って い る。

この 情 勢下 、 と もす れ ば 米 国 に 片寄 り勝 ちで あ った 日本は 、 西側 陣 営 の三 極

の一 つ で あ るECと の接 触 を徐 々に拡 げ てい ってい るが、 と もす ればECの 日

本 に対 す る様 々 な要求 や批 判 が 強 調 さ れ て い る よ うに見 え る。

またECの 深 刻化 す る一 方の 失業 問題 や 産 業の 全 体 的停 滞 か ら、 か って 日本

に と って 近 代 文 明授 受 の 師 弟 関係 と しての 位 置 づけ では な くな り、 日 ・欧の 文

化 的精 神 的 ギ ャ ップ を基 因 と した 相互 認 識 問題 が一 層 強 くク ロー ズ ア ンプされ

て来 て い る。 一 方 で は、 世 界経 済 社会 の リーダ ー役 と して、 そ の活 性 化 、健 全

化 を進 め る責 任 を果 す上 で 日欧 相互 の 認 識 を深 め よ うとす る期 待 が あ り、そ れ

に いか に応 え るか は 共通 の 問題 と な って い'る。

これ に対 す る具 体 策 と して 日欧 の技 術 交 流 と協 力 に よる技 術 革新 に よって産

業 を効 果 的 に 再 開 発 し、 か つ新 市場 を 創 出 して 雇用 を増 大 させ よ うとす る気 運

が高 ま っ てい る こ とは興 味深 い。 日欧 は共 に原材 料 ・資源 が不 足 し、 比 較 的 高

賃 金 の 労 働 者 を擁 して い る特 色 を持 って い る こ とか ら国 際 的 に経済 競 争 力 を維

持 し高 め て行 くた め に は、 絶 え ず最 新 技 術 に よって生 産性 の 向上 と産 業 の 高度

化 をは か る必 要 が あ る との基 盤が あ り、 代 表 的 な テ ー マ と して、 エネル ギー エ

レク トロニ ク ス、 宇 宙技 術 、 バ イ オテ ク ノ ロジー等 の 技術 開発 に共 に取 り組 も

うとの こ とで あ る。 現 在 既 に製 品 開発 ま でふ くめ 着手 され て い る プ ロジ ェク ト

もい くつ か あ る。

しか し、 昨 年(1982年)12月 の コペ ン八 一 ゲ ンサ ミ ソ トで提 案 され た

トル ソEC委 員 長 の 私 案 は 、 こ う した 方 向 を変 え 、ECの ブ ロ ック化 志 向 を強

め よ うとす る大 きな波 紋 を投 げ か け た。

即 ち、ECと して立 ち遅 れ て い る先 端技 術 産 業 に つ い て、 日本 や米 国 か らの

技 術 及 び 資本 を導 入す るや り方 を改 め てEC各 国 だ け の技 術 及 び資 本 に よ って

活 性化 しよ う とす る案 で あ る。 これ はEC事 務 局 の私 案 で は あるが、EC域

内 で の 自力更 生 を 目指す 新 産業 構 造 改 革 と も云 え る案 で あ り、ECナ シ ョナ リ
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ズ ム に立 脚 して い る点か らも、EC各 国の 反 響 は 大 き く、 積 極 的 な態度 が 示 さ

れ て い る。

そ こ には 、 安 全保 障上 強 い きず なの あ る米 国 に 対 して も対 ソ禁 輸 や、 対 米 鉄

鋼 輸 出 を め ぐって 展 開 され たECの 共 同作 戦 の 力 強 さに も現 われ てい る よ うに、

伝 統 的 な、 た くま しい ヨー ロ ッパの 感 覚 が現 わ れ て い る よ うに思 う。

か って 中世 の 長 い低 成 長 時代 に 自立 で きな くな った地 方 都 市体 が 、 そ の 閉鎖

的 な 生 き方 を変 え て 中央 即 ち国家 を形 成す る ことに よって経 済 の活 性 化 をは か

り、 第二 次 世 界 大 戦 後 には 更 に 巨大 国 支配 に対抗 す るため 、ECを 形 成 し、 更

に世 界 的低 成 長 エ ネル ギ ー危 機 に あた っては ソ連 か らの天 然 ガスの パ イ プ ライ

ン敷 設 問題 で 、 米 国 とぶ つ か り合 うな ど、 絶 え ず歴 史 を乗 り越 え て来 た 一 種 の

た くま しさで あ る。

急 増 す る失 業 者 に よる政 治 ・社 会 問 題 を抱 え るEC各 国 が 日本 に対 して10

倍以 上 の 片 貿 易 に な ってい る状 況 か ら逆 に 日本 を締 め 出 して も輸 出 に困 る こ と

が な い と考 え、 そ の 間 に競 争 力 を回復 す る迄 保護 す る ことに よ って雇 用 を確保

しよ う とす る方 向 づ け を持 ってい るの に対 して、 安 全保 障 上 特 に強 い きず な も

ない こ とか らEC側 の 輸 出努 力 ・熱 意 不 足 を指摘 し、 また、EC共 同市 場 の 各

国 パ ラパ ラの 工 業製 品規格 や規 模 の 小 さな各 国 内市 場 に対 す る不満 を強 く主 張

す るあ ま り、ECの 苦 境 に 対 して非協 力 す ぎる と批 難 され る 日本 とは 、 本 来 西

側 陣 営 で あ りなが ら基本 的 に 歩み寄 りを難 しく して い る。

こ の揺 れ 動 く情 勢下 で、 ミ ッテ ラン大統 領 の 訪 日 を始 め と して国 家 レベ ル で

の交 渉 が 盛ん に 行 わ れ た展 開 を進 め、 協 力 して 技 術 開 発 を通 じた世 界 経 済 の 再

活性 化 の 努 力 を働 きか け る こ とに よって解 決 へ 大 き くス テ ソプ を進 め よ うと し

て い る こ とは 、 世 界経 済 の リー ダ ー役 を担 う 日本 に と って の 大 きな役 割 と して

ク ロー ズ ァ ソプさ れ てい る。

(人 的交 流)

この 役 割 を果 す べ く、産 業 ・外 交 政策 、 学 究 、 報 道 を尖 端 と した 活 動 の ほ か

に、 産 業 経 済 活動 の面 か ら、 国家一 産 業一 企 業一 個 入 レベ ル で の協 力 ・交 流 を
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はか る こ とに よって 新 しい 道 を切 り開 こ うとす る努 力が払 わ れ て い る.

具 体 的 な例 と して新 しい コ ミ ュニケ ー シ ョンの形 式 が生 まれ てい る。 即 ち、

従 来 と もすれ ば 日本(人)と 欧 州(人)と は 、別 個 の グル ー プ で 日一欧 の 事 柄

を取 り上 げ る形 で あ った。(左 図)ま た 日本 か らECへ の 一 方 通 行 的 な働 きか

け とな る こ とが 多か った。

・
。
○

/
○

＼

＼亀

◎

℃

も

○

。
ぐ・

○

○

働 きかけ
日本 EC 日本 EC

これ に 対 し、 右 図 の よ うに 日本(人)と 、 欧 州(入)と が 共 に一体 感 を持 っ

て 日一 欧 の事 柄 を考 え る形 、 即 ち、ECと して、 これ まで よ り多 くを 日本 に学

ぼ うとす る姿 勢 か ら、 緊 密 度 の高 い形 が 生 まれ、 具 体的 な活 動 が行 わ れ る よ う

に な って きた。 そ の一 つ の代 表 例 と して1979年9月 か ら始 め られ たECビ

ジ ネス マ ンの 日本研 修 生 計 画が あ る。

(EC研 修 生計 画)

EC委 員 会 が、EC各 国 ビ ジネ ス マ ン を募 り、18ケ 月間 日本 語 、 日本 文 化、

日本企 業 経 営 等 を学 ば せ る とい うEC研 修 生計 画 はECの 対 日交 流 政 策 上、 画

期 的 と云 わ れ て い る。

一 期 生22名 、 二 期 生22名 に 続 き、現 在 三 期 生が29名 研 修 中で 、 着 実 に

実 績 を あげ 将来 は 更 に 人員 を増 や す 意 向 と聞 く。 明治 以 来、 日本 か ら欧 州 に 出

か けた数 万 の 留学 生 や ビ ジネス マ ンに較 べ れ ば 、数 にお い て比 較 に な らないが 、
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ヨー ロ ッパ が、 日本 に学 ぼ うと し始 めた 兆 しと して意 味 が あ る。 研 修 生 を受け

入れ る 日本 側 と して は、 経 団 連 や 、研 修 先 企業 な ど、 諸 団体 ・企 業 の 大 きな 支

援 ・協 力が 必 要 とな るほ か 企 業 ノ ウハ ウ保 持の 面か ら具 体 的 な 運用 は 極 め て難

しい と思わ れ るが、 研 修 プ ログ ラ ム終 了後 、正 規の 駐 在 員 と して 日本 で の ビ ジ

ネス 活動 を続 け て い る数 の 多 くが 、研 修 の 成果 を表 わ して い る と思わ れ る。

この シス テ ムの 中 で、EC研 修 生 の コ メン トと して、 とか く研 修 が 一 方 的 で、

一 般 の 日本 人 と意 見交 換 し合 う場 が 乏 しい こ とが あげ られ た。 遠 く日本 へ 来 て

言 葉 も覚え た もの の 日本 の 実 態 を も う一つ 突 っ込ん で知 る上 で も、 属人 化 され

た 生 の情 報 を得 た い との 要 望 で あ る。 働 き盛 りの研 修 生 に と って18ケ 月の 成

果 を示 す上 で も何 か と期 待 に応 え る よ うな ものが 必要 と思 わ れ るが、 この 中に

は 、 日本 人 同志 で も得 が た い 内容 の ものが あ り、満 足 ゆ く成 果 をあげ る には 、

個 人 ・グ ル ー プ を問 わず 、 ボ ラン テ ィア活 動 の支 援 な くして は あ り得 な い。

一企 業 が 海 外 向 け の基 金 を持 ち、 研 究機 関 を援 助 す る と共 に 情報 の 海 外 普 及

を行 ってい る今 日、 日本 に受 け 入れ たEC研 修 生 が 、 公的 ・私 的 ル ー トを通 し

て 、 広 く、 日本 の 良 き理 解 者 と して活躍 す る こ とは、 それ に よ って長 期 的 に 多

くの 問題 が 解 決 され る こ とに な るの で は な いだ ろ うか。

今 日、 日本 とECは 共 に、 既 に異 質 とい え ない同 志 で あ る。 お 互 い に学 ぼ う

とす る こ とへ の 障 害 は無 くさ なけ れ ば な らず 、 それ に よ って 、 と もす る と集 団

謀 略 の 国 とい う一 方 的 な イ メー ジ も打 破す る こ とに なろ う。

(マ ネー ジ メン ト)

日本 に研 修 生 が や って来 て情 報 交 流 を図 る とい うシス テ ムの ほ か に も、 日本

との 交 流 シス テ ムは 幅 広 くな って来 て い る。

欧米 の300名 を超 え るエ グ ゼ クテ ィブが集 ま って、 意 見 交 換 ・協 力 を通 じ

ビ ジネス ス リー ダー と して展 開 をは か ろ うとい う趣 旨で、1971年 に設 立 さ

れ た、 ヨー ロ ピア ン マ ネー ジ メ ン トフォ ー ラムの主催 す る シ ン ポ ジ ウムが 、 毎

年1月 末～2月 初 に ス イス で 開か れ る。 この シ ンポ ジ ウム には 欧米 の 元首 相 、

現 大 臣 が数 多 く参 加 し、そ の 華 か さ と重 み は、 日本 で はか って ない との こ とで
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あるが 、 そ の シ ンポ ジ ウム では 日本 の経 済 成 長 へ の大 き な評価 と同時 に大 きな

警戒 心 を伴 って 「 日本研 究 」的 な テー マが 取 り上げ られ 、 日本 か ら各 界 の有 力

者 が年 を追 って 数 多 く参 加 し、 特 別 に設 け られ た ワー ク シ ョップで、 ス ピーチ.

デ ィス カ ッシ ョンに 追 わ れ る とい った状 況 に あ る。 これ は 今 日の欧 米 の 政 界 ・

財 界 の トップ レベ ル の 考 え 方、 即 ち 日本 との 接 触 を大切 に し、将 来 の ニー ズや

システ ムを し っか り と予 測 し対応 して行 こ うとす る考 え 方 を示 した一 例 と云 え

よ う。

日本 とECは 、 共 に、 国 土面 積 が限 られ、 ま た人 口密 度 が高 い 状 況下 で、 公

害 とか都 市の 過 密 化 等 の 国 内問題 に直 面 して い る こ とか ら、 産 業 の 発展 、 経済

の成 長、 エ ネ ル ギー対 策 な ど共通 の問 題 に対 して、 力 を携 え て知 恵 を しぼ り、

対処 して 行 くこ とは可 能 で は な い だ ろ うか。

エ コ ノ ミス ト誌 の米 国人 記 者 は 今年(1983年)の シ ンポ ジ ウム を取 材 し、

米 国 に 対 す る 日本 と西 独 につ い て、 そ れ を例 え て 兎 と亀 に見 た て た記事 を寄せ

て い る。 即 ち米 国 の 月へ 人 間 を送 り込 む ジ ャン ピ ング的 技 術 は な いが、 一 般 的

専 門技 術 と固 有 の 産業 構 造 を組 み 合せ 、 徐 々に 前進 させ る と共 に、 意欲 の あ る

作業 者 や 管理 者 を雇 い、 企 業 訓練 に よ って 磨 き をか け る こ とに よ って、 競 争 力

の高 い 発 展 を とげ るや り方は 、米 国 と して も見 習 うべ きとの 論 評 で あ る。 反 面 、

真空 管 が トラ ン ジス ター を、 ピス トンエ ンジ ンが ジ ェ ッ トエ ン ジ ンを飛 び越 え

た ような、 革 新 性 は 望 め ない と コ メ ン トして い る ものの 、 両 国 の特 色 あ る共 通

面 を把 え て い る と思 わ れ る。 同記 事 は 、更 に この シ ンポ ジ ウ ムで、 日本 とEC

の ビ ジネス エ リー トが 、 ビ ジネ ス戦 略 をマ ス ター す る方 向 か ら離 れ知 的 充電 を

行 うこ とに よ って ビ ジネス カルチ ャー を積 み上 げ る方 向 に進 も うと してい るこ

と を、 また そ う した 場 に な って い る この シ ンポ ジ ウムを高 く評 価 して い る。

(第 三世界 と産業協 力)

先進国の経 済が今 後あま り大 きな発展 を望め な くなってい ることか ら、発展

途上国の発展 を促 して世 界全体の経済 を活性化させ ようとす る考え方が盛んに

な ってい る。 具体的には小型 コンピュータを普及させ第三世界の知的水準、経
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済 水 準 を向上 させ る方法 が フ ランス を中 心 に考 え られ、 進 め られ て い る。

これ に対 す る動 き と して、ECは 、 長 年 の宗教 的 つ なが りの深 さ か ら、 ユ ー

ザ ーの ニー ズ を把 え る点 に優 れ て い る点 を活 か し、 ソ フ トウ ェアの 開 発 を先行

して い るが、 ハ ー ドに 弱 い。 日本 は ハ ー ドに強 い もの の、 ソ フ トに 弱 い と言 わ

れ て い る。 しか らば 相互 補 完 を と考 え るが、ECと しては 、 ハー ドに ウマ 味 が

あ る と信 じ、そ れ を 日本 に と られ まい と して協 調の 話 は進 行 しに くい 状 況 に あ

る。 国 際 コ ン ソー シ アムの 難 しさ であ る。

ECは 、 中東、 ア フ リカ との 関 係 に 見 られ る ように、か って の 宗 主 国 と植 民

地 と して非 常 に深 い 関係 に あ った 国 々に 対 し、歴 史 的 にみ て人 為 的 に物 事 を進

め る上 で大 変協 力 し易 い土 壌が 出来 て い て 、産 業協 力の進 め方 につ い て の 知 識

も経 験 も豊 富 で あ る し、 ま た 国際 社 会 一 般 にお い て、 中東 、 ア フ リカ を含 め た

発展 途 上 国 、 中進 工 業 国へ の影 響 力は 非 常 に強 い もの を持 って い る。 フ ラ ンス

や ベ ル ギ ーのC.T.(コ ー ペ ラ シオ ン ・テ ク ニク=技 術 指導 の た め特 定 の 開 発 途

上 国へ 数 年 間赴 任す る と兵 役 が免 除 され る特 典 の あ る、 海 外 技 術 協 力 促 進 制 度) 、

の よ うな特 殊 な 制度 や、 留学 生 受 入れ な ど若 い世代 の 交流 を積 極 的 に 勧 め る政

策 は その た め の ベ ース とな る もの と して 今 後共 続 け られ るで あ ろ う。

日本 が これ か ら増 々国 際化 に伴 って 、 世 界の全 ゆ る国 とコ ン タ ク トし、 共 に

働 くとい う方 向 は変 わ らな い。 この 面 か らECか ら学 ぶ点 は 多 くあ る と思 わ れ

る。

上 記 のEC日 本研 修 制 度 にみ られ る よ うに、 日本 研 究が 年 々盛 ん に な って 来

た こと に よって、 欧米 人 の 日本 人 化 努 力 とい う現 象 も生 じて い る反 面 日本 人 の

国際 化 とは 何 か が、 問 われ て い る。 即 ち、 日本 の歴 史、 文 化 の 研 究 の 掘 り下 げ

に よ って理解 され る限界 を超 す 範 囲 に つ い て、 それ に対す る批 判 ・評 価 に 、 明

確 に 回答 で きる基 準が 求 め られ て い る こ とで あ るが 、 この 問 題 解 決 の 一 歩 と な

る上 で も、積 極 的 な交 流 は 有 効 と思 わ れ る。

以上 の よ うに、ECと 日本 との交 流 は 、今 日、 物(商 品)を 通 した 交 流 の 時

代 か ら、 人 レベ ルへ展 開 され る時代 とな ってい る。 日々高 速 化 、 多 様 化 す る情
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報 メデ ィアの 発 展 に よって その テ ンポ は更 に早 め られ 、深 く幅 広 い コ ミュニ ケ

ー シ ョン シス テ ムが 創 られ て行 こ うと して い る。

か って は 学 び教 え る姿 であ ったECと の 情報 交 流 は、 共 に学 び建 設 して 行 く

姿 と な って将 来、 よ り正 確 で迅 速 な国 際通 信 ネ ッ トワー クの 整 備の 必要 性 を高

め て行 くこと にな ろ う。
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第4章 地方の時代 と情報 ニ ーズ
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第4章 地方 の時代 と情報 ニーズ

地 方の 時代 と言われ てか ら、 か な りの年 月が た つ 。地 方 の 祭 りは年 々さ かん に

な り、地 方 文化 も見 な お され て い る 一方 で、 地方 対 中央 の情報 格 差 が 昔 より平 滑

化 され た と も思 え な い 。一 方 で地 方 にお け る、情 報 ニ ーズ 自体 は 明確 な位 置 づ け

が なされ つ つ あ るの で は なか ろ うか 。

この よ うな問 題 意識 の も とに、 日本 の各 地域 の 情報 ニ ーズ に つ い ての 調査 を行

った 。

4-1地 域 間 コ ミュニ ケ ー シ ョンの現 状

我 が 国 の地域 間 の情 報 コ ミュニ ケ ー シ ョンの特 徴 は、 全 ての 地 域 が 東京 を向

い て い る事 で あ る。 各 地 域 と東 京 との間 の情 報 ル ー トは十 分 に太 い もの が形 成

され、維 持 され るが 、 他 地域 との 間は比 較 に な らな い程 に細 く、 維持 も十 分 で

は な い。 つ ま り、東 京 を頂 点 と した各 地 域 との垂 直 的 情 報 ル ー トは整 備 さ れ て

い るが 、各 地 域 間 の水 平 的情 報 ル ー トは非 常 に弱体 で あ る。情 報 ル ー トは コ ミ

ュニ ケ ー シ ョンの ニ ーズに 従 って形 成 され る もの で あ り、 この様 な現 状 は我 国

の情 報 ニ ーズが垂 直 的 で あ る事 を示 してい る。 これ を、 我 々は 「東 京 を頂 点 と

した垂 直情 報構 造 」 と称 す る事 にす る。

各 地域 で発 生 した情 報 は 、そ の所属 す る機 関毎 に収 集 され 、機 関 の 本部 が 所

在 す る東 京 に集 め られ る。東 京 では、 集 め られ た各 地 域 の情 報 か ら全 国 の情 報

が 作成 され る と共 に 、 同様 に集 め られた 他機 関 の情 報 との交 流 が 行 なわれ る。

この 結果 、付加 価 値 を得 た収 集 情 報 は、 再 び各 地域 へ流 れ て い く。 この情 報 の

還 流 、 つ ま り、東 京 への収 集 と東 京 か らの還 元 の 過程 にお いて 、 地域 間 は もち

ろん 、地 域 内 に おい て も機 関間 の 水平 的 情報 交流 は あ ま りみ られ ない 。

この傾 向 は、 東 京 に本 社 等 中央機 関 を有 し地 方 に地 域機 関 を有 す機 構 にお い

て著 し く、そ れが 組織 原 理 か ら して 当然 とされ て い る 。つ ま り、 組織 全 体 の 利

益 を最 大 にす るの が 目的 で あ り、 その意 志決定 を行 う"東 京"の た め に"地 方"
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は貢献 しなけれ ば な らない 。"地 方"の た めの 地域 機 関 では な く、組 織 全 体 、

つ ま り"東 京"の た め の地 域 機 関 なの で あ る。従 って 、地 域機 関 の 目は常 に東

京の 中央 機 関 に向 き、 他 の機 関 へ の関心 は薄 くな り、 情 報 ル ー トも形 成 され な

くな る。

しか し、東 京 に中央 機 関 を有 さ な い、 いわ ゆ る"地 場"の 機 関 に お いて も、

東 京へ の 関心 は 非 常 に 強 い。 これ は、 前述 の"情 報 の 還 流"に よ り情 報 が東 京

に蓄積 され 、全 国 の情 報 は もち ろん 、他 地域 の情報 につ い て も東 京 が最 も入 手

しや す い状 況 を生 ん で い るか らであ る 。交通 ・コ ミュニ ケ ーシ ョンの発 達 に よ

り、 国 内の各 地 域 間 、 国 際 の各 国 間 の 相互依 存 性 が強 くな るに つれ 、各 地 域 に

と って"東 京"の 情 報 入 手 に つい て の利便 性 は益 々高 くな ってい る。

つ ま り、我 が国 の"東 京 を頂点 と した垂 直 情報 構造"は 益 々強化 され つ つ あ

る と言 って よい で あ ろ う。

情 報 を考え る時 に忘 れ て は な らな いの は"人"で あ る。情 報 は様 々な形態 で

流通 し、拠 点 に集積 され る 。 これ は、 情報 に よる付 加価 値 を求 め るため であ る

が 、 一般 に収 集 情報 は単 独 では 高 い付 加 価値 を求 め るの は 困難 であ り、他 の情

報 との比較 に よ り新 た な 価値 が 生 み 出 され る。 つ ま り、 拠 点 に集 め られ た 情報

は"人"に より比 較 ・分 析 され 評価 結 果 と して 情報 が 生 み 出され 流通 してい く。

この時 に 重要 な のは 、報 告 書 等 の定 型 的 情報 は 流通 して い くが、 そ れ 以外 の 不

定 型情 報 は"人"に 蓄 積 され てい る事 で ある。 不定 型 情 報 とは 、報 告書 等 の情

報 生産 にお け る 目的 以外 の 情報 や 半製 品 的 情報 を い う もの で あ る。

従 って"人"(こ の 場合 は専 門家 と言 った 方が 良 い)は 重 要 な情報 拠 点 で あ り、

そ れ 自身が 情 報 資 源 で あ る。

しか し、 この専 門家 とい う情報 拠 点 の不定 型 情報 を入 手 す るた めの 一 般 的方

法 は な く、唯 一 会 って話 を して 引 き出 す しか ない 。又 、会 って必ず 入 手 で きる

と言 う訳 で もない 。専 門 家 との 人 間関係 と、 引 き出す側 の 認識 能 力 が決 め 手 と

なる の であ る 。

専 門 家 に と って 、付加 価 値 情 報 を生 み 出 すの に有 利 な場 所 は情 報 が集 ま って

くる所 であ る。情 報 が 多け れ ば 、 比較 評 価 の確 実性 が 向上 し、 関連範 囲 の拡 大、
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つま り一般化 を行い、質的、量的に付加価値 を高 める事が 出来 る。従 って、 日

本 中の情報が 自動的に集 まって くる東京は、 この様 な情報の付加価値生産 を行

う専門家に とっては非常に有利 な場所 であ り多数の人 が集 って いる。

以上の様 に、地域で発生 した情報が東京に集め られ、付加価値 を付けて地域

に流れ てい く"情 報の還流ル ー ト"と 、付加価値 を付ける"専 門家の東京 への

集積"が 、我が国 の垂直情報構造 を形成 してい るのである。又、最近は非定型

情報の重要性が高ま ってお り、専門家ばか りでは な く"入"に 会 う必要機会 が

増大 してお り、垂直交通構造 も強化 されてい る。

では、以下に各地域 の実状 を述べ る。
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4-2〔 筑波の場合〕

筑波研究学 園都市は東京の中心か ら北東約60kml(位 置 している。その建設

は昭和38年 の閣議 了解 に より決定 され、国立研究機関の移転 ・筑波大学の新

設 を中心 に都 市の骨格は現在ほぼ出来上 っている。建設の 目的は①科学技術の

振興 と高等教育の充実のためふさわ しい環境 を整備する、②東京の過密対策の

ため、国の機関 を移転 し跡地の適正 な利用 をはかる事 である。

筑波研究学園都市 は一種 の実験都 市である。首都圏に とっては、一部の機能

を首都 圏外 に移転する事に より生 じる利害得失 の評価 を行 うための実験 であ り、

筑波研究学 園都市側 に とっては、同一機能組織 ・集団が、首都圏か ら切 り離さ

れ、集 中化するこ とに より生 じる利害得失の評価を行 う実験 であ る。

筑波は まだ、未完成であ り評価すべ き段階では ないか もしれないが、都市 と

しての コ ミュニケ ーシ ョンニーズについて現状 を評価 してみる。'

筑 波研 究 学 園都 市 を構 成す る国立 研 究 機 関 の最 大 の コ ミュニ ケ ー シ ョン ・ニ

ーズ は対 東 京 で あ る。 各研 究機 関 と最 も密 接 な関係 を持 っ てい るの は 、そ れぞ

れ の 官 庁機 構 上 の 上局 であ り、研 究機 関 同志 の横 のつ なが りは組織 的 に も制 度

的 に も何 ら保 証 さ れ てい ない。 研 究者 に と って は、 個 人的 なつ なが りを通 して、

文 献 の 入 手 や測 定機 器 の 利 用 に便 宜 が は かれ る とい うメ リ ッ トは あ る。 しか し、

各 研 究 所 の研 究 分 野 は各 々独 立 して お り、 よ り確 か な交流 を行 うため の 決定 権

は研 究 所 で は な く上局 に、 つ ま り筑 波 で は な く東 京 ・霞 ケ関 に あ るの が 通例 で

ある。 各 研 究機 関 はあ くまで も上 局 の コン トロール下 にあ り、 重要 な意 志決 定

シス テ ム を欠 い て い る。

研 究 活動 のた め には 、 社会 の ニ ーズが 日常的 に刺 激 と して入 って くる必 要 が

あ る し、 関連 分野 の あ らゆ る情 報 の提 供 、必要 資材 の迅 速 な提供 、研 究 サ ポ ー

トの た め の 良質 な労働 力 、国 際 交 流 の機 会 、 関連 他 分野 の研 究者 との交 流 の機

会 等 が 不可 欠 であ り、そ れ らの 多 くは大 都 市 で こそ 供 給 され得 る。

この 様 に、意 志 決 定 に関 して も、研 究 活動 に 関 して も東京 との 間 での 強 い コ

ミュニ ケ ー シ ョンニ ーズが存 在 してお り、他 地 域 や学 園都 市 内の ニ ーズ と較べ
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著 る しい。現在は、東京 との交通路が非常に不便であ り、意志決定 を行 う上局

(東 京)と 現場の研究所 との交流 に不便 をきた し、逆 に、研究所 を集中 したこ

とに よる情報の リークに気 をつか うとい う皮 肉な結果 を生 じている。又、情報

の提供、資材の供給 に著 る しい遅滞 を生 じ研究能率 の低下を引 きお こ している。

以 上 にみ られ る通 り、 実験 都 市 筑波 に おいて も対 東 京 の垂 直情 報(コ ミュニ

ケ ー シ ョン)構 造 に直 面 し、弊 害 を引 きお こ して い るの が 実状 であ る。
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4-5〔 福岡の場合 〕

福岡は九州 ・山 口地 方の経済的中心地 として位置づけ られてお り、九州地域

におけ る中心的機 関や、東京に本部 を もつ地方 出先機 関が集 まっている。情報

の面において も、九州各地の情報 が集 まる点で あ り、又、東京 との情報交流窓

口とな っている。我 々は通産省の九州地域 出先機関である福 岡通産局 と、地元

の シンクタンクである九州経済調査協会 を訪問 し、東 京 と福岡の情報格差にっ

いて調査 を行 った。面談 した人 々の返 事は 「情報格差 はある」であ った。

その第1は 人の集積格差であ る。必要 とす る情報の入手 を行 う場合、最 も手

っとり早 いのはその分野の専門家や有識者 に聞 く事である。 この方法 は、単に

簡便 なだけでな く、当面 してい る問題 と、入手可能 な情報のス リ合せ とい う面

でも専門知識 に よる確認 が行 える とい う確実性 の点で有利で ある。さ らには、

予期 してい なか った関連情 報 をも引出 しうる可能性 を有 してい る。まさに 「人」

は大 きな情報資源である。 しかるに、福 岡に限 らず、地方は東京 と較べて この

専門家 ・有識者の数 に限 りがあ る。特 定分野に優れた人はいて も、あ らゆる分

野 とはいかない。従 って、必要 とする分野 の専門家がいない場合は、専門書 を

読むか、他地域ついには東京の専 門家 を訪ね る事に なる。専 門家 を訪ね る事は、

費用 と時間 を覚悟すればそれほ ど難 しい ものでは ない。専門家 を見つけ 出すの

は容易 である。 しか し、情報 を引出す事 に関 し重要 なのは、その人 との交流で

ある。初対 面で聞 き出せる内容は限界があ り、前述の様 な副次的効果 を期待す

るには、交流 関係 の維持、つま り 「つ き合 い」が重要であ る。遠隔地の専 門家

との 「つき合い」は 自ずか ら限界が ある。人 と入の情報 コミュニケ ーシ ョンの維

持 にはGiveandTakeが 重要であ り、その関係 を維持 しうる範囲の専門家の数

の差が情報格差 を生んでいる。

その第2は 情報の集積格差 である。情報の豊富 さの格差があ り、福岡では、

どこに どの程度の情報があ るか わか ってお り、それ以上はい くら探 して もみつ

か らない。情報 の入手経路 に して も、情報 の評価基準に して も選択す る範 囲が

ないか、 あって も限 られ る。 この点で典型的 な情報は 「夕刊 フジ」の様な中間

的活字情報 である。テ レビは もちろん、新 聞について も、そ の情報内容の東京
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との較差 はない。週刊誌 ・月刊誌等 に して も遅れがある訳 では ない。 しか し、

「夕刊 フジ」の様な多少無責任 な情報 は求 め得ない。事件の評価は当 日の新聞

か 、週刊 ・月刊の全国的雑誌 に限 られて しま うのである。 「ピァ」の様 なタ ウ

ン情報 に して も同様 であ る。つま り、情報 に対する市場規模が小さいために成

立 し得 ない情報源なのであ る。 しか し、様 々な情報が雑然 とバラまかれている

かの様 な東京 に較べると、情報 をアクセスする側に とってま よう点 がな くて良

いとい う面 もある。

第3は 情報流通の片方向性 である。各地域 の情報 は自動的に東京に収集 され

る仕組 とな っているが、その還元は必ず しも自動的ではない。東京の評価に よ

る地域の情報は還元されて くるが、地方の評価 によるものは 自分 でアクセスす

る必要がある。九州経済調査協会の場合 は、 この情報収集のために殆ん ど毎 月、

東京へ出張 を行 ってお り、官庁 や業界団体等に集 まって くる全国的詳細情報 の

入手 を行 ってい る。

以上の様 に、東京 と地方 との情報格差 を生 じてい る原因は2つ あると考え ら

れ る。第1は 現在の情報流通市場が大量 流通 を対象 として発達 してお り、その

規模 が不十分 な ものに対 しては弱体で あ り、そ の格差が大 きい ことであ る。情

報の場合 、製造 コス トに較べて流通つ ま リコ ピーコス トが極端 に安 い事か らそ

の傾 向 を強 くしている。第2は 我国の情報流通 ルー トの東京 を向いた片方 向性

であ る。 この点については前述 してい るので説 明は省略す る。
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4-4〔 札 幌 ・室蘭 の場合 〕

1札 幌 市

① 大 手 事業 者 の場合(電 力、 銀 行)

大 手 事 業者 の場 合 に は、東 京 に も業 務 セ ン タ ーを持 ち、 必要 とな る情 報

は 、随 時 東京 よ り入手 で きる体 制 とな って い る。 東 京の セ ン タ ーには、 世

界 お よび 日本 各 地 の 動向 に つ い て の情報 が集 め られ 、各 地 区 の ニ ーズ に応

じて各 種 情 報 が得 られ る。北 海 道 につ い て の情報 は、 札幌 に 集積 され るが 、

こ こでの 情 報 内容 は 、公 式 デ ー タ よ り も、非 公 式 の もの 、人 的交 流 を媒 介

に す る ものが 多 い。 この非 公 式情 報 は、地 域 ニ ーズ を含む もの で あ り、 こ

の ニ ーズ に あ う他 地 域情 報 を、東 京 か ら選択 す る。

また 、 海外 情 報 に つい ては 、 公 式情 報(デ ー タ ・雑 誌)に 関 し、 直 接 入

手 す る こ とに不 便 は ない 。

この よ うな 関係 を図示す ると、(図4-1)の ようになろ う。札 幌 市 の大 手

事 業 者 に関 す る限 り情 報 格差 は な い、 とい うこ とに なるが 、そ れ は 、東 京

の セ ン ター との パ イ プを前提 に してい る こ とは 留意 しなけ れ ば な らない。

東 京

〔図1〕 情 報 の 流 れ
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② 小 規 模 事 業者 の場 合(保 険 代理 業)

小 規 模 事 業者 の場 合 で も、 情 報格差 は存 在 しない 。 ただ し、 これ も条 件

付 きで あ る。 す なわ ち 、同業者 間等 で の全 国的 な、 こ とに東京 ・大 阪 との

人 的交 流 が あれば 、 とい う条件 で あ る。既存 の商 品、 商 法 に つ いて の 情報

は 過不 足 な く入手 で き るが 、 新 しい動 きにつ い ては、 人 脈 を通 じて入 手 し

な けれ ば キ ャ ッチ で き ない。 このた め に 、同 じ札幌 市 内 の業者 間 に、 この

人脈 の 有 無 に よって 、 情報 格差 が あ る こ とに な る。

情 報 で必要 とされ て い るの は 、公 式情 報 では な く、非 公 式情 報 で あ る。

これ は通 常 の メデ ィア に乗 る もの では な く、人 的 交流 に よって は じめ て入

手 で きる。 この よ うな意 味 に お いて 、す な わ ち、札 幌 では人 的交 流 の 相手

が 少 ない 、 とい うこ とか ら情報 格 差が 存 在 す る ことに な る。

2室 蘭 市

室 蘭地 区 は 、石 油 精 製 ・鉄鋼 業 の 町 で あ り、(表1)に 示 す よ うに 、 この

2業 種 で、 当地 区 製造 品 出荷額 の70%を 占め る。 また 、付 加 価 値 額 で は、

鉄 鋼 業1業 種 で、49%を 占め る。

最近 、 この 鉄 鋼 業 に お いて 、全 国 ベ ース の生産 伸 び 悩 み 、停 滞 が顕 著 とな

って お り、 室 蘭 地 区 も、 この動 きと無 縁 では あ り得 ない。

この よ うな状況 の な か で、SAS北 海道 お よび室 蘭青 年 会 議 所 共催 に よる

シ ンポ ジ ウムが 開 かれ た。 テ ーマは、"80年 代 の 西胆 振 を ど うす る"で あ

る。 この シ ンポ ジ ウム に内在 す る情 報 の役 割 を検 討 してみ る と、 つ ぎの よ う

にな る。 ・

① 今 後 、鉄 鋼 業 の 成長 に期待 す る ことは で きない 、 とい う認 識 は、 一般 情

報 等 に よって広 く理 解 され て い る。

② しか し、将 来 に対 す る危機 感 に つ い ては程 度 の差 が 大 きい 。東 京等 の 中

央 情 報 に接 す る機 会 の多 い人 々(役 所 、銀 行 等)は 、強 い危 機 意 識 を持 つ

一方
、 地 元 商店 、小 規 模 事業 者 等 は弱 い意 識 であ る。

③ 地 域 経 済 の 再 活性 化 等 に つ いて 、情 報 をいか に駆 使す るか とい う視 点 は
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(表1)室 蘭地区の工業統計(1979年)

事 従 業 者 数 製 造 品 出 荷 額 等
現金給与

従業者10人以上の
有形固定資産額 竃こ 竃)

業

産 業 中 分 類
所

数

実 数

(人)

人 口

比 率

(%)

金 額

(醐)

構成比

㈲

従 業 者
1人当た り

金 額

(千円D

産業別
特 化
係 数

総 額

(醐)

年 末

現在高

(醐)

資 本

装備率

(千円)

金 額

(醐)

付加価値

生 産 性

(千円)

}1険 料 品 製 造 業
104 2202 0,832 33063 59 14797 0,529 3818 5250 2966 11305 5134

・・職 巖 響 その他の繊 1 工 工 工 工 工 工 工 工 工 工 工

21衣 服、その他の繊維製品製造業 4 46 0017 321 0.1 6973 α037 90 22 636 215 4676

22木 材、木製担i製造業(家 具 を除 く) 16 288 0,109 4190 07 14548 0,276 511 286 1198 1282 4452

23家 具 、 装 備 品 製 造 業 23 217 0,082 1190 02 5482 0,148 374 153 1323 702 3233

24バ ル ブ、紙 、紙 加工 品製 造業 5 32 0,012 279 0.0 8715 0,016 42 15 1138 90 2809

25出 版 、 印 刷 、 同 関 連 産 業 26 501 0,189 2620 0.5 5230 0141 973 498 1115 1879 3750

26化 学 工 業 9 413 0,156 9681 1.7 23441 0,210 1273 2865 7163 2829 6849

27石 油 製 品 、石炭製品製造業 5 680 0,257 193554 346 262203 6,498 2435 17586 26209 25503 37505

28ゴ ム 製 品 製 造 業 2 工 工 工 工 工 工 工 工 工 工 工

30窯 業 、土 石 製 品 製 造 業 29 1417 0,535 28153 50 19868 1,275 4113 6196 4579 11257 7944

31鉄 鋼'業 15 6730 2,542 198143 35.4 29442 4094 28230 118141 17247 78461 11658

32非 鉄 金 属 製 造 業 1 工 工 工 工 工 工 工 工 工 工 工

33金 属 製 品 製 造 業 39 1015 0,383 13634 24 13433 0,475 2406 2503 2753 3559 3506

34一 般 機 械 器 具 製 造 業 21 3721 1,405 50045 8.9 13449 1,059 13871 25250 6504 15391 4136

35電 気 機 械 器 具 製 造 業 2 1エ 工 工 工 工 工 工 工 工 工 工

36輸 送用 機 械器 具 製 造 業 22 1016 0,384 22566 4.0 22211 0,339 3699 6086 5344 5766 5675

37精 密 機 械 器 具 製 造 業 3 43 0,016 1116 0.2 25943 0,124 100 80 2296 258 6005

39そ の 他 の 製 造 業 8 63 0,024 451 0ユ 7163 0019 126 26 1133 228 3620

1合 計
335 18516 6,992 559752 100.0 29381 62252 185217 10286 158996 8587

室 蘭地 区:室 蘭 市、 登 別市 、伊 達 市、 蛇 田町

(資 料)工 業統 計表 、工業 地 区 編(57/9)



少 ない(こ こでい う情 報 は 、工 業 立 地 、 今後 の ビジネ ス等 の非 公 式 情 報 を

含 む 。)。

上 記観 点 を総 合 す る と、一 般情 報 は 個 人、 企業 行動 に 大 きな イ ンパ ク トを

与 え る もの では な く、人 的 交 流 を通 じて の 認識 過程 が重 要 で あ り、そ の 認識

が 情 報 ニ ーズ を生 み 出 す と言 え よ う。つ ま り、 中央 情報 との連 が り程 度 に よ

って 、認 識 ギ ャ ップが生 れ 、 そ の結 果 と しての"情 報格 差"が 起 る とい う考

え 方 もで きる。

以上の ように、地域 と中央 の関係 よりみた場合、表面的には情報格差は な

い ものの、その内側 を観察す るな らば、東京 とのパ イプの存在 、人脈等 に よ

る情報交流 などが前提 とな ってお り、 これ らの流れか ら離 れた人 々の 間には、

認識ギ ャップを背景に した情報格差が存在することが窺われる。
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4-5地 域 間情 報 コ ミュ ニケ ー シ ョンの将 来 イ メー ジ

前述 の よ うに、現 在 の 地域 間 の 情報 の や りと りは、 地域情 報 が 、地 方 行 政府、

事業 所 より東 京の 中央 官 庁 、本 社 、東 京業 務 セ ンタ ーに集 め られ 、 東京 で 情報

整 理 ・加 工 、海 外 情 報 が付加 され て 、地 域 へ還 流 され る、 とい うパ タ ー ンが 一

般 的 で あ る。 また 、 この東 京 での 情報 集 積 の 過程 に お い て、"人"が 介 在 し、

情報 特 定 分 野毎 の"専 門家"集 団 が形 成 され てい る。無 限 に 近 い情報 量 の なか

で 、地域 に 立地 す る事 業所 等が 求 め る情 報 ニ ーズ に合 致 させ る こ とは 、情 報 の

リス テ ィング で は意 味 をな さな い 。何 が適 切 であ るか の"判 断"と い うフ ィル

タ ー を通 して の、 選 別 さ れた 情報 が 求 め られ 、専 門家 の集 積 に は 必然性 が あ る。

さ らに 、公 式 デ ータ、雑 誌 、論文 等 以 外 の非 公 式情 報 に対 す るニ ーズ の 高 ま

りは、 す でに述 べ た とお りで あ るが 、 この種 の情報 には 、 やは り"専 門 家"が

人 的 交流 を通 じて最 も良 く精 通 して い る 。

あ る事 例 を紹 介 す る。

最 近 、 テ ク ノ ポ リス建 設構 想 が 脚光 をあ び 、 多 くの 自治 体 にお い て、 建設 計

画 の マス タ ープ ランづ くりが進行 してい る。構 想 自体 は、 地域 の ニ ーズ、 お よ

び 中央 ・地 方 政 府 の地 域 開 発政 策 の推 進 よ り具 体化 しつ つ あ る もの で あ る。 こ

こで情 報 との係 わ りとい う観点 よ り、注 目され るの は 、 この マス ター プ ランづ

くりに 参 画 す る集 団 の なか で 、東 京 の シ ンク タ ンクが 重琴 な役 割 をに な って い

る こ とで あ る。 地 域計 画 策 定 につ い て は、 もちろん 自治 体 内専 門家 もい る。 し

か し、 常 に マス タ ープ ラ ンづ くりを業務 と して い るわ け では ない 。 一方、 東京

の シ ンク タ ンク は、 常 に各 地 の地 域 計 画 に コ ミッ ト して きて お り、 ノ ウハ ウの

集 積 、 人 材 の集 積 が なされ てい る。 この シンク タ ンクの専 門 家集 団が 重 要 な役

割 を に な うこ とは 、当然 で あ る。つ ま り、 各 地域 毎 の 特 色 あ る地 域 開 発政 策 を

推進 す る"地 方 の 時代"の イ メージは 増 々増 幅 され てい くもの の、 情 報交 流 と

い う視 点 にた つ と、益 々東 京 一地 方 の情 報 パ イ プが強 くな る ことを示 唆 してい

る。

この現 在 の垂 直情 報構 造 に 、 ニ ュー メデ ィアは 、 どの よ うな イ ンパ ク トを与

え るで あ ろ うか 。情 報 流通 コス トの低 下 は、現 在 の構 造 を一層 強 化す る こ とに
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な るの か 、 別 の構造 を誘発 す る こ とに な るの か。 まず第1の ポ イ ン トは 、 公式

情 報 に つ いて で あ る。公式 情報 は現在 で も大 きな不便 な く流 通 してい る。 この

ため に、 将来 にお い て、 そ の 質 ・量 と もに充実 してい くこ とが 当然 に予 想 され

る もの の 、垂 直情 報構 造 を変 え る こ とは ない で あろ う。第2の ポ イ ン トは 、 非

公 式情 報 で あ る。 これ は不 定形 か つ"専 門 家"の 介 在 が不 可欠 で あ る特 質 を も

つ。 ま た 、今 後 一層 ニ ーズ の 高 ま りが 予 想 され る もの であ る。 この専 門家 は、

常 に 人 的 交流(各 地域 ・海 外 との)を 通 じて 、最 先端 の動 向 を フォ ローす る必

要が あ り、東 京 に集 中 しやす い 。 高度 情 報 通 信、 キ ャ ップテ ン、双 方 向 テ レ ビ

等 が 、 この専 門家 集 団 と地 域 との コ ミ ュニ ケ ー シ ョンに どの よ うな イ ンパ ク ト

を与 え るか。 この点 に 関す る将来 イ メ ージが 、今 後 の地域 間 情 報 コ ミ ュニ ケ ー

シ ョン形 態 の変化 の あ り方 の キ ーポ イ ン トに な ると思 われ る。

"専 門 家 間の コ ミュニ ケ ーシ ョ ン"お よび"専 門家 と地 域 間 の コ ミ ュニ ケ ー

シ ョン"に つ い ては、 い ま だ分 析 は少 ない の で、 簡 単 な結 論 づけ は で きな い 。

こ こでは 、 ある変化 の"き ざ し"を イ メ ー ジす るに と どめ る。

(図4-2)は 、ひ とつの イメー ジを提 出する。 東京 の専 門家(H氏)は 、A、

B地 域 の 人 材 と交流 が あ る。C地 域 の人 よりあ る作 物 の商 品化 の コ ンサ ル を依

頼 され る。 そ こで、H氏 は、 類 似 作 物 の専 門家(A地 域)と デ ザ イ ン家(B地

域)を 思 い 出 し、A・B・C地 域 間 の3者 の連携 をオ ル ガナ イ ズす る。 各 地 域

が遠 隔 地 で あれ ば 、 テ レビ会 談 で各 種 アイ デ アの総 合化 をは か る こ とが 可 能 で

あ る。 この オ ル ガナ イズ機 能 は、 従 来 よ り商 社 が、 商 品の需 要 家 と供 給 家 を結

び つけ て きた こ との一 変形 で あ る。
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A地 域

あるデ ザ インに

つ い ての専 門家

専門家

(且 氏)

＼
＼C地 域

へ

(図4-2)"専 門 家"に よ る オ ル ガ ナ イ ズ 機 構 と ニ ュ ー メデ ィア

(3)今 後 の 課題

地 域 間 情報 コ ミュニ ケ ーシ ョンに つ い て は、 その 現状 と将来 イ メ ージにつ

い て述 べ て きたが 、そ れは質 的 ロジ ックに つい て のみ の分析 で あ った。垂 直

情 報 構 造 に つ い て の数量 的把 握 、非 公 式情 報 、情 報 の 選 別 ・整理 ・加工 と コ

ミュニ ケ ー シ ョンの実体 につ いて の 一層 の分 析 が必 要 であ る。

ま た、 地域 と情報 とい う視 点 か らみ れ ば 、地域 間情 報 はそ の 一部 分 で あ り、

多 くの 部 分 は 、地 域 内情 報 コ ミュニ ケ ー シ ョンで あ る。地 域 間 に関 与 す る の

は行 政府 、 事業 所 等 の 組織体 が 中心 で ある が、 地域 内に おい ては 、一般 住 民

の関 与 が 大 きい 。

地 域 内 情報 コ ミュニ ケー シ ョンの伝 統 的 メデ ィアは 、双 方 向 の もの と して

の 電 話 、 一 方 向 の もの と して の マ ス メデ ィア であ る新 聞 ・雑 誌 ・テ レ ビ ・ラ

ジオ 等 で あ る。 これ らの利 用形 態 の なか に 、 ニ ュ ーメデ ィアに対 す る潜 在 的
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ニ ーズが あ る と思 われ る。 これ ら潜 在的 ニ ーズ とニ ューメ デ ィア との関係 を

分析 す る ことに よ って 、 ニ ュ ーメデ ィアが 与 え る イ ンパ ク トを一般 住民 の レ

ベ ル で認 識 す る こ とが で き よ う。 当然 に、 東京 ・大 阪等 の 大都 市 、 地 方都 市、

農 村 等 に お い て、 そ の あ り方 は異 な る。

われ われ の 分析 フ レームで は、 まず 東 京 住民 の情 報 への 関 与、 いわ ば't情

報 と生 活"を 分析 する こ とか ら始 めて い る。過 去 に お け る分析 例 が な く、 ゼ

ロか らの ス タ ー トで あ る ため に、 い くつ か の困難 と未整 理 な 事柄 を伴 うが 、

この東京 住 民の ケ ース と、地 方 都 市住 民 の ケ ース を対 比 させ る ことに よって、

ニ ュ ーメ デ ィアの イ ンパ ク トを探 る ことが 、今 後 の最 も大 きな課 題 で あ る。
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990年 代 の情 報 メ デ ィア
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1第5章





第5章1990年 代 の 情報 メ デ ィア

現在 、 目覚 しい勢 い で情 報 メデ ィア は高 度化 しつ つ あ るが 、1990年 代 の情

報 メデ ィア は どの よ うに変 遷 して い るで あ ろ うか 。 す で に企業 の側 か らは、 い ろ

い ろ提 案 が な され て い るが 、 消 費者 の側 か らみた 、 あ るいは 消 費者 の側 が 望 ん で

い る情 報 メデ ィアは どの よ うな ものに な るだ ろ うか 。以 下 に我 々な りに、 ない知

恵 を絞 っ てそ れ ぞ れ の メ デ ィア の将 来 を展望 して み る。
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5-1大 いな る変 換 期 に 向 けて

ニ ュー メデ ィア論 議 がか まび す しい 。 ハー ドウ ェアの発 送 は、 どの よ うに私

た ちの生 活 ス タイル を変 え る のか 、 とい うメー カーサ イ ドの型録 的 な商 品 シス

テ ム説 明か ら、 「ハ ー ドウェ アば か りあ って ソフ トウェア が ない 」とい う高見

の見 物 派 のあ りきた りの お説 教 まで、 書 店 に は 「ニ ュー メデ ィア 」の コー ナ ー

が設 置 され て 、 い くつ か の パ タ ー ン論 議 が繰 り返 され て い る。

私 た ちは変 換 期 にい る。そ れ は戦 後30数 年 間 に や って きた 社会 形 成 を変 換

スタイル
す るの か、 あ る いは近 代 とい うタイ ム で進 ん で きた道 も し くは方法 論 を変換 す

るの か、 あ るい は一 気 に個 体 の発 生 か ら意 識 の 発生 ま で を含 めた く人 類 〉 とい

う生 命 の方法 論 そ の もの を変 換 す るのか も しれ ない、 と思 え るほ どの根 本 的 な

変 換期 だ。 そ の コ ンバ ー ターが メデ ィア であ る。

変換 の プ ログ ラ ムは既 に相 当以 前 か ら準備 され て い る。人 間以 外 の生 命 た ち

の 間 で は、 コ ミュニ ケ ー シ ョ ンの た め に別段 、 道具 を使 わ ない が 、人 間 だけ は

道 具 を使 い、道 具 を進 歩 させ て きた 。 コ トバ とい う システ ムが最 初 の道 具 で あ

り、 この コ トバ をベ ース に して、各 種 の コ ミュニケ ー シ ョンの た め の道 具 を開

発 して きた 。 グ ー テ ンベル グの 印刷 革 命 には じま る私 た ちの 「コ ミュニ ケ ー シ

ョンの革 命 」は過 速 度 をつ け て20世 紀 に突 入 し、今 、私 た ちは電 気 通 信 系 メ

デ ィア とい う、 コ ミ ュニ ケ ー シ ョン革 命 の最後 の調 整 プ ログ ラム段 階 に きてい

る。 「ニ ュー メデ ィア 」とは、私 た ちの 「道 具 を使 った コ ミュニ ケー シ ョ ン 」

とい う歴史 の総 仕上 げ み た い な もの だ 。

総 仕上 げ を完 全 にお こな えば 、 次の 新 しい時 代 が 出て くる。そ れ が どの よ う

な時代 なの か は 、 ニ ュー メデ ィア社会 の 中で生 まれ育 った 子 ど もた ちに しか 見

えな い 。今 の大 人 た ちは 、 ニ ュー メデ ィア を作 る こ とだけ に 一生 懸命 な人 た ち

なわ け で、 早 く、 ニ ュー メデ ィア を使 うこ とだ け に一 生 懸 命 に なれ る世 代 が 現

われ て くれ る こ とを待 つ しか ない だ ろ う。今 の ニ ュー メデ ィア論 議 に私 が不 毛

を感 じるの は 、 ニ ュー メデ ィア を使 うこ とに は何 ん の必 然 性 も感 じて な い だ ろ

う世 代 が、 ニ ュー メ デ ィア の意 味 を空 な し く論 じて るか らだ 。 カ ラオ ケ で 自己

陶 酔 す る ぐ らい しか で きない人 た ちが、2WAYコ ミ=ニ ケー シ ョンの 道具 で、
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一体
、・何 を コ ミュニ ケ ー トす る とい うの だ 。 ニ ュー メデ ィア は、 ひ と りひ と り

の 自主的 ・自立 的 な コ ミュニ ケ ー シ ョン欲 求 が あ って、 は じめ て中央 集 権 的 な

今 の1WAYメ デ ィア を超 え る こ とが で きるわ け だけ ど、 社会 制 度(主 に企 業 社

会)の 方 が 今 の ような中央 集 権 的 な ピラ ミ ッ ド体制 で あ り続 け る限 り、 ニ ュ ー

メデ ィア とは 、社 会制 度 か ら外 れ た子 ど もた ちや学 生 の玩 具 に しか な らな いの

では ないか 。

これ か らます ます 、 ニ ュー メデ ィア を ビ ジネス と して推進 してい く当 事 者 は、

あ る ジレ ンマ に陥 ち入 って い くだ ろ う。 ニ ュー メデ ィアに よって個 人 の 自立 性

を保 証 して い くシステ ム を完 成 させ てい く ことは、 逆 に、彼 が所 属す る会 社 と

か省 庁 とい った 旧秩 序 の原 理 と背 反 してい くこ とだ か ら。 もっ と具 体 的 に言 う

ホームワーク
と、例 えば 「在 宅勤 務 」この シス テ ムが 完 成す れ ば 、通勤 とか なん とか が な く

な るわ け だけ ど、 これ は あ る意味 では 、 企 業 と社 員 との雇 用 関係 そ の もの の変

化 につ なが るわ けだ 。共 同体 的 な企 業組 織 か ら、 もっとデ ジ タル な関 係 に な る。

社員 個 々の企 業 に 対 す る貢 献 とか 各 人 の能 力 はデ ジ タル な数量に置換えが で きる

よ うに な る し、 そ うす る と企 業 は、今 の よ うなサ ラ リーマ ンの く村 〉 か ら、今
クリーランロス

でい う自由業 的 な個 人 との 契 約 に よるネ ッ トワー クの よ うな組 織(こ れ は"都

市"の 原理 に近 い)に な るの では ない か 。 も'ちうん急 激 に企 業 シス テ ムが変 化

す る わ け では ない し、"日 本 型企 業"と い う特質 もあつて事 態 は そ れ ぽ ど単 純

で は ないが 、 ニ ュー メデ ィアの進 み行 く方 向 は、 デ ジ タル な個 人 間 の ネ ヅ ドワ

ーク で あ り
、在 宅 勤務 が 完 壁 に なれ ば 、 そ れ は地 域 の物理 的 距 離 が意 味 を無 く

して 、 も しか した ら国境 を超 え て、 現在 の 各 国企 業 をベ ニ スに した 、'イン タ ー

ナ シ ョナル な人 材 の再 編 に よる国 際 企業 が乱 立 す るか もしれ ない 。(私 は 夢 物

語 に うつ と りして る わけ で は な く、 ニ ュー メデ ィアの可 能 性 を記 して るに 過 ぎ

ない 。'

在 宅勤 務 ・在 宅学 校 の 問題 は ミ今 の ニ ュー メデ ィアが進 み つ つ あ る方 向 で あ

る こ とに は違 い ない の だか ら、 これ に関 して は、 各方 面 か らの アセ ス メ ジ トが

緊急 課 題 と思 わ れ る。企 業 社会 の変 容 に つ いて は もちろん 〈 雇 用 〉 とい う概 念

そ の ものが 問 われ る。 当然 、労 働 条 件 の 問題 が でて くる。`(例 え ば家 で ケ ガ を
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した ら労 災 は ど うな るの か 、勤 務 時 間 は どうす るの か …… な どな どの具体 的問

題 が 山積 み さ れ て い る。労 働省 は 、ぜ ひ 、 ニ ュー メデ ィア時代 の 雇用 問 題 を検

討 して欲 しい)。

主 婦 の側 か らだ って 、 毎 日、亭 主 や子 ど もが家 の 中 にい て はや って られ ない、

とい う不 満 が でて くるだ ろ う。 で も、 も とも と亭 主 や子 ど もは家 の 中に い た人

だ 。 そ れ は と もか く(家 族)の 在 り方、 家族 とは何 か、 とい う本 質 的 な問題 も

再 検討 され な くて は な らないだ ろ う。

「戦 後 第 三 世 代 」とい うフ レー ズ が注 目され て きた 。戦 後 ～1949年 ま で の、

い わ ゆ る団 魂 の世 代 を 「戦後 第 一 世代 」と呼 び 、そ の後 の50年 代 に 出生 して、

70年 代 に現 実 社会 に登 場 して きた世 代 を 「戦 後 第 二世 代 」と呼 ぶ 。そ して 、

高 度 成長 の真 最 中、60年 代 に生 を受 けて 、 マ イナ ス成長 の70年 代 に学 生 時

代 を過 ご した 世 代 を 「戦 後 第三 世代 」と呼 ぶ の だ そ うだ 。

なぜ 「戦 後 第 三 世代 」が 注 目を浴 び てい るか 、 とい うと、 い よい よ、 この世

代 が 現 実 の社 会 な り企 業 な りに入 って くる時 期 に な り、80年 代 を 占 う意 味 で

も、 この世 代 の特 質 を把 握 す る必 要 が起 きて きた か らであ る。 「戦 後 第三 世 代」

は メデ ィア の世 代 で ある 。彼 らは 高 度 成長 期 に伴 うメ デ ィア家電 の 大量 生 産 と

共 に生 まれ 、 メデ ィア の質 的 多様 化 の只 中で 成長 して きた 。 旧世 代 が感 じた 、

情 報 洪 水 に よる 旧価 値観 の崩壊 感 覚 と も無 縁 に 、彼 らは生 まれ た時 か ら多様 に

散 りば め られ た情 報 化 社会 の 内部 で 自我 を形 成 して きたの だ。生 まれ た 時 か ら

家 にTVが あ った世 代 、生 まれ た時 か ら少 年 マ ガ ジ ンが あ った世 代(少 年 マ ガ

ジ ンの創刊 は1959年)彼 らは ーまさに 「メデ ィア っ子 」で あ る。 メデ ィアの

機 械 を作 る側 で は な く、使 い、楽 しむ世 代 の 、最初 が彼 ら、 「戦後 第 三 世代 」

で は な いだ ろ うか 。彼 らの行動 様 式 、 社 会観 は来 た るべ きニ ュー メデ ィア社会

の 中 で行 なわ れ る、 新 しい社 会規 範 みた い な もの を感 じさせ る 。

前章 で述 べ た よ うな、 「在 宅勤 務 」の問題 も例 え ば 、深 夜 ラ ジオ放 送 の メデ

ィア ・コ ミュ ニテ ィみ たい な型 と無 縁 で は ない だ ろ う し、TVカ メ ラに 向 って

物 怖 じ しない彼 らの態 度 は2WAYコ ミュニ ケー シ ョン時代 に は誰 もが 必要 に な

って くる。 高 度通 信 時 代 には、 ウォー クマンを付 け て デ ー トす る ぐ らい の個 人能
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力が 要 る し、TVを 付 けて ラ ジオ を聴 き なが らマ ンガ を読 ん で食 事 を す る、 と

い うよ うなマ ル チ なが ら行 為だ って必 要 に な って くるか も しれ ない の だ 。戦 後

第三 世 代 の 生 活行 動 は 良 しにつ け 悪 し きに つ け 、 ニ ュー メデ ィア時代 の一 般 人

の ス タ イル を予 感 させ る もの なの だ か ら、 ニ ュー メデ ィアの ソフ トを準 備 す る

な ら、彼 らを参 加 させ なけ れば 意 味 が な いだ ろ うと思 う。

ニ ュー メデ ィア を作 るこ とに しか興 味 の ない世 代 が 、無理 して ソフ トま で手

を伸ば そ うとす る と、 なに か 、 ろ くで もない こ とに な りは しな いか と心 配 で あ

る。 ニ ュー メデ ィアは道 具 で あ る。道 具 で あ る限 り、 使 うこ とに必然 性 の あ る

人 が上 手 に 使 え ば効果 的 な結 果 を導 び き出す こ とが で きる。 しか し、使 うこ と

に必 然 性 の ない人 が 使 うと、 レー ザ ー メス で羊 糞 を切 る よ うな こ とに な りか ね

ない。 ニ ュー メデ ィア は、 それ が真 底 か ら必 要 と感 じる人 た ちが 出て きた ら使

え る よ うに してお け ば 良い の で、今 の よ うな、 あ る意 味 では産 業 構造 の要 請 か

ら生 まれ進 め られ て きてい る部 分 か らは、 ハ ー ド的 な提案 は い く らで も出 て き

て も、 ソ フ ト的 な提 案 は 出て き よ うが な い 。 ニ ュー メ デ ィアが 、 全生 活的 な も

の をカ バー し よ うとす るの な ら、 今 とは ま った く別 な と ころ に、 ソフ トを生 み
べ　ス

出す た めの土 壌 を考 えて いか な くては な らない だ ろ う。 「戦 後 第 三 世代 」を中

心 に すえ た 、 ニ ュー メデ ィア の ソ フ トを模 索す る体 制 が必 要 で あ ろ う。
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5--2新 聞

(1)新 聞 の変 貌(そ の1)

現 代生 活 にお い て新 聞 の 占め る割合 は小 さ くない。TVそ の他 の メデ ィア

と比 した場 合 の特 徴 を以 下 に上 げ てみ た。

1

2

3

4

5

6

ポ ー タ ブル 。

速 報性(雑 誌等 に 比 して)。

社 会全 般 の 出来 事 カ タ ログ。

鳥 敵 性 。

信 頼 度 の高 さ。

宅 配 。

以 上 の よ うな特 徴 を背 景 に新 聞 は、 そ の メデ ィア と しての地 位 を守 って き

た。 しか し、 変 化 は幾 度 か あ った 。例 えば 、(日 経 等 を除い て)TV欄 が裏

一 面 に移 っ た り した。

今 後 の新 聞 にお こるで あ ろ う変化 を これ か ら考 え てみ た い 。

ま ず第 一 に考 え られ るの は、 他 の メデ ィア の 台頭 に よる相対 的 地 位 の下 降

と役 割変 化 で あ る 。

二;一 メデ ィアもし くはAV(オ ーディオ ・ビジュアル)時 代の到来が叫ばれ てい るが、

'基本的に1日 が24時 間 しか な く
、その うちの3分 の1か ら3分 の2は 睡眠や仕事に

費や されて しま う。 となれば、 メデ ィアの数が増 え た だけ 個 々の メデ ィアへ の 時

間配 分 は減 少 して くる。勿 論 、 新 聞 だけ が唯 一 の例外 とい う ことは ない。 そ

こで問 題 とな って くるの は 、多 くの メデ ィアの位置 づけ=役 割 とそ れ を知 ら

せ る メデ ィア で あ る。

す で に、TVや ラ ジオ が 登場 した時 か ら、我 々は暗黙 の う ちにそ れ ぞ れ の

メデ ィアの果 す べ き役割 を時 間 をか け て定 め て きた 。 それ と同 様 の こ とが ま

た起 こる。 今 度 は、 よ り大 規模 に、 メデ ィア が水平 分 業 され て ゆ くの であ る。

新 聞 が そ の水 平 分業 の 中 で 占め る役 割 は、 あ る程度 、現 在 の 動 向等 か ら推

測 す る こ とが で きる。新 聞 は 、 端 的 に いえ ぱ、 メデ ィア ・カタ ログ となる。

(あ る意味 で、す でに新聞 は社会 の カタ ログで あ る。)社 会の中で メデ ィアの 占め
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る部 分 が増 加 す れ ば 当然 、 新 聞 に もメデ ィア に関す る部 分 が増 加 す るはず で

あ る 。

そ れ は、 例 えば 、TV欄 の よ うな各種 メデ ィアの案 内欄 が増 えて くる とい

うこ とで あ る 。

そ の次 に考 え られ る変 化 は物 理 的 な もの で あ る。

新 聞の電 子 化 で ある 。

それ は 、 まず 、 フ ァク シ ミリ等 に よる電送 化 か らは じま る と思 われ る。(た

だ し、 これ に は、 新 聞代 理 店 の 問題 等 社会 的 背景 が むず か しい 。)さ らに進

ん だ場 合 、新 聞 の複 合化 が考 え られ る。電 送新 聞 で あ るな らば、 な に も、必

ず 同 じ新 聞 社 の もので ワ ン セ ッ トそ ろえ なけ れ ば な らない 必 要 は ない わけ で、

必 要 に応 じて、経 済 面 は 日経 、政 治 は朝 日とい うふ うに選 ぶ こ と も可 能 に な

るで あろ う。

② 第 二 の変貌 一 新 聞 の 消 え る 日 一

世 は ま さ にAV(オ ーデ ィオ ・ビ ジュアル)時 代 で あ り、 紙 の メデ ィアに

もビ ジ ュアル な もの が増 え て きて い る。 さ らに 、ア ミュー ズ メ ン ト感覚 の も

のが 各種 メデ ィアで好 まれ 、 幅 を きかす よ うにな って きて い る。 この波 が 新

聞 に も押 し よせ て くる。 そ れ は 、 メデ ィア ・カ タ ログ化 につ づ く新 聞 の 内容

の変 貌 であ る。

さ らに 、物 理 的 変貌 がそ れ に追 い打 ちをか け る。す なわ ち 、紙 が 、他 の媒

体 一 例 え ば、 液 晶 パ ネ ルデ ィス プ レイ等 に敗 れ る時 であ る。

そ の時 、新 聞 は 、パ ネ ル デ ィス プレイに な り、(パ ネル と タ ッチ セ ンサ ー

一体 型)タ ッチ セ ンサ ーに よ り頁 を め くり、記 事 を あ さ る ように な る。 必要

に 応 じて 、 よ りくわ しい 内容 を新 聞 社 のデ ー タベ ー スに ア ク セ ス して 表示 さ

せ た り、 あ るい は、 他 の メデ ィア 自体 をたの しむ こ とので きる複 合 メ デ ィア

ス テ ー シ ョンに変 貌す る。

内容 が 、 メデ ィア ・カタ ログ、 そ して 、 ア ミュー ズ メ ン ト感覚 に ウエイ ト

を(勿 論 全 て で は な い 。)お く よ うに な り、 紙 の 媒 体 を 捨 て さ り、ラ
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ンダ ム に各種 メ デ ィア や デ ー タベ ー ス にア クセ ス で きる よ うに なっ た と き果

た して、 人 は 、そ れ をあ え て新 聞 と呼 ぶ の で あろ うか 。

そ れ と も、 そ の時 、新 聞は 、媒 体 では な く、情 報 の体 系=シ ス テ ムの 名 に

変 わ る の で あろ うか 。
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5-5雑 誌 ・書 籍

現 在 、私 達 が 「書籍 」 と言 っ てい る もの に は 、そ の 目的 に応 じ、 内容 の異 な

る もの が色 々あれ こそ す れ 、そ の形 態 は一 様 で あ る。 なぜ これ だ け マス メデ ィ

アの 媒 体 と しての映 像 とい う もの が 身近 に感 じ られ る ように な った昨 今 で も、

私 達 が書 籍 に対 して並 々な らぬ執着 心 を持 って い るの だ ろ う。そ の 要 因 と して

は、 まず ど こに で も持 ち運 びが 可能 で あ る。 目に よって確認 が 出来 、不 動 の も

の で あ る。 美 的観 点 か ら鑑 賞 で き る。 他 の メデ ィアに較 べ 、安 価 で あ る。 とい

った こ とか らであ ろ う。た だ し、 これ は 、 書籍 が 持 ち うる優 れ た 点 の み を羅 列

した だけ で あ るか ら、 そ の反 面 、 まだ まだ改 良 され る 。い や され るべ き こ とが

沢 山 あ る。 例え ば 、持 ち運 び が 可能 で あ る とい うこ とであ るが 、 これ は運 ぶ こ

とが 出来 る と同時 に、そ れ を保 持 す る場 所 が 必 要 だ とい うこ とで あ っ て、 読 書

家 で あれ ば 、 そ の保 存 す る場 所 もまま な らない状 態 が 、起 こ りうる の であ る。

特 に 、 日本 に於 い て は、 各 々の 家 屋 の狭 さ に較 べ 、書 籍は 氾濫 してい る ように

思 う。蔵 書 がふ え る 一方 、 それ を処分 して いか な くて は いけ な くな る事 態 は 、

大 部 分の 人 は経験 済 みで あ る。 又、 愛蔵 書 と して大 切 に してい て も、 年 月の 経

つ 内に は、 外 部か らの刺 激 、例 え ば、 日光 、 虫 くい、移 動 な どに よって 、保 存

が うま く出来 ない こと もあ る。そ の上 、 地 球上 の資 源 が乏 し くな って い く地 球

では 、材 料 で ある パ ル プ、 イ ン ク等 の コス ト ・ア ップの問題 は、 これ まで の書

籍 は安 価 で ある とい った こ とを覆 す で あ ろ う。 こ うい った物 理 的 な 面 を カ バ ー

で きる要 素 を、 これ か ら書籍 は持 た ざる を得 ない 。 今 や若 者 に と って 、流 行 か

ら不 可 欠 な ものに な りつ つ あ る ウォー ク マ ン は、 そ の ハ ンデ ィー さが売 り もの

で あ る あの小 型 機 械 で、 い つ で も、 どこ で も、 自分 の好 きな音楽 が楽 しめ る 。

それ も内蔵 され るカ セ ッ トテ ー プに は 、何 枝 分 か の レコー ドの録 音 が可 能 で あ

り、そ の テ ー プは安 価 で ある 。一昔 前 の こと を考 え る と、 大変 な進 歩 で あ る。

書籍 は ど う して この様 で あ っては いけ な いの だ ろ う。 ウ ォー ク マ ン と同 じ様 に、

器 と中味 と で構 成 さ れ、 しか もそ の 中味 の デ ー ター の内蔵量 が莫 大 で あれ ば 、

物理 的 な問 題 は 、 一挙 に解 決 され る 。一 人 一冊 の時 代 が、や って くる 。

本 とい う器 に 内蔵 され る もの に関 して は 、私 達 の 心理 的欲 求 が 加味 され るべ
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きで あ る。例 え ば 、 ハ ウ ・ツー もの で あれば 、 雰 囲気 を盛 りあ げ るべ くバ ック

グ ラウ ン ド・ ミュー ジ ック を流 した り、特 に、 料理 の本 であ れ ば 、 に お いを加

え られ た ら最 高 で あ る。児童 向 け の物 語 であ れば 、立 体 的 な映 像 が話 しか け て

くる本 は ど うだ ろ う。そ して 、話 しか け る声 が家 族 の もの で あれ ば 、 なお 良 い。

これ らの共 通 点 は根 底 に、 視 覚 を始 め とす る他 の感覚(聴 覚 ・臭 覚 等)に 大 き

く訴 え ると い うこ とで ある。 つ ま り、情 報過 多 の現 在 、読 者 の傾 向 と して 、 ビ

ジ ュア ル な もの が うけ て い る。 これ は、 文字 を通 して想 像 、理 解 す る よ りも、

視 覚 に よっ て直 接理 解 す る。時 間 のか か らない 方法 が好 まれ てい るか らだ ろ う。

無 論 、全 部 が 全 部 、 これ では良 くない の だ ろ うが、 多 す ぎる情 報 を、 うま く処'

理 す る一 つ の方 法 で あ る。 必要 に応 じて 、 キー ボー ドな どに指示 す るだ けで 、

色 々な こ とを答 え て くれ る辞 典 、 読 者へ の 公 平 なサ ー ビス を考え る な ら、 目の

見 え な い人 に は点 字 で、 外 国人 に は 、母 国 語 で 表 示 し た い 。書 籍 は、現 在 の

テ レ ビの 持つ 一 方的 なマス ・コ ミュ ニケ ー シ ョンの メ デ ィア であ って は な らな

い 。主 導 権 は読 者 が 持 ち 、すべ て を決 め る。読 む 読 ま ない の選択 か ら、 どの よ

うに活 動 して い くか も決 め る。将 来 は、 この書 籍 とい うメデ ィアが 、 現在 の就

職 情 報誌 、 ガイ ド誌 、新 聞 の投 書欄 等 を もっ と もっ と身近 に した よ うな形 態 を

と り・ 一音吻 人 達 で な ぐ・ 多 くの建 を対 象 に した メデ ・ア とな るで あろ う・

そ こで は、 一 人 一人 が 自分 を主 張 出 来 る し、 自分 と同 じ 目的 を持 つ人 と情 報 交

換 も 出来 る.から、 い つ も社 会 に参 加 して い るの だ とい う充 足感 を与 え る。

今 日の コ ン ピュー ター に お け るテ ク ノ ロ ジー の進 歩 は 、 目覚 しい 。 この助 け

をか りる こ とが 出来 れば 、 私達 の 書 籍へ の概 念 は 、限 りな く広が るだ ろ う。例

え ば、 パ ー ソナル ・コ ンピ ュー タを始 め とす る家庭 用 端末 機 器 を通 レて 、個 人

の意 見 ・集 会 の連 絡 とい った こ とを地 域 、 あ るい は専 門 の機 関 に情 報 伝 達 し、

そ の機 関 に よって一 つの ま とま っ た情 報 誌 を作 成 す るこ とが、容 易 とな る。 こ

れ は 、雑 誌 ・書 籍 が、 出版 社あ るい は、 編集 者 の ね らい に よ り一 方 的 に情 報 を

提供 す る もの であ るとい う概 念 を くつ がえ し、 読 者側 か らの情 報 伝達 を主 体 と

した 、 よ り高 次 の情 報 メデ ィアへ と変 化 して い くこ とを示 してい る。

こ う した動 きは 、雑 誌 、 書籍 とい う情 報 メデ ィア を提 供 す る側 と、 そ の情 報

一86一



メデ ィアに 接 す る読 者 との相互 の働 きか けに よ り、新 た な形へ と変 化 して い く

で あ ろ う。
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5--4映 画

映像 文 化 の世 界 を映 画産 業 が 独 走 してい た頃 は、 地域 社 会 の唯 一 の娯 楽 施 設

と して映 画館 が あ り、盛況 を博 して いた もの であ る。そ の数 は 全 国 で お よそ

8,000軒 ほ どあ った。 日常 音 だ け の世 界 の ラ ジオに接 して い る人 々に と って、

ス ク リー ンに繰 り広げ られ る映 像 の世 界 に驚愕 とと もに魅せ られ と りこに な っ

た もの で ある 。

と ころ が 、 テ レビの出現 とそ の 目覚 しい普 及 に よ り人 々は映 画 館 か ら足が 遠

の くよ うに な った 。映像 伝 達 の媒 体の 主 力が 映画 か らテ レ ビへ と移 り変 っ たの

で あ る。 しか も、映 画 館 で上 映 され た もの が1年 後 ぐ らい に はテ レ ビで放 映 さ

れ る。映 画 館 の狭 い座 り心 地 の 悪 い椅 子 に長 時 間 も釘付 け に され ない で 、 お茶

の 間で ゆ った り と くつ ろ ぎなが ら映 画館 で上 映 され た映 画が 観 れ るの で あ る。

これ に よ ります ます映 画 館離 れ に拍 車 をか け る ことに なる。映 画 館 の数 も今 で

は都 市 を 中心 と して おお よそ2,000軒 を数 え るに す ぎない 。

しか し、映 画 産 業そ の もの はテ レ ビ用 映 画 の製 作 もあ って 完全 に斜 陽 化 した

わ け では な い し、 ま た、映 画 をテ レ ビで観 る ように なっ たの で人 々は映 画離 れ

を した の で は な く、 あ くま で も映 画館 離 れ を した にす ぎない 。 しか も最 近 また

都 市 に お け る若 い人 々の 関心 が 映 画 館へ と向い つつ ある 。テ レ ビで 観 る映 画 は、

声 をふ きかえ た リカ ッ トやCMで ズ タズ タ に されて い る。加 え て映 画 の 選定 範

囲 は ご く狭 い 。や は り映 画 は劇 場 の70nnの ワイ ドス ク リー ンで観 る方 が迫 力

感や 没入 の 度合 が テ レ ビで観 るの とは 比 べ もの に な らない もの が あ る。

で は 、将 来 の映 画産 業 は どの よ うに変 わ るで あ ろ うか 。映 画制 作 は 、テ レ ビ

技 術す なわ ち ビデオ を使 用す る こ とに な るで あ ろ う。現 在 の テ レ ビを使 用 して

の映画 制作 は機 能 が十 分 で は な く画 像 の精 細 度 が不 足 の ため よい映 画 は 出来 な

いが、現在 開発が進め られ てい る高 品位 テ レビを使 用す る と鮮 明 で美 しい カ ラー画

像 を ワ イ ドで大 き な画面 と して再 生 し、35ntvzフ ィル ム を使 用 して従 来 の70

㎜ 映 画 相 当 の映 画 が で きる。 この 場合 映 画の ロケー シ ョン は、 フ ィル ム カ メ ラ

の代 わ りにテ レ ビカ メラ で撮 影 し、 画 像 の情 報 は テ レ ビ信 号 と してVTRで ビデ

オ テ ー プ上 に記 録 され る。 映 画 監 督 は、 テ レ ビ番組 を作 るの と同 じ方 法 で 、 テ
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1

レ ビモ ニ ター に映 し出 され る画 像 を見 なが ら編集 し、映画 を作 る。 ま た従 来 の

よ うに 、編集 に フ ィル ム を使 用 しない た め フ ィル ム の 消費量 が少 く、 修 正 ・編

集作 業 の ロー コス ト化 と と もに非 常 に安 価 で映 画 が制 作で きるの で あ る。そ し

て編 集 され た ビデ オ 信 号 は 、最 後 に レー ザ ビーム録 画 機 を使用 して フ ィル ム に

記録 され 、映 画 フ ィル ム と して分配 、配 布 され る。 さ らに精 細 度 の 高 い 大形 サ

イ ズの 高品位 テ レ ビ用 の デ ィス プ レイ が 開発 され る と映 画 は もは や フ ィル ムで

配布 され るの では な く高 品位 テ レ ビ信 号 と して分配 され る こ とに な る であ ろ う。

映 画 館は20～30人 用 の ミニ映 画劇 場 とな りそ こには 、 ス ク リー ンの 変 わ

りに大 形 サ イ ズの 高 品位 テ レ ビ用 デ ィス プ レイが設 置 され 、 ビデオ 編 集 され た

映 画 プ ログ ラ ムは衛 星 や光 フ ァイバ ーで 直 接 テ レ ビの デ ィス プ レイ上 に 映 し出

され る 。映 写設 備 は簡 単 で映 写 技 師 は不 要 とな り操 作 は誰 ぞ もで き るの で 、 ミ

ニ劇場 の経 営 者 は喫 茶 店 や ク ラブの経 営 者 の 副業 とな るであ ろ う。

床 に じゅ うたん を敷 きつ めた 部 屋 で 、 あ る者 は ク ッシ ョンの良 い ソ フ ァー に

腰か け手 に は ウ ィス キ ー グ ラス を持 ち な が ら、 ま た あ る者 は 直接 じゅ うたん の

上 に足 を投 げ 出 しコー ヒー を飲 み なが らとい う ように 皆、 思い 思 い に ゆ った り

と くつ ろ ぎな が ら、ア メ リカか ら衛 星 で 直接送 られ て来 た映 画 を観 て い る。 こ

うい っ た ミニ劇 場 が チ ェー ン店形 式 で全 国 い た る所 に広 が り、地 域 社 会 の コ ミ

ュニ ケ ー シ ョンの場 と して も役 立 つ で あ ろ う。

高 品位 テ レ ビは、 現在NHK、 寛 々公 社 等が 中心 となって研 究 、 開発 が 進 め ら

れ てお り、さ らに大形 サ イ ズ の高 品位 テ レ ビ用の デ ィスプ レイ も近 い 将 来 開発

され る で あ ろ う。 これ らの シ ス テム を映 画 産 業が 導入 した時か ら、映 画 は飛 躍

的 な新 しい 局 面の 展 開 をみせ る こ とに'なる であろ う。そ して 、そ の 日が 来 るの

もそ う遠 くは ない 。
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5--5電 子 メー ル ・フ ァク シ ミ リ ・手紙

電子 メー ル ・フ ァク シ ミ リ ・手 紙 とい った メデ ィアは 、主 と して文 章情 報 、

図 形情 報 を 、紙 とい う物 理 的 な媒 体 をなん らか の形 で経 由 して伝 え る もので あ

る。

最近 の 我 々の生 活 をふ り返 って 見 る と、手 紙 を書 くとい うチ ャ ンス は非 常 に

少 な くな っ てお り、 大 半 の 用件 は 電 話 で済 ま せ て しま う傾 向が 強 い 。 また受 取

る手紙 の 大 半 は 、 ダ イ レ ク トメール や宣 伝 用 の パ ン フ レ ッ トであ る。先 日 ラジ

オ で数 人 の 高 校生 に ラブ レー タ を書 かせ て 、 そ の 内容 を批 評 しあ うとい う番 組

を放送 して い た が 、 かれ らの ラブ レ ター に共 通す る一 番 の特 徴 は 、そ の文 体 が

口語体 で あ る、 とい う こと であ る。 か れ らが大 人 に な る頃 に は、 さ らに電話 が

一般 的 に な り
、手 紙 の 内容 も口語 体 に なって い くであ ろ う。

一 方 ビジ ネス の生 活で は
、書 類 、 図 面 とい った情 報 媒 体 が必 需 品 で ある ため、

ファク シ ミ リは オ フ ィス ・オ ー トメー シ ョン(OA)を 実 現 して い く上 で大 きな

武 器 の一 つ に 挙 げ られ て い る。書 類 や 図 面 とい った媒 体 は 、家 庭 内 で も重要 な

地位 を 占め てい て 、今 後 この 地位 が 変 わ ると も思 え な い。 この よ うに考 え て く

る と、 文章 情 報 、 図形 情 報 とい うもの は 、社 会生 活 を営 む 上 では きわ め て重 要

な情 報 で ある もの の、 個 人 の余 暇 的 な生 活の 中 で はそ の 地位 を他 の情 報 メデ ィ

ア に押 され て い る、 とい うこ とに な ろ う。 しか らば電子 メール ・フ ァク シ ミ リ

・手紙 の将 来 は どの よ うに な るで あ ろ うか 。

技 術 的 に見 るな らば 、 現 在 売 り出 され て い る フ ァク シ ミ リとい う製 品 は、 近

い将 来 複 合 化 した シ ステ ムの一 部 に組 み込 まれ 、 そ の機 能 の一 部 とい った形 に

な るで あ ろ う。 す なわ ち家庭 内 の文 章情 報、 図形 情 報 を プ リン トア ウ トす る プ

リン タが、 通 信 回線 を経 由 して伝 え られ た情 報 をプ リン トす る時 、現在 フ ァク

シ ミ リが果 してい る機 能 を行 った 、 とい うこ とに なろ う。

伝 え られ る情 報 の 内容 は 、 どうな るで あろ うか 。現 在 我 々が 家庭 内 に伝 え ら

れ て い る文 章 情 報 、 図形 情 報 の 中 で、新 聞、雑 誌 の一 部 、 本 の一 部 、 ダ イ レク

トメー ル 、パ ンフ レ ッ ト、 広告 、 回覧板 、都 ・区か らの通 知 な どはす べ て この

新 しい機 能 を経 由 して伝 え られ る ことに なろ う。
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手 紙 も電 子 メー ル と して 、新 しい 媒体 を経 由 して 伝え られ 、本 当 の 肉筆 を相

手 に手 渡 した い とか 、香水 を しみ込 ませ た 便 箋 を手 渡 した い とい った よ り積極

的 な理 由の あ る場 合 の み が、 現在 の 手紙 の シス テ ム を使 うとい う こ とに な ろ う。

もっ と もこの場 合 、時 間的 に か な り遅 れ る こ と を覚 悟 しなけ れ ば な らな くな ろ

う。

二 方 で新 しい使 い 方 も色 々 と考 え 出 され るで あ ろ う
。

例 え ば教 育面 で は 、学 校 と家庭 を流 れ る情 報 が これ らの メデ ィア を経 由す る

こ とに よっ て、通 学 す る 日が減 り在 宅 教 育 の 日が 増 え て い くか も知 れ な い 。 ま

た夏休 み 中 の連 絡 、宿 題 の 発受 信 な どが 行 われ 、子 供連 を嘆 か せ るか も知 れ な

い。

余暇 とい った 面 で は 、 これ らの メデ ィア を使 え ば ま たい ろ い ろ と楽 しい こ と

が起 こ る で あろ う。例 え ば 、何 月何 日何時 に ジ ョギ ング を します ので 、 暇 な方

は集 ま って下 さい 、 とあ る地 域 の人達 に情 報 を送 っ てお く。そ して 当 日そ こに

行 って み る と、 同好 の 士 が始 め て 出逢 って 知 り合 い に な る、 とい っ た交遊 の 輪

を広 げ て い く手 段 と して使 え るの では なか ろ うか 。

また あ る テ ー マ を通知 して 、 その テ ー マにそ った 同人雑 誌 を作 る、 とか句 集

を作 る同窓 会 誌 を作 る とい った遊 びが 、 この メデ ィア を使 うこ とに よって よ り

簡 単 に なる。 従 来 な ら同 じ時 間 に集 ま らない とな か なか で きなか った 事 が 、可

能 とな って い くだ ろ う。

この よ うな結果 、従 来情 報の 作成 ・加工 と伝 達 を職 業 と してい た人 達 とそ の

産物 で あ った新 聞 、雑 誌 、本 どい っ た もの は、 プ ロの ものは プ ロの もの と して

残 る ものの 、そ れ を上 回 る猛 烈 な数 の 素 人版 、特定 地 域 版 、特 定趣 味 版 の 印 刷

物 に 圧 倒 され て い くの では ない だ ろ うか 。そ して それ を支え るの が、 電 子 メ ー

ル ・フ ァク シ ミエリに代 表 され る メデ ィアが そ の機 能 とい うことに な る であ ろ う。
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5-6ビ デ オデ ィス ク

ニ ュー メデ ィア と呼 ばれ る、数 々の情 報 媒体 が登 場 してい る今 、技 術 的 に も

か な り高 度 な レベ ル に あ る ビデ オデ ィス ク は、 約20年 程 前か らそ の 研究 が 開

始 され た 。

デ ビ ュー当初 は、映 像 情 報 を扱 え る メ デ ィアの1つ として注 目を あび た もの

の、機 種 間に互 換 性 が ない こ と、録 音 録 画 がで きない こ と、 ビデ オ デ ッキに く

らべ メ リッ トが少 ない こ とが 反映 して、 今 一 つ、 製 品 と して の主張 に欠 けた も

の と見 な され て しま って い る。

しか し、映 像 を ラ ンダ ム ・ア クセ ス で きる点 と情 報 の高集 積 度 とい う点 で は

他 に類 例 を見 ない メデ ィア で あ り、今後 、録 音録 画機 能 が 追 加 され る こ とを考

え れば 、 ニ ュー メデ ィア と して の資 質 は 十分 兼 ね備 え て い る。

そ こで以 下 で は、 どの様 な使 い方 をす れ ば 、 ビデ オデ ィス クの持 つ 良 さ を引

き出 し、情 報 メデ ィア と して 魅 力 の あ る ものに で きるか考 え てみ た い 。

ここ数 年 でか な り普 及 した情 報 メデ ィアに携 帯 用 カ セ ッ トデ ッキ とク レ ジ ッ

トカー ドが あ る。 いつ で も どこで も良質 の音楽 を楽 しめ る手軽 さ、 ふ と ころ具

合 を気 にせ ず 買 物が で きる便 利 さが 社会 の ニー ズに マ ッチ した もの 。 ま た 、最

近 では カー ドに よ る電 話 利用 も始 ま って きてお り、小銭 の心 配 な く電 話 をか け

られ る様 に な って きた 。 こ うい った便 利 な携 帯 品は 、今 後 もま す ます 増 え て い

くであ ろ うが 、ほ ん とに便利 に なる と言 え る だ ろ うか 。

今 で も 日常 、 か な りた くさん の携 帯品 を身 につ けて い る。 出勤 時 な ら定 期 、

回数 券 、小 銭 。車 に乗 る な ら運 転 免 許書 。仕 事に 欠か せ ない 名刺 。そ の他 、 ク

レ ジ ッ トカー ド、 キ ャ ッシ ュカー ドの類 。そ して鍵 と財 布 。 これ でけ っ こ うポ

ケ ッ トはふ く らむ 。 そ うい った ものが各 用途 毎 に どん どん 増 え て くる と なる と、

便 利 とばか り も言 ってお られ ず 、 む しろめん ど うな こ とに な る。

そ こで、携 帯用 ビデ オ デ ィス ク1枚 に これ ら全 部 をい れ て しま うの は ど うだ

ろ うか 。大 きさ は 、今 の薄 型 ポ ケ ッ ト電 卓位 に お さめ られれ ば よい 。

財 布 が わ りに使 うに は 、 まず デ ィス クを ポケ ッ トに入 れ 、 キ ャ ッシ ュコ ー ナ

ー に 出向 く。デ ィス クを セ ッ トし、 引 き出 し金額 を入 力 し、親 指 を指紋 判 読 パ
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ネ ル に押 しつ け る。 コ ン ピ ュー タは 、デ ィスク に入 ってい る指紋 と照 合 し、 口

座番 号 を読 み と って 、預 金 をデ ィスク に お とす 。 これ で買物 は小 さ なデ ィス ク

1枚 で事 足 りる。 又 、落 して も指紋 が入 って い るか ら悪 用 され る心配 もな い 。

そ の他 、ふ だん 使 わ な くと も持 っ てい れ ば便利 な もの 、保 険書 、住 民 票 な ど な

ど、デ ィス ク入れ た い もの に は事 欠 か な い 。また 、 写真 イ メー ジで記憶 で きる

か ら、 現 業務 に与 え るイ ンパ ク トも少 な くてす む。

携 帯 す る ビデ オ デ ィス クは 、 直経5cm程 度 の うす いデ ィス ク とそれ を 包 む ケ

ー ス位 で十 分 で
、読 み書 きは各 用 途毎 、窓 口に読 み書 きで きる装 置が あれ ば よ

い 。 これ に携 帯 用 ビデ オデ ィス ク ・カメ ラが で きれ ば さ らに用 途 が広 ま る。 そ

うなれ ば実 用 的工 夫 ば か りで な く、生 活 の楽 しみ のた め に も使 い た い 。 よ く卓

上 ガ ラス の下 に家 族 の写真 を入 れ てい るの を見 かけ るが 、 デ ィス クに 何 故 か 写

して お いて 、出勤 時 、卓 上投 影機 に セ ッ トしてお き、 日に よ って変 え た り して

楽 しん だ り、女 性 な らば 、一 度 切 って気 に入 った髪 型 を写 してお い て 、美容 師

に デ ィス ク を渡 して そ の とお リセ ッ トして も ら う、 な どとい う使 い方 も個 々人

工夫 次 第 だ。

こ うして個 人 に関 す る種 々雑 多 の情 報 を1枚 の携 帯 用 ビデ オデ ィス クに して

身につ け る ことが で きれ ば 、生 活 の一 部 と して ビデオ デ ィス ク を活 用 、 楽 しむ

こ とが で きるに ちが い ない 。

それ では 次に 、 商 用 ビデオ デ ィス クに は 、 どの様 な サー ビ ス を期 待 す るか 。

利用 す る側 に立 ってみ れ ば 、映 像 処 理 が で き る情 報 メデ ィア とい う点 で 、 見

た 方 が は るか に購入 、利 用 しや す く、か つ簡 単 に は見 れ ない もの がそ の対 象 と

な る こ とを望 む 。

た とえば住 宅情 報 。そ の多 くは まだ 活字 情報 がほ とん どで ある し、 写 真 が 出

ていて も、一 側 面 に しか す ぎず、 回 りの環 境 と もな る と、想 像す る しか ない 。

結 局 は、数 ケ所 あ た りをつ け て足 を運 ぶ とい った 、か な り冒 険的 な買 い 方 しか

で きな い。そ の 点 、 ビデ オデ ィス クの効 果 は大 きい 。利 用者 は居 なが らに して、

住宅 そ の もの や 、回 りの環 境 を少 ない 時 間 で数 多 く 「目で 見 る 」こ とが で きる。

そ うなれ ば、今 よ りもは るか に楽 で安 心 した購 入 をはか るこ とが で きる 。 こ う
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い っ た映 像 情 報 が 必 要 とされ るサ ー ビス分 野 は 他 に 、旅 行 先 や宿 泊施 設 の選 択、

映 画 館 、美 術 館 の催 し物 情 報 あるい は 、料 理 、 フ ァツシ ョツ の 日常 生 活情 報 な

ど多岐 にわ た るわ け だ が、 多 くは今 だ、現 物 と活字 を うめ る メデ ィア を持 ち得

ない で い る以 上 、 ビデオ デ ィス ク に よ る映 像 情 報 サ ー ビスが この ギ ャ ップを補

い 、 よ り豊 富 な選 択 性 を我 々 に もた らして くれ る こ とを期待 した い。
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5-7テ レビ電 話

(1)テ レ ビ電 話 の現状

テ レ ビ電 話 の ア イデ アは 、 か な り昔か らあ る。特 に ア メ リ カ に お い ては

1970年 代 は じめに 、 ビ デオ ホー ン と して 、 ベル研 究 所 を中心 に 検討 が行

わ れ 、導 入 の一 歩手 前 ま で到達 して いた 。 しか しなが ら、 ユ ーザ ー ニ ー ズ の

不足 、 利用 す る際の 心理 的 プ レ ッシ ャー、 す な わ ち、相手 の顔 を見 な が ら電

話 で話 が で きる と同時 に 、 自分 の顔 、姿 が 相手 に も見 られ るた め 、 プ ライ バ

シ ー等 の面 で 制約 が大 き く、結 局、 日の 目を見 ず に開発 は 中止 され て しま っ

た。

そ の後 、衛 星通 信 、光 フ ァイ バー 等 の進 歩 に よ り、技術 的 には 、 益 々、 テ

レ ビ電 話 の実 用化 は簡 単 に なって い るが 、実 際 に布 設 され 使 用 され るの は 、

博 覧 会 や電 話 展示 セ ン タ ー、見 本 市 、シ ョー等 に おいて だ け で あ り、 そ れ も、

そ の イベ ン トが終 わ る と撤去 され て しま うの が現 状 であ る。 す なわ ち 、 テ レ

ビ電 話 の普 及は 、技術 的 問題 よ り も、ニ ー ズ 面が 大 きな問題 で ある と言 え よ

う。'

② テ レ ビ電 話 の利 用方 法

テ レ ビ電 話 は、 相手 の顔 を見 な が ら話 がで き る とい う こ とに最 大 の特 徴 が

あ り、"面 談"と"電 話"の 中間 に位置 づ け られ る メデ ィア と考 え られ よ う。

実 際 に会 うに は、遠 す ぎる し、電 話 だ け で は物 足 りな い とい う場 合 に うって

つ けの コ ミュニ ケ ー シ ョン手 段 で ある 。

また 、使 い 方 に よって は大 変 すば らしい ものに な る可能 性 を秘 め て お り、

テ レ ビ、 ラ ジオ、 新 聞 、雑 誌 等 、一 方通行 の メデ ィアが 多い 今 日、 テ レ ビ電

話 の もって いる 、画 像 プ ラス音 声の 双 方 向性 は 、 今後の 情 報 化 社 会 を担 う一

つの柱 に な る と も考え られ る。

特 に、 従来 、 テ レ ビ電 話 が 社 会に 受け 入 れ られ なか った 理 由 の背 景 には 、

・今 ま での 大人 が
、 いわ ゆ る古 い 人 で あ り彼 らに とって、 コ ン ピ ュー タや テ レ

ビ画 像等 が 画期 的 な もの で、 そ れ らに な じむ こ とに か な りの努 力 を要 す る状
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況 が あ った と も思 わ れ る。 しか しなが ら、 戦 後 生 まれ 、 さ らに はテ レ ビっ子

世 代 が 、成長 して 、社 会 の 中核 を構 成す る今 後 は、 テ レ ビ電話 に対 す る心 理

的 制 約 は薄 れ て い って しま うの で は な いだ ろ うか 。 ま た、 それ らの世 代 の大

人、 子供 が 、 も し、テ レ ビ電話 を与 え られ た場 合 、 過去 の 人 間で は とて も考

え られ ない よ うな 、独創 的 な、奇抜 な、 ま た 、楽 しい利 用 方法 をあ み 出す の

では ないか と思 わ れ る。そ の い くつか の例 をあ げ てみ よう。

① 個 人 テ レ ビ局

テ レ ビ電 話 に 同報 通信 機能 を付 加 し、onetomanyの 通 信 を行 い 小規模

テ レ ビ局 の よ う な形 態 を作 る 。た とえば 、 あ る子 供 の グ ルー プに お い て、

そ の 中心 メ ンバ ーで 人 気者 、役 者 の 才 能の あ る素人 タ レ ン トが 、 自分 の テ

レ ビ電 話 の 前 で トー ク シ ョー的 な もの をや り、そ れ を複 数の 友だ ちが 同時

に テ レ ビ電 話 を通 じて 見 る。 これ は 、 自分 の仲 間 が テ レ ビの 人 気者 と同 じ

よ うに画 面に 出 て きて 、 しか も、会 話 も可 能で あ り、現 代の 風潮 に合 った

もので あ り夢 もあ る もの で あ る。

② テ レビ フ ァク シ ミ リ

これは 、 フ ァク シ ミ リの 動 画版 の ような もの で あ り、 当然 、単純 な テ レ

ビ電 話単 体 の ほ かに 、VTR機 能 も付加 す る必 要 は あ る。 これ がで き る と、

家庭 ホ ー ム ビデ オ と ドソキン グ し、 孫 、子 の 様 子 をVTRに と り、 そ れ を

田 舎 のお じい ち ゃん 、 お ば あ ちゃん に 即座 に送れ る こ とが可 能 で あ る。

(例 え ば運 動会 や演 芸 会の 様子)

③ テ レビデ ー タ通 信

これ は 、 テ レ ビ電 話に ミニ コン ピ ュー タの機 能 を付加 し、 あ る子 供 が 自

分 で、TVゲ ー ムの プ ログ ラム をつ くり、そ れ を友 人 の テ レ ビ画 面 に写 し、

友人 に や って も らった り、 一 緒に 楽 しん だ りす る もので あ る。

この ほか 、例 をあげ れば き りが ない が 、近 年 の情 報 化 社会 の進 展 、家庭

の 情報 化 、(マ イ コ ン、 フ ァク シ ミ リ、VTR、 キ ャプテ ン、TVゲ ー ム、

ビデ オデ ィス ク、 キ ー ボー ド等 の家 庭 へ の 浸透)を 背景 とす れ ば、 将来 、

テ レ ビ電 話 も、 単 な る端 末 で な く、複 合 動 画デ ジタル端 末 と して、 企 業 で
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は ワー ク ス テー シ ョンの 中心 に 、家庭 で は 各種 通 信情報 メデ ィアの 中心 に、

必ず な って ゆ くで あろ うと考 え られ よ う。
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5-8人 間

(1)マ ス ・メデ ィアの忘 れ物

現 代 生 活 の 中 で我 々が マス ・メ デ ィア に費 や して い る時 間は、 仕事 と睡 眠

を 除 く と圧 倒 的 に 多い 。我 々は 、 マス ・メ デ ィア外 の ミニ ・メデ ィア、 ミデ

ィ ・メ デ ィア の存 在 を忘 れ て しま って い る。 しか し、 当然 の こ となが ら、 マ

ス ・メ デ ィア が、 他の メ デ ィア に ま る き'り代 替可 能 とい うわけ では ないの で

あ る。

そ の 理 由 と して は、 第 一 に は、 マ ス ・メデ ィア は、今 日、 ヨコ型 の メデ ィ

ア に な って い る こ と、第 二 に は、 人 間 一 人 間 が直 接 に情 報 を交 換 す る場 面

が ない こ とが あ る。

例 え ば 、TVで は、10代 の 入 間 と60代 の人 間が 見 る もの は明 らか に 異

な っ て くる 。一 見 、 これ は 、 あた りまえ で 、 単純 至 極 な ことの よ うで あ るが、

実 は、 そ うでは ない 。御 存 知の よ うに 、入 間 一 人 間 の コ ミュニケ ー シ ョ ン

が 円滑 に行 な われ るた めに は 、両 者 の 間に 共 通 の基 盤 が なけ れば な らない 。

しか し、現 代 人 か ら仕 事 を抜 くと、あ とは 、 マス ・メデ ィア しか 残 らない 。

となれ ば、 お の ず と、世 代 を超 え た コ ミュ ニケ ー シ ョンはむ ずか し くな って

きて しま う。毎 年 春に な る と、 巷 の企 業 では 、 「新 入 社員 は宇 宙 人 だ 」。 と

い う言葉 が さ さや か れ るそ うであ るが 、 この 言葉 が端 的 に先述 の 事実 を 明 ら

かに して い る 。異 な る世 代 は、 異 なる マス ・メデ ィア に青 くま れて きてお り、

そ の 意味 では 異 な る文化 を持 つ他 の天 体 か らの来 訪 者 と同 じで あ る。

また 、 マス ・メデ ィアが基 本 的 に人 間 一 人 間 の コ ミュニケ ー シ ョン部 分

を切 り捨 て て い る こと も先 の問 題 を助長 して い る。す なわ ち、人 間 一 人 間

の コ ミュニ ケー トの訓 練 が 日頃 な され て い ない た め に、 ます ま す、異 な るマ

ス ・メデ ィア の 中 で生 活 して い る人 間 との コ ミ ュニ ケー シ ョンが 困 難に な っ

て くる。

これ らの 問題 を、現 状 の 世代 間 差 異 の マ ク ロ分析 、新 しい ミニ ・メデ ィア、

ミデ ィ ・メデ ィア の動 向 を踏 ま えて考 えて み た い 。
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(2)ル ー デ ンス の 時代

今 日の 社会 に は、3つ の タイ プの人 間が 存 在す る。第 一 の タイ プは 、 プ レ

・ル ーデ ンス ・タ イ プ、 第二 の タイ プは 、ル ーデ ンス ・タ イ プ、 そ して第 三

の タ イ プは ニ ュー タイ プで あ る。 これ ら三 つ の タイ プは 、 それ ぞ れ の育 って

きた 時代 、 メ デ ィア に よってそ の性 格 を獲得 して きてい る。す なわ ち、 この

三 つの タイ プ は、世 代 の類 型 で もあ る。

プ レ ・ル ーデ ンス ・タ イ プは 、35才 前後 以 上 、 ル ー デ ンス ・タイ プは 、

35才 前 後 か ら10代 前 半 まで 、そ して 、ニ ュー タイ プが そ れ以 下 の 世代 で

あ る。

ル ーデ ンス ・タ イプは 、TVと と もに育 って きた世 代 で あ り、 豊 か な社 会

を 背景 に 、彼 ら以 前 の タ イ プ(プ レ ・ル ーデ ンス ・タイ プ)と は 異 なる価 値

感 、 ライ フス タ イル を持 つ 。彼 らの もっ と も大 きな特 徴 は 、そ の ア ミ ュー ズ

メ ン ト感覚 で あ る。彼 らの人 生 に とって"お も しろ く"生 き られ るか ど うか

は きわ め て大 き な意 味 を もって くる。

ニ ュー タ イ プは、 そ れ以 降 の タ イ プで あ る。彼 らは 、ル ーデ ンス ・タ イ プ

が豊 かな発展 しつつ ある社会 を背景に育 ったのに対 して、社会の停滞 と情 報 化 の 中

で育 つ こ とに なる。 彼 らの メデ ィアはパ ソコ ンや ニ ュー メデ ィア で あ る。

今 、現在 、35才 前 後 を頭 とす るル ー デ ンス ・タ イプが 、社 会 や マス ・メ

デ ィア を占領 しつ つ あ る。 ち ょっ と考 えて みた だけ で も、"お も しろ く"な

い ものは 、ほ とん ど今 日存在 して い ない 。 と くに マ ス ・メデ ィア ではそ うで

ある。 これが 、 世代 間 の差 異 に拍車 をかけ て い る。ル ーデ ンス ・タイ プの 言

葉(マ ス ・メ デ ィ ア)は 、ル ーデ ンス ・タ イ プ以 外 の プ レル ーデ ンス ・タ イ

プに は通 じに くい 。 それ の み で な く、ル ーデ ンス ・タ イプ 内に あ って もそ う

した メデ ィア=共 通 部 分 の セ グ メンテ ー シ ョンが進 ん で い る 。

(3)メ デ ィ ア ・ コ ミ ュ ニ テ ィ の 出 現

昨 今 は 同 人 誌 ブ ー ム で あ る 。 そ れ も と くに ア ニ メ ー シ ョ ン や コ ミ ッ ク 関 係

に 顕 著 で あ る 。 こ れ ら の ミ ニ ・ メ デ ィ ア は 、 以 下 の 点 で マ ス ・ メ デ ィ ア と 異
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な って い る。 第一 に、 必 ず し もヨ コ型 で な く、 む しろ 、年 令 が異 な る場 合 の

方 が多 い 。第 二 に 、 人間 一 入 間 の部 分 を含 ん でい る 。同 様 な こ とは 、8ミ

リ映 画 や演 戯 で もい え る。 こ う した メデ ィアは 、 ミニ であ るが ゆえ に 、 メ デ

ィア作 成 を含 めた コ ミュニ テ ィ活 動 を内包 してい る。 そ の ため に 、前 述 の マ

ス ・メデ ィア の忘 れ 物 を拾 って ゆ くこ とが可 能 な の で あ る。 これ は 、ル ー デ

ンス ・タイ プの ア ミュー ズ メン ト感 覚 が良 い 方 に出 た例 で ある。 プ レ ・ル ー

デ ンス ・タ イ プは 、(学 生 の うちは と もか くと して)こ う した こ と を"社 会

人"ら し くな い と考 え る し、 万 が 一そ う思 わ な くて も積極 的 に や ろ うとは考

え ない。 ニ ュー タイ プは年 令的 にま だ無理 で あ る。イ ニ シ アチ ブを とるの は、

ル ーデ ンス ・タイ プ しか ないの で あ る。

メデ ィアの 中 に コ ミ ュニテ ィを 内包 した もの メデ ィア 、・コ ミュニ テ ィは 、

生 まれ て は 消 え 、 消 え て は生 まれ てい る。そ れは 、今 の 所 、決 してひ とつ

の ム ー ブ メン トに は な っ てい ない 。 しか し、今 後 、CATV等 に よって 、地域

そ の他 コ ミュ ニ テ ィ内 包 型の メデ ィアの重要 性 は増 大 し、 そ の数 も増加 して

ゆ く、 そ の時 、 マ ス ・メデ ィア が忘 れて い った ものが 、再 び 、全 て の人 の 手

に戻 って ゆ くの では な い で あ ろ うか 。

(4)パ ター ン ・マ ッチ ン グ

人 間の 生得 的 な認 識 は パ ター ン ・マ ッチ ン グであ る とい う。 ひ とつ ひ とつ

の情 報 自体 で は な く、そ れ らの もつパ ター ンに よっ て認 識 が なされ る とい う。

そ して、入 って きた情 報 の パ タ ーン'と過去 の パ ター ンをマ ッチ ン グさせ て い

るの であ る とい う。 これ は 、'例え ば 、生得 的 な行動 パ ター ンの発生 す る時 に

も見 られ る。"生 殖 本 能"と い うの は 、"子 孫"を 作 る、作 らせ る、 とい っ

た意 識 が本 能 に セ ッ トされ て い て、SEXと い う生 得 的 な行動 を行 わせ るの

では な い 。"生 殖 本 能"は 、SEXと い う行 為 に 向か わせ る ため の 認 識 と行

動の パ ター ンが セ ッ トされ て い るの であ る。つ ま り、 現代 の誰 もが"子 孫"

をつ く りた い が ゆ え にSEXを 行 って い るの で は な く、 外 か らの 匂 い、 肌 ざ

わ り等 の嗅 覚、 触 覚 、 味覚 等 の情 報 のパ ター ン(プ ラス 、 自身の 内部 情 報)
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と生得 的 にセ ッ トされ て い るパ タ・一ンが マ ッチ して 「SEXし た い 」 とい う

こ とに な るの で ある 。そ して 、SEXの 結 果 と して"子 孫"が 誕 生 す るの で

ある 。"子 孫"を 作 る こと を 目的 と しな いSEXは 、 生得 的 な行 動 パ ター ン

を踏襲 しつ つ、 ゴムの皮 一 枚へ だ てて 本来 の 目的 を果 さず に い るわ け な の で

ある 。

しか し、 当然 の こ となが ら、人 間 にセ ン トさ れて い る認識 パ タ ー ンは有 限

であ り、そ の柔軟 性 も限 度 が あ る。 おそ らく、 そ の基本 的 な生 得 的認 識 パ タ

ー ンが セ ン トされ た時 とは環 境 が大 き く異 な ってい る
。現代 にお い て 、入 間

の生 得 的認 識 パ ター ンが は た して 有効 で あ るか ど うかわか らない 。

こ うい う実 験が あ った 。 一入 の動 物 学 者 が動 物 園 の サル 山 のサ ル に エ サ を

投 げ た 。す る と、大 き な猿 が と って しま った 。彼 は 、 ちい さ な猿 に もエ サ を

や ろ うと思 って 、 ちい さ な猿 の方 に も投 げ てみ た が 必ず大 きな猿が と り上 げ

に きて しま った 。そ の大 きな猿 は 、そ の 群 の ボ スで 、全 て のエ サ は彼 が 手 に

入れ てか ら分配 していたのだ。その際 には、勿論、その ちいさな猿 もあ とで 分け 前

に あず かれ た 。そ こで彼 は、 コ イ ンを投げ る ことに して みた 。そ して 、 コイ

を人 間 にわ た せぱ 、 エサ と交換 して も らえ る とい うことを学 習 させ てみ た 。

す る と、今 度 は ボ ス猿は 、 コイ ン を自分 だ けで 独 占す る よ うにな り群 は 崩壊

した 。

この例 は 、対 象 とな った 猿 の食糧 の 管理 ・分 配 とい う行 動 が食 糧 そ の もの

に セ ッ トされ て いたた め に 、食 糧が コ イ ンにか わ った 時に は パ ター ンが マ ッ

チ しなか った こと を教 え て くれて い る。

猿 と人 間 は確 か に ちが う。 しか し、 それ は猿 とア ヒルほ どは ちが わ ない 。

(人 間の"認 識"も し くは そ の体 系 が現 代 人 の い う ところ の"原 始 的 な"

もの で あるか は 、 あ また の エ ソ ロジス トや ボー ドリヤール 、 レ ヴ ィス トロー

ス が た っぷ り と論 じて くれ てい るの で参 照 して いた だ きた い 。)・

⑤ メ デ ィァ ー メ デ ィア ー メデ ィア

1個 の灰 皿 が あ る。勿 論 、 日本 の国 内で あ った ら、(お そ ら く)「 灰皿 」
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とい えば 、 す ぐにそ こに あ る灰皿 を さ して い る と通 じる。 しか し、実 の所 、

この 「灰 皿 」が 灰皿 と して複 数 の人 間 の 間 で基 本 的 な共 通認 識 を持 たれ て い

る こ とは 、 よ く考 え て み る と驚異 に あた いす る。 第 一 に、煙 草 そ の他 を含む

文 化 を共 有 して い る、 これ だけ で もす ごい 。第 二 に、 灰皿 が今 、 ど うい う位

置 づ け に あ るか も共 有 してい る。そ の 他 もろ もろの共 有 が あ って 、 灰皿 にっ

い ての コ ミ ュニケ ー シ ョンが 可能 なの であ る 。

この よ うに 、 「文 化 」とか 、 そ の場 の 雰 囲気 とか 、 コ ミュニ ケー シ ョンに

必 要 な共 有 べ}ス を相 互主 観性 とい っ てい る 。つ ま り、主観 で は あ って もそ

れ が共 有 され て い る とい うこと であ る。(多 くの科 学哲 学者 は 相 互主 観 性 こ

そ が 、実 は、科 学 の 客 観性 で あ る と思 って い る 。)

家 庭 で も学 校 で も職 場 も こ の 相 互 主 観 性 が 成 立 し て い るか ら コ ミ ュ

ニ ケ ー シ ョ ン で き て い るの で あ る。 しか し、 この 相互 主観 性 もむ やみ や た

ら と成立 す る もの で は ない 。そ れ に は、 例 えば 共 通 の 経験 が必 要 で あ る。古

いア ル バ ム を見 て コ ミュニ ケー シ ョンで きるの は 、共 通 の経験 が あ るか らで

あ る。 また 、 金 属 バ ッ トや 田 中角 栄 の冗 談 が 通 じるの は、 それ らの情 報 を皆

が手 に して い る とい う前 提 が必 要 で あ る。

か つて は 、 この 相 互主観 性 を支 え て きた の は 、 直接 会 う、見 る、 聞 くとい

った 直接 情 報 だ った 。 この 直接 情報 とい うの は 、 と くに、 人 間 一 人 間 の情

報 の場 合 、膨 大 な量 の情 報 が伝 達 され る。 そ の 中 で.後 々引 き出 され るの は

ご くわず か であ ろ うが、 人 間の 持 つ情 報 入 力 器 官 を総 動員 し、 かつ 、 出 力 も

同 時に行 う とい うきわ め て システ マ テ ィ ック に統 合 され た作業 が こ こで行 わ

れ るわ け で あ る 。

今 日この相 互 主 観 性 を支 え る もの は、 メデ ィアで あ る。人 間 一 機 械(も

し くは 、 そ の他 の 非 生命 媒体)に よ って得 られ る間接 情報 であ る。 この 間接

情 報 は 、 人 間 一 人 間 の直接 情 報 に 比較 す る と著 し く情 報量 が少 な く、 シス

テ マ チ ックで な く、非統 合 的 で あ る。(例 え ば、 人 間 一 人 間 の情 報 伝達 に

お い て 、 前後 の脈 絡 にか か わ りな く、 「イオ ナ、 わ た しは美 しい 」とか 「き

たえ れ ば全 身 バ ネに なる 」とかい って はね た り した ら、 ま ちが い な く異 常 に
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思 わ れ る 。 しか し、TVで は 、そ う した非 統 合 的 な もの が あた り前 で あ る。)

こ れは 、情 報 量 が 少 な い分 、 コ ミュニ ケ ー シ ョンに おいて 、 キ ー と な る部 分

が 限 定 され るとい うこ と もい え る 。(普 通 の 人 間 は、 「紅 白歌 合 戦 」をTV

で みた ら、そ の話題 は、 大体 、誰 と も共 有 で きるが、 「紅 白歌 合 戦 」を仲 間

でや った場 合 は、 必ず 、 一致 しない所 が残 る 。 さ らに、重 要 な こ とは 、 この

相 互 主観 性 は、 年令 階 層 に よって異 な って くる こ とで あ る 。(各 種 統 計 でお

な じみ の こ とでは あるが 、最 近 の若 年層 は 同世 代 との コ ミ ュニ ケ ー シ ョン を

か な り重視 して い る。)そ の上 、 情 報伝 達 が 、 可 能 な全 入 力器 官 を使 って 行

わ れ るわ け では ないか ら、情 報 の価 値 が水 平 化 して しま う。

最 近 の若 年 層 は 読 み書 きは も と よ り、 しゃべ るの も、舌 った らず に な って

きて い る とい う。 これ も、 日頃 、 全 入 出 力器 官 を システ マ テ ィック にか つ 統

合 して コ ミュニケ ー シ ョン して い ないた めか も しれ ない 。

(相 互 主観 性 は本 来 、 人 間 一 人 間 に お い て成 立すべ き もの で あ るが 、 人

間 一 メデ ィア におい て も同様 な傾 向 が み られ て い る。 田原俊 彦、 シ ブが き

隊 の登場 が それ を雄 弁 に 語 って いる 。)

⑥ トン ボのず れ

・世 は ま さにAV(オ ー デ ィオ ・ビジ ュアル)時 代 であ る。 メデ ィア の情 報

量 が どん どん ふ くれて きて い る。 まだ まだ人 間 一 人 間の 直 接情 報 の量 に は

及ば な い もの の 、 充分 に、 パ ター ン ・マ ッチ ン グに よる反 応 を引 き出 して い

る。(例 え ば、 リア ル な、TVゲ ー ムで興 奮 した り、TVを 見 て感 動 した り)

それ らは 、 い って みれ ば ゴ ムの皮 一 枚へ だ てた 行 動 であ る 。擬 似 的 に それ ら

の反 応 がお こる状 況 をセ ッ トして 、本来 、 起 こ らない状 況 で、反 応 を起 こさ

せ てい るわ け で ある 。

しか し、 直接 情 報 と間接 情 報 の情 報 量 の差 は以 前 と して あるわ け で あ るか

ら、 システ マ テ ィ ック、 統 合 的 、情 報 の ランク づけ とい った 問 題 はそ の ま ま

の こっ てい る。

メデ ィア が生 活 の 相互 主観 性 のベ ー ス とな って い る今 日、人 間 一 入 間 と
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い った多量 の情 報 を シス テマ テ ィ ックに統 合 的 かつ 全入 出 力器 官 を介 して伝

達 す る能 力 が失 なわ れつ つあ る危 険 が存 在 す る。 なぜ 、 危 険か とい うと、入

力 さ れた情 報 を前 後 の脈 絡 等 に よ って シス テマ チ ックか つ総 合 的 に解析 、 ラ

ンクづ け で きない 人 間 は、 突 然 、 ささ い な こ とが とん で もな い反応 を示 した

りす る 。ま た 、 自分 自身で 、 出 力すべ き情 報 を引 き出 した り、 創 り出 した り

す る ことが で きな くな る。(つ ま り、話 しを してい て も、そ の 本筋 、 わ き道 、

さ らに話 しに関 係 ない各 種情 報 の総合 的 な把握 が で きないた め 、言 葉 尻 で怒

った りす る し、 また 、 自分 で そ の 本 筋 に あ っ た 出 力 を す る ことが で き ない

の で あ る。)

先 に、 人 間の パ ター ン ・マ ソチ ングが 有 効 に行 わ れ てい るか ど うか 、 疑問

だ とい った 。

人 間 のパ ター ン ・マ ッチ ング はそ れ 自身 と して は正 常 に機 能 してい るが 、

外部 との 不整 合 が あ る。それ は例 えば 、火 事 が な くて も鳴 る警報 器 と同 じで

あ る。パ ター ンを合 わせ るた めの トンボ がず れ てい るの で あ る。(ト ン ボ と

は 、印 刷 等 の際 に原 稿 を合 わ せ る 目印 に す る もの で あ る。 これ がず れ る と、

最終 ア ウ トプ ッ トが ぶれ て でて くる。)個 別 の サ ブ シス テ ム は正 常 で あ るが 、

シ ス テ ム 間 の 関 係 が ア ナー キ ーに な って しま って お り、結 果 的 に正 常 に作

動 し得 な くな って い る。(下 らない 例 を上 げ よ う。火 事 の 際 中 に、TVが 見

た くな っ てTVを つ け る よ うな もので あ る。 火 事→ 逃 避 、TV見 た い→ ス イ

ッチ ・オ ン、 とい う各 々は正 常 で あ るが 、火 事→ 逃 避 を優先 させ る上 位 制 御

が な いの で あ る。)

逆 説的 で は あ るが 、 もっ とも、高 度 な コ ミュニケ ー シ ョン能 力が必 要 な の

は 、 人 間 一 人 間の コ ミュニケ ー シ ョンで あ り、 さ らに 、人 間そ れ 自身が 、

最先 端 の"ニ ュー メ デ ィア"な の であ る。 人 間 一 人 間 とい うコ ミュ ニケ ー

シ ョン、す なわ ち、 人 間 とい うニ ュー メデ ィアへ の ア クセス は 、情報 の入 出

力の み では な く、 そ れ らをシス テマ テ ィック 、統 合 的 に整 理 し、入 出力す る

能 力 を身 につ け る ことに もつ なが る の であ る 。

メデ ィア社 会 への 憂 い を込 めて 。
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。 「迷 宮 」 一

知 る入 ぞ 知 る漫 画 同 人 詩 界随 一 の理 論武 装 集 団。 数 々の評 論 家 を輩 出 した

他 、 「同 人誌 即 売会 」の 草 分け で もあ る。 ・

。 「楽 書 館 」

水 野 流転 の同 人 誌 。 同人 詩 界 の ホー プを掲載 して お り、水 準 が 高 い。

。 「ぴあ 」.

「ぴ あ 」 自身 は メ デ ィア ・コ ミュニ テ ィで は な い が、 「ぴ あ 」を軸 と して

各 種の コ ミュニ テ ィが誕 生 して い る。 オ ピニオ ン リーダ ー な らぬ メデ ィア ・

リー ダー 的 な役 割 を果 して い る。

。 「夜 行都 市 」

これ は劇 団で あ る。小 劇 団 で あれ ば ど こで も よか ったの だが 、筆 者の 友 人

がや って い るの でPRも 兼 ね て名 前 を上げ て み た 。

演劇 お よび その ま わ りの人 々 もま ちが い な くメデ ィア ・コ ミュニ テ ィであ

る。

。 「原 宿 」

原 宿 は すで に メデ ィア で あ る。 と くに 、 日曜 の 歩行 者 天 国 は そ うであ る 。

あそ こに は ま ちが い な く、 ひ とつ の新 しい形 の コ ミュニテ ィが あ る。

多 くの街 はほ とん どメ デ ィア で あ るが、 コ ミュニ テ ィを内包 して は い な い。
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第6章1990年 代 に向けて

6-1情 報化 社会 と情 報 ニ ーズ

(1)崩 れ ゆ く文 化 的 共通 基盤

日本 の 国 内 をみ た場 合 、 文化 面 に お ける均 一性 、 同質性 は失 わ れ て い く傾

向に あ る といえ よ う。我 々の 調査 に よれ ば、各 地 方 の情報 ニ ーズは、 従 来 の

東 京 を中心 と した垂 直 情 報構 造 か ら、 水平 情報 構 造 へ と変 わ りつ つ あ る 。 こ

の こ とは地 方 が 、そ れ ぞれ 、そ の特 徴 を主 張 したか らで ある 。 しか も これ か

らの情 報 メデ ィア の進展 は 、 これ らの傾 向 をさ らに進 め る こ と とな り、 そ の

中か ら中央 が 関与 しない 新 しい ビ ジネス ・チ ャ ンス が生 まれ る こ と となろ う。

一方 世 代 に よっ て
、 使 うメデ ィア媒 体 、 チ ャン ネルが 異 な る こ とに よって、

お互 いに ま った く異 った情 報 しか 知 らず に生 活 す る、 とい う傾 向 が強 ま って

い く。情 報 メデ ィアの種 類 の 多様 化 、 ソ フ トウ ェア の種 類 の 充実 は 、 この傾

向 に拍 車 をかけ る こ と とな ってい くで あろ う。

この ような動 向 の 中 で、 我 々は 新 しい メデ ィア に気 を と られ てば か りは い

られ ない 。 なぜ な ら、 地 域 間、 世代 間 の情 報 ニ ーズ の多 様 化 は、 日本 の特 徴

であ った文 化 的共 通 基盤 を こわ して い くか らで あ る 。現 在 の 日本 は 、世 界 で

一 番 安全 な国 で あ った が
、そ れ は文 化 の共 通性 に負 うと ころが 大 で あ る。 今

後 は 日本 人 の類 型 を した 外国 人 、い や異 星入 が増 え る こ と とな ろ う。

② 望 まれ る共 通 基盤 の構 築

外 国 と 日本 との 関係 に 目を転 じれ ば、 日本 は 国際 化 社 会 の 中 で共 通 の文 化

基盤 の構 築 が 必 要 で あ る。我 々が 調査 を行 った 中国 、 オ ー ス トラ リア、EC

の そ れぞ れ と誤解 な き相 互理 解 を深 め てい くた め に は、現 在 予 想 され る情 報

メ デ ィアの 力 は いか に も非 力 であ る。 日豪 間 で行 われ て い る ワー キ ン グ ・ホ

リデ イの よ うに直 接 相 手 の国 に行 って 、滞 在 し、 人 々と交 流 す る こ とに よっ

て始 め て 文 化 の共通 基 盤 は作 られ てい くの で あ る。 情報 メデ ィア は 、直 接会
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い た くな る、 行 きた くす るた めの 単 な る補 助 的手段 にす ぎな い ので あ る。

一110一



6-2ニ ュ ーメデ ィ アの 功 罪

(1)間 接 情 報 の限 界

情 報 メデ ィア の進歩 は 、人 々の 情報 に対 しての 感 受性 を麻 痺 され るの では

ない だ ろ うか。 あ るい は もう麻 痺 して い るの か も知 れ ない 。情 報 メデ ィア を

経 由 して流 れ て くる情 報 は 、す べ て間 接 情報 で あ って、媒 体 を通 る こ とに よ

って何 らか の形 に変形 して しま った情 報 で あ る。 この こ とを十 分 認識 した上

で情 報 を受 け とめ ない と、 大変 危 険 で あ る。

一 方 で間 接 情 報 だけ で 十 分 とい う人 々
、 そ してそ の 中だ け で生 活 し遊 ぶ 人

々の 出現 は 、 一部 の人 間 に 情報 メデ ィア を押 え た い 、 とい う欲 望 を持 たせ る

で あろ う。 この ように危 険 きわ ま りな い社会 の 出現 に対 して、 我 々はあ ま り

に も無 防備 で あ る。

我 々は 間 接情報 の限 界 を知 る と ともに、 直接 情報 の重 要性 を再 認識 す べ き

で あ る。

(2)情 報 メデ ィア の 多様 化 の もた らす もの

6-1で も述 べ た よ うに 、情 報 メデ ィアの多様 化 は 、世 代 間 の ギ ャ ップを

増大 させ 、共通 の文 化基 盤 を崩 壊 させ る であ ろ う。 また パ ー ソナ ル ・メデ ィ

ア、 ミニ ・メデ ィア、 ミデ ィ ・メ デ ィアの 出現 は 、 人 々が 水平 方 向 に結 ば れ

た新 しい コ ミュニ テ ィの 出現 を も予想 させ る。 新 しい コ ミュニ テ ィの 出現 は、

新 しい文 化 の誕 生 を予想 さ せ 、胸 をお ど らせ る ものが 、反 面世 代 ギ ャ ップの

中で 、 い ろい ろな行 きちが いが 起 って くる こ と も予想 され よう。

世代 を越 え 、地 域 を越 え た情 報 メデ ィアの 出現 が大 いに 望 まれ よ う。

一 方 日本 人 は昔 か ら、 ム ラ を形成 し、そ の中 で い ろ い ろな伝 統 を伝 え て き

た と言 え よ う。現 代 社会 に お いて も、企 業 を中心 と した職 業 を 中心 と した世

界 を中心 に、 この伝統 は 受 け つが れ て い る。

この よ うな文 化 伝承 の 方法 は、 直接 自分の 所属 す る コ ミ ュニ テ ィの 中 に、

全人 格 的 に ど っぷ りつ か りそ の 中の一 員 に な る こ とに よ って始 めて伝 え られ

る、 とい う方法 で あ る。 この よ うな方 法 は、 因 習的 で誰 もが好 ま ない とい う
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反 面 、 そ の コ ミ ュニテ ィの一員 とな る こ とで ぬ るま湯 的 な い ご こ ちの よさ も

否定 で きな い 。

情 報 メデ ィア の多様 化 とそ の 進展 は、 この よ うな伝 統 文化 の伝 承 を大 き く

変 え るば か りで な く、 日本人 の もつ文 化 的 な長 所 を も失 って しま う危 険 性 を

持 っ てい る 。

(3)カ タ ログ文 化 の延 長 上 にあ る もの

新 しい情 報 メ デ ィア、 特 に 、 ニ ュ ー ・メ デ ィア と呼 ばれ る もの の 中 には、

マ イ コ ン等 の 論 理 回路 との組 み合 せ に よって 、 ロジ ック性 を有 す る もの が増

加 して くる。

則 ち条件 に よ って い ろ い ろ な メニ ュ ーか ら、 自分 の 好 きな もの を選 択 で き

る とい う シス テ ム で あ る。何 年 か 前 に 「何 とな くク リス タル 」 とい う本 が ベ

ス トセ ラー とな り、 カタ ログ文 化 と もては や され た が 、新 しい メ デ ィアの 出

現 は ま さ に カ タ ログ文 化 の本 格 的 な 到来 を告 げ る もの で あ る。

しか しこの カ タ ログ文 化 は、 登 録 され てい ない もの はそ れ っき り、 新 しい

もの を探 しだ す こ と もで きず、 直 接 体験 の喜 び も失 わせ て しま う もの で あ る。

カ タ ログ文 化 の持 つ危 険 性 を よ くよ く考 え て み る必 要 が あ る と言 え よ う。
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6-51990年 代 に 向 けて

情 報 メ デ ィアの進 展 は、 もは や否 定 す る こ とは で きない 事実 で あ る。 とす れ

ば い かに して うま く使 い こなす か 、そ こが知恵 の しぼ り どころ とな る で あろ う。

情 報 メデ ィア を うま く使 い こ なせ ない 国、企 業 は やが て滅 ん で い くで あろ う。

我 々は調査 活 動 の 中 で、 情 報 メデ ィア の裏側 で情報 を加 工 し送 りだす 人 間が、

いか に も楽 しそ うな顔 を してい る場 面 に何度 も出会 った。 情報 は 、受 け とる側

よ りも作 り出 し送 りだす 側 の方 が楽 しい の では ない だ ろ うか 。 この楽 しみ は 、

マ ス コ ミ入 の手 か らい まや 大 衆 化 しよ うと して い る。 それ は 情 報 メデ ィアの進

歩 が 、そ の ような こ とを 可能 に してい る。

今 我 々は 、 ニ ュ ーメデ ィアが 単 な る道具 で あ る こ とを強 く認 識 す る必 要が あ

る。 しか らば 何 の 道 具 で あ るか?入 と人 の 出逢 い を増 し、 昔 日本 人 が 持 って

いて失 って しま った 、お まつ りの興 奮 、運 動会 や 学芸 会 の喜 び 、 田舎 芝 居 のお

か しさ、 … … … これ らを と り もどす た め に ニ ュ ーメデ ィアは使 われ るべ きで あ

る。 そ して ニ ュー メデ ィア を使 うこ とに よって、 新 しい人 と人 の 出逢 い 、新 し

い コ ミュ ニテ ィーの 出現 、 そ して新 しい文化 の創造 へ 向け て 努 力 してい くべ き

であ ろ う。
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